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図面リスト

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

特記仕様書（６）

仕上表

配置図・付近見取図

Ｒ階平面図

立面図１

立面図２

矩計図１

矩計図２

階段断面詳細図

断面詳細図１

断面詳細図２

１階平面詳細図１

１階平面詳細図２

１階展開図１

１階展開図２

１階展開図３

２階平面詳細図１

２階平面詳細図２

２階展開図１

２階展開図２

２階展開図３

天井伏図

建具配置図

建具表１

建具表２

柱廻り詳細図

システムキッチン（参考図）

各部詳細図（可動間仕切）

各部詳細図４（トイレブース）

各部詳細図５（屋外名称板）

ＥＸＰ．Ｊ各詳細図

家具詳細図（１）

家具詳細図（２）

配置図（改修前）・付近見取図

面積表（既存部分）

仕上表（１）

仕上表（２）

１階平面図（改修前）

２階平面図（改修前）

屋根伏図（改修前）

１階平面図（改修後）

２階平面図（改修後）

屋根伏図（改修後）

立面図（１）（改修前）

立面図（２）（改修前）

立面図（１）（改修後）

立面図（２）（改修後）

矩計図（改修前）

断面詳細図（１）（改修前）

断面詳細図（２）（改修前）

断面詳細図（３）（改修前）

断面詳細図（４）（改修前）

矩計図（改修後）

断面詳細図（１）（改修後）

断面詳細図（２）（改修後）

断面詳細図（３）（改修後）

平面詳細図（１）（改修前）

平面詳細図（２）（改修前）

平面詳細図（１）（改修後）

平面詳細図（２）（改修後）

展開図（１）（改修前）（改修後）

展開図（２）（改修前）（改修後）

展開図（３）（改修前）（改修後）

展開図（４）（改修前）（改修後）

展開図（５）（改修前）（改修後）

展開図（６）（改修前）（改修後）

展開図（７）（改修前）（改修後）

展開図（８）（改修前）（改修後）

展開図（９）（改修前）（改修後）

展開図（10）（改修前）（改修後）

床伏図・軸組図（改修前）

床伏図（改修後）

天井伏図（改修前）

天井伏図（改修後）

１・２階建具配置図（改修前）

建具表（１）（改修前）

建具表（２）（改修前）

１・２階建具配置図（改修後）

建具表（１）（改修後）

建具表（２）（改修後）

建具廻り詳細図

屋根改修詳細図（参考図）

各部詳細図

鋼製床伏図（改修後）

鋼製床詳細図（改修後）
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体育器具配置図

体育器具　床下基礎配置図

体育器具姿図（１）

体育器具姿図（２）

体育器具姿図（３）

下屋詳細図

プール棟改修図

外部渡り廊下詳細図

既存体育器具基礎詳細図

既存小屋伏図（参考図）

既存小屋伏詳細図（参考図）

既存鉄骨部材詳細図（参考図）

既存便所棟平面詳細図

既存便所棟断面詳細図
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鉄骨構造基準図（３）

鉄骨構造基準図（２）

鉄骨構造基準図（１）
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２階梁伏図

Ｒ階梁伏図

軸図－１

軸図－２

基礎リスト

地中大梁リスト

大梁リスト

柱断面リスト

壁断面リスト　小梁断面リスト

配筋詳細図

屋根ブレース取り替え位置図

ファスナー取り替え位置図

周囲アンカーボルト等改修図

取り替え部分詳細図（１）

取り替え部分詳細図（２）

取り替え部分詳細図（３）

添え柱鉄骨補強

特記事項

桁行き方向補強位置図

ブレース詳細図　壁閉塞詳細図

鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋基準図（２）

鉄筋コンクリート構造配筋基準図（３）

鉄筋コンクリート構造配筋基準図（４）
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電気設備特記仕様書

電気設備凡例

壁結線図

照明器具姿図

電灯設備　１階平面図（改修後）

電灯設備　２階平面図（改修後）

電灯設備　１・２階平面図（増築部分）

コンセント設備　１階平面図（改修後）

コンセント設備　２階平面図（改修後）

コンセント設備　１・２階平面図（増築部分）

弱電設備仕様書

弱電設備　１階平面図（改修後）

弱電設備　２階平面図（改修後）

弱電設備　１・２階平面図（増築部分）

防災設備　仕様書・系統図

現況撤去図　１階平面図（改修前）

現況撤去図　２階平面図（改修前）

現況撤去図　便所部分平面図（改修前）
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機械設備特記仕様書

衛生器具表、機器表

給排水衛生設備　１階平面図（増築部分）

給排水衛生設備　２階平面図（増築部分）

給排水衛生設備　平面詳細図（増築部分）

給水設備　プール棟改修平面詳細図

消火設備　系統図・配管摩擦損失計算書

消火設備　１階平面図（改修後）

消火設備　２階平面図（改修後）

空調設備　機器表

空調設備　１階平面図（増築部分）

空調設備　２階平面図（増築部分）

換気設備　２階平面図（改修後）

現況撤去　１階平面図（改修前）

現況撤去　平面詳細図
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名　称

Ｓ＝１：Ａ 　１

特記仕様書（１）

建　築　工　事　特　記　仕　様　書

２．工事場所　：
３．敷地面積　：

５．工事区分　：

＜工事概要＞

章 特　　記　　事　　項 
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事
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項　目

章 項　目 章 項　目特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項 

４．工事概要　：

　(1) 閲覧図書に係る質問回答書    

◎設計図書の優先順位は、次の順とする。

　(3) 特記仕様書 

　(2) 閲覧補足説明書 

　(4) 図面  

◎発生材の処理等は、次により適正に行う。

　　監督職員と読み替える、以下同じ）に報告し指示を仰ぐこと。

　(1)工事による発生材のうち、文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については、

　　報告及び引き渡しを要する。

　　図書に表示のないものについては、監督員（契約書に規定する監督員をいい、共仕の規定による場合は

  (2)上記以外の発生材は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適正処理推進要綱、その他関係法令等に従い処理すること。

　　また、工事完了時に「再生資源利用（促進）実施書」を作成し、監督員に提出すること。

損傷を与えた場合は、請負業者の負担で、その都度補修又は補償すること。

　なお、処理に要する費用等は全て請負業者の負担とする。

　　※監督員の承諾を受けた者

　　※当該工事における電気工作物の工事を行うに当たり必要な電気主任技術者

　大気汚染防止法、建設工事公衆災害防止対策要綱、建設副産物適正処理推進要綱その他関係法令に従い適切に

　処理すること。

　また、公害発生の場合は、速やかに監督員に報告するとともに、請負業者の責任において対処をすること。

◎施工図、現寸図、見本等は、監督員の指示により、速やかに監督員に提出すること。

◎施工上必要な施工図、各部原寸工作図等は、検査承諾を受けた後でなければ施工してはならない。

◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については、施工に携わる下請負人にも十分周知徹底すること。

◎工事現場における現場代理人、監理技術者、主任技術者の確認のため、名札を着用すること。

◎工事現場の安全衛生管理については、労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。

◎電気保安技術者は、次の者とする。

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、建築基準法、労働安全衛生法、騒音規制法、振動規制法、

◎道路及び周辺の土地、家屋、工作物等を損傷しないよう必要な予防処置を行うこと。

◎徳島県公害防止条例を遵守する事。塵埃、振動、騒音（運搬等含む）による公害に注意し施工すること。

◎元請け業者は、過積載による違法通行の防止に関し、特に次の事項について留意し、下請け業者を指導すること。

　　◎積載重量制限を越えた土砂等の積込みは行わないこと

　　◎さし枠装備車、不表示車は使用しないこと

　　◎過積載車両、さし枠装備車、不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと

　　◎建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては、下請け事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害さないこと

　　◎過積載による違法通行により、逮捕または起訴された建設業者は、指名停止措置を講ずる場合がある。

・工事車両の駐車所及び資材置場は図示による。

　ただし、同等品以上のものとする場合は監督員の承諾を受ける。

　また、メーカーを２社以上記載してあるものは、参照図面と異なっていても、採用メーカーの仕様とする。

◎本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの及び同等以上のものとする。

　たとえ工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので、注意して施工すること。

◎施工にあたっては、設計図書にしたがって忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合は、

　　手直し工事は、請負業者の責任において実施し、それに要する費用は請負業者の負担とする。

承諾を受けて次の工程に進むこと。

◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時、報告書を提出し、監督員の検査等を受け、

◎試験等によらなければ、確認できない工事（製品）については、試験等計画書（施工計画書に記載）を提出し、

　監督員の承諾を受け試験を行い、その結果を報告し承諾を得ること。

◎他工事との取り合い区分

　提出すること。

　有したものを選定すること。

◎施工に先立ち、実施工程表、工事の総合計画をまとめた施工計画書及び工種別施工計画書を作成し、監督員に

　　なお、「評価名簿による」と記載されているものは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料等

する建築材料等

◎本工事の施工にあたっては、各工事にかかる当該業種の１級及び２級技能士の有資格者を努めて活用すること。

◎本工事に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を

　満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　木質建材、ユリア樹脂板及び仕上塗材はホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

４）塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないもの

　　とする。

５）１）、３）及び５）の建築材料はを使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

　デヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　１．適用基準等

工事完成期間は平成　　年　　月　　日とする。

１．工事名称　：

指定無し　　　　　
構造規模　：用途地域　：

防火地域　：

構造　　　：

６．工期　　　：

特記事項は、◎及び○印のついたものを適用する。

　(3)再生資源の利用の促進を図るため、工事着手時に、県の指定する「再生資源利用（促進）計画書」を、

◎本工事のうち電気工事及び管工事について、下請業者を使用する場合は、工事の施工に十分な能力と経験を

　仕様及び指定工法による。

◎工事現場監督員は常駐できないので、疑問な点、その他打ち合わせ決定を要する事項は、監督員に連絡を取り、

　工事に遺漏のないようにすること。

項　　目

同上　穴埋補修

床、天井点検口

設備器具天井開口墨出

同上切り込み及び開口補強

盤、便器等の箱入れ

同上　補強

量水器、集中検針盤設置 ●

建築 電気 空調
工事 工事 工事 工事

ユニットバス設置

レンジフード設置

給湯器用ﾘﾓｺﾝ取付、配管工事

● ●

● ●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

縦樋、排水ドレイン管

●

●

　配管、配線は電気工事

　配管、配線は電気工事

給気ｶﾞﾗﾘ取付け

空調機器類の基礎工事

　配管、配線は電気工事、ダクトは建築工事

引込計器盤の基礎工事 ●

● ●

管
その他

◎別途工事などの設備業者には本工事の足場、その他仮設物は無償にて使用させる事。又、施工にあたっては業者と

◎町、市道工事承認申請等、本工事に関係する一切の手続きは本工事に含むものとしそれに要する費用は全て、

　請負業者の負担とする。

　配管器具の取付位置などについて十分打ち合わせを行い、並行工事として工事進行に遺漏がないようにすること。

及び技術検査

同上　（リンブレン等）

梁、壁、床スリーブ入れ

スリーブ開口補強（鉄筋）

衛生器具取付のブロック壁

空洞部分のモルタル埋め

３）接着剤は、フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシルを含有しない揮発性の可塑剤を使用し、

　２．電気、管工事

　３．図書の優先順位等

　４．発生材の処理

◎図面及び特記仕様に記載されていない事項は、総て建設（国土交通省）大臣官房官庁営繕部監修の下記による。

　④建築鉄骨設計基準及び同解説（平成１０年版）

　６．工事関係図書

　７．工事現場管理

●

●

●

●

●

　換気扇は電気工事

　８．材料・製品等 

◎公共建築工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の仕様、工法は監督員の承諾を受けて、当該製品の

　９．化学物質を発散

　10．施工 

　11．設備工事の取合

　12．各種諸手続

　13．工事検査

◎工事写真の撮影は、建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」によること。　14．完成図等

鉄筋コンクリート造　２階建て（ラーメン構造）
指定無し

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
那賀町　延野

　①公共建築工事標準仕様書（平成１９年版）以下「標仕」という。（監理指針共）

　⑤公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成１９年版）

　③建築工事標準詳細図（平成１７年版）

環境調査

測 定 室 名箇 所

　測定場所は、下表の居室（計６ヶ所）とする。

　請負業者の責任において発生原因を究明し、発生抑制措置を講ずること。

◎上記物質の測定値がそれぞれ、〔厚生労働省の特定化学物質に対する主な指針値〕を超えた場合、

体育館部分 アリーナ

増築部１階部分

増築部２階部分 男子更衣室・女子更衣室

会議室・管理室

　(5) 各標準仕様書

◎工事写真の撮影は、着工前、工事中（各工事毎の工程）及び竣工写真とする。

◎竣工図サイズ及び部数は監督員の指示による。

　写真サイズ及び部数は監督員の指示による。。

　⑥公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成１９年版）

工事内容　：種別　　　： 増築・耐震改修・大規模改修

１階床面積（ｍ2）

２階床面積（ｍ2）

建築面積　（ｍ2）

延べ床面積（ｍ2）

増築部分 合　　計面　　積　　表

面　　積　：

２１１．０９

改修（既存）部分

　②公共建築改修工事標準仕様書（平成１９年度版）以下「改標仕」という。

◎工事現場には、工事標識を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。

　(3)撤去物の種類、規模、構造、撤去方法、養生方法、発生材の処理場を記載する。

　　・産業廃棄物の種類ごとに下記を指定する。

　　　処分許可業者の会社名、所在地

    　処分地の所在地

　　　運搬距離

　　　処理料金

　　なお、諸般の事情により上記の事業所で処分しない場合は、他の事業所で処分しても差し支えないが、

　　増額変更の対象とはしない。また、この場合、処分単価の見積書の提出を求め、減額変更を行うことがある。

　　また、ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｱｽﾌｧﾙﾄ類の搬出先については、中間処理施設のみとする。

　　木材については、50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

◎本工事で使用する建設機械は、（低振動型・低騒音型）とする。

◎施工条件は次による。

◎工事用車両等の経路及び時間・日時については、学校側と打合せの上決定する。

◎コンクリート部分の取壊し等、騒音・振動を伴う工事は学校の休日に行う。

　５．使用建設機械等

　工事目的物及び検査済材料（支給材料を含む）について付保すること。

　　(2)コンクリート躯体工事

　　(3)屋外付帯工事

　　(4)その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）

　　(1)杭及び基礎工事

　　次に掲げる単独工事については、付保を除外できる。

　(1)建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

　鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、請負金額

　相当額を付保する。また、模様替え工事等については、工事着手時に、請負金額相当額を付保する。

　工事完成期日に１４日を加えた期日とする。なお、工事延伸した場合には、保険の期間も延長すること。

◎対象物

◎付保除外工事

◎付保する時期及び金額

◎保険終期

　(2)付保する時期以降に出来高払いを行う場合は、請負者は保険契約の証券の写しを出来高払いの書類に

　　　添付すること。

　なお、金融機関等の保証契約を締結するためには、数日間の事前調査期間が必要であるので、入札前の早い

　　落札決定後、７日（入札日を含む）以内に契約締結できなければ、原則的に落札は無効となります。

　時期に審査申し込みをしておいて下さい。場合によっては、７日以内に保証契約ができない場合があります。

（1）契約保証の書類

（2）保証の額

　　　　①契約保証金の納付

　　　　②銀行等の金融機関保証

　　　　③前払保証事業会社の保証

　　　　⑤履行保証保険（定額てん補方式）契約の締結

　　上記５種類のうち、１つを選択すること。

　　２種類以上の組み合わせはできない。

◎その他

（3）契約締結日

　　　　④公共工事履行保証証券（履行ボンド）による保証

　①工事請負代金額（消費税込み）が１０億円以上の工事の場合は工事請負代金額（消費税込み）の１０分の３以上

　②①以外の工事の場合は工事請負代金額（消費税込み）の１０分の１以上

　記入し調査団体に提出する等、必要な協力を行わなければならない。

　また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　その実施に協力しなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様とする。

　労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用している

　現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。 

　工事の一部に係る二次以降の下請人を含む）が前３項と同様の義務を負う旨を定めなければならない。

調査に対する協力

◎調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合、請負者は、

◎公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、請負者は、

◎請負者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には請負者は、当該下請工事の受注者（当該下請

　（以下、「施工体制台帳」という。）を自らの責任において作成・保存を行わなければならない。提出等

◎請負者は、請負金額が２００万円以上の工事については、施工体制台帳、再下請負通知書、施工体系図

主任技術者等

　契約後7日以内に監督員に提出し確認を受けなければならない。また、この選任通知書の内容が変更に

　なった場合は、変更日から5日以内に監督員に変更した選任通知書を提出し確認を受けなければならない。

◎請負者は、別添の「現場代理人及び主任技術者等選任通知書」（以下「選任通知書」という。）を

◎請負者は、施工体制台帳を工事現場に備えなければならない。また、各下請業者の施工分担関係を

　表示した施工体系図を工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲示しなければならない。

◎請負者は、施工体制台帳を契約後１４日以内に監督員に提出しなければならない。

　また、施工体制台帳の内容が変更に

　確認を受けなければならない。

　なった場合は、変更日から５日以内に監督員に変更した施工体制台帳を提出し

　ただし、提出日については、監督員の承諾を得た場合はこの限りではない。　

◎請負者は、再下請負通知書を提出する旨の書面を、工事現場の工事関係者が見やすい場所に掲示すること。 

◎この工事は、契約に当たり従来の工事完成保証人の代わりに、次の契約を行って下さい。

◎本工事が、公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、請負者は、調査票等に必要事項を正確に

　15.　室内空気

　15　火災保険

　16　履行ボンド

　17　公共事業労務費

　18　施工体制台帳の

　19　現場代理人及び

２７１．８２

２６６．０８

４７７．１７

　　　　　　　　Ｂ：電気設備工事（増築工事・改修工事）・・・・一式

（対象工事）　　Ａ：建築工事（増築工事・改修工事）・・・・・・一式

　　　　　　　　Ｃ：機械設備工事（増築工事・改修工事）・・・・一式

（別途工事）　　Ｅ：備品工事（増築工事・改修工事）・・・・・・一式

　　　　　　　　Ｄ：解体撤去工事（既存便所棟）・・・・・・・・一式

　について、化学物質の室内濃度測定結果等報告書作成要領に基づき、室内空気環境を測定し結果を報告する事。

◎工事竣工時に、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン、パラジクロロベンゼン

１，０６６．３２

９４９．００

１２１．５０

１，０７０．５０

１，３３８．１４

１，１６０．０９

３８７．５２

１、５４７．６７
　評価名簿（平成１９年版）」記載品を指すものとする。



工事名

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

名　称

Ｓ＝１：Ａ

特記仕様書（２）

　２

章 項　目 章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項 

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

１　敷地の状況確認

２　ベンチマーク

３　足場等

　認定基準及び労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく（社）仮設工業会の「適用工場制度」による

　登録工場及び指定工場等の活用に努めるとともに、前記規格等に定めるもの以外の使用に当たっては

　請負業者により強度等の確認されたものを使用すること。

　　　　　※壁つなぎ間隔（水平方向：８ｍ以下、鉛直方向：９ｍ以下）

　　　　　※壁つなぎ間隔（水平方向：５．５ｍ以下、鉛直方向：５ｍ以下）

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については、労働衛生安全法に基づく構造規格、（社）仮設工業会の

　但し、監督員の指示により決定する。

　の現状確認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと。

◎着工に先立ち、敷地境界、既存構造物及び地下埋設物の確認、近隣建築物及び工作物

・外部足場（種類：単管抱足場　）　

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

◎地足場：単管、布共、足場板共

◎ブラケット足場：単管、足場板共

◎朝顔養生：枠組み用、Ｗ２．０

◎外部足場（種類：・枠組足場D＝1200、仕様：二枚布枠500、メッシュシート：防炎２類）→本体工事

　　　　　　　　　・枠組足場D＝900、仕様：二枚布枠500+240、メシュシート：防炎２類）→

◎最上部安全手摺：本足場用

◎仮囲い（仕様：成型鋼板、Ｈ＝　３．０ ｍ、Ｌ＝　配地図参照　ｍ）

◎設計GLの設定は、BM（既存門柱基礎天端：配置図参照）を±０とし、NGLはBM（＋４０）mmとする。

◎ゲート（　・有　、・無　、仕様：パネルゲート　H4,500×W7,200、１箇所　）

◎内部足場（種類：脚立足場　Ｈ１．８ｍ、仕様：　　枚布、D＝　　㎝、シート仕様：　　　　）

　　　　　※壁つなぎ間隔（水平方向：８ｍ以下、鉛直方向：９ｍ以下）

　　　　　（種類：枠組足場、仕様：二枚布500＋240、D＝９０㎝、シート仕様：　　　）

・既存電力利用（　・出来る、・出来ない　）、電力料金（　・有償、・無償　）

・既存用水利用（　・出来る、・出来ない　）、用水料金（　・有償、・無償　）電力等

　５　仮設物

◎監督員事務所の備品等は監督員の指示を受けて設置すること。

　６　工事用用水、

但し、施設管理者と協議すること。

７　警備員等

◎監督員事務所は設ける（・既存建物の一部、・１号・２号・３号・４号・５号）、・設けない。

　４　養　生

◎仮間仕切りは、（Ａ種・Ｂ種・Ｃ種）とする。

◎既存部分の養生範囲は図示による。（養生方法：　　　　　）

◎既存部分の家具等の養生範囲は図示による。（養生方法：　　　　　）

の滑動その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な処置をすること。

強度となるように適切な処置を定め、監督職員の承諾を受ける。

特殊アタッチメントを取り付けた機械掘りとする。なお、かく乱した場合は、自然地盤と同等以上の

　１　根切り

　２　排　水

　３　埋戻し及び盛土

　４　地均し

（標仕表３．２．１）

　一様になじみ起こしをして、良質土をまきかけ歩行に耐えうる程度に締め固める。

◎周辺の状況、土質、地下水の状態等に適した工法を採用し、工事中の異常沈下、法面

◎敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し、支障がないようにすること。

◎根切り底は、地盤を撹乱しないよう、手作業（深さ３０cm程度）とするか、バケットに

◎工事に支障となる地中埋設物等の撤去は、全て本工事に含む。

◎工事に支障を及ぼす雨水、わき水等は、適正な排水構、集水ます等を設置し、ﾎﾟﾝﾌﾟ等で排水を行う事。

◎使用土は（　・Ａ種、・Ｂ種、・Ｃ種、・Ｄ種）とし、機器により締め固める。

◎余盛りは、土質に応じ監督員と協議の上、余盛り高さを決定すること。

◎建物の周囲、幅２ｍ程度を、水はけよく地均しを行なう。

◎地均しは均しを行なう地表面の不陸を修正し、草木の除去及び清掃をして、一様にかき均した後、仕上げ面を

◎（　・場外搬出適正処分とする、・場内敷き均しとする）　５建設発生土の処理

３
　
土
　
工
　
事

粒度範囲使　用　部　位

切込砕石

再生クラッシャラン

種　　別

０～４０

０～４０
100（再生砕石）

60本体建物

土間コン

厚さ

捨てコン（基礎、地中梁）

外階段

100

　２５０ｍｍ（断熱材のある場合ののみ込みは４００ｍｍ）以上とする。

　締固めによる凸凹は目つぶし砂利で上均しをする。

◎締固めは、ランマー３回突き、振動コンパクター２回締め又は振動ローラー締めとする。

◎床下防湿層は、ポリエチレンフィルム厚さ０．１５ｍｍ以上、重ね幅及び基礎梁際ののみ込みは

◎防湿層の位置は、土間スラブの直下とする。ただし、断熱材がある場合は、断熱材の直下とする。

◎材料は、市場品とする。

◎砂利及び砂地業

　・厚みが300mmを越える場合は、300mmごとに締固めを行う。

　◎砂利は、（　・切込砂利、・切込砕石、・再生クラッシャラン　）とする。

100

◎締め固め機械の選定に当たっては、地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。

◎捨コンクリートは、無筋コンクリート（スランプ１５ｃｍ，設計基準強度１８Ｎ/ｍｍ）とし厚さは各図面による。

１階スラブ 本体建物

４
　
地
　
業
　
工
　
事 外スロープ

　２　材料試験

　１　材　料

◎材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

　また、鋼製のスペーサーは型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。  

◎結束線の端部は内側に折り曲げる。

◎スラブのスペーサーは鋼製を原則とし、他の箇所についても材種等について監督員の承諾を得ること。

　３　加工及び組立て

　　　　及び間隔

　構造計算書を提出し、監督員の承諾を得ること。

・切取り部分の継手は、（　・圧接、・重ね継手　）とする。

　８　配筋検査

　７　ガス圧接

　６　梁貫通孔補強

　５　帯　筋

　４　鉄筋のかぶり厚さ

◎主要な配筋は、コンクリート打込みに先立ち､数量､かぶり､間隔､位置等について監督職員の検査を受ける。

　事前に自主検査報告書を提出する。手直し箇所は完了後に監督員の承諾を得てから次の工程に取り掛かること。

◎鉄筋の継手は、（　・重ね継手、・ガス圧接継手、・特殊継手　）とする。

◎目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。

◎柱、梁の主筋は、ガス圧接継手とする。

◎先組み工法の柱、梁の主筋の継手は同一箇所としてもよい。

◎主要な配筋は、加工に先立ち工作図及び組立図を作成し監督員に提出すること。

◎鉄筋の保護は標仕による。

◎形の種別は構造図による。

◎補強形式　鉄筋コンクリート構造配筋基準図による。

◎梁貫通補強に建設技術評価規定に基づく評価品を使用する場合は、それぞれの部分についてメーカーの

◎圧接技量資格者は、工事に相応したJISZ3881（ガス圧接技術検定における試験方法及び判定基準）

　による技量を有する者とする。（標仕５．４．２）

◎検査は、外観検査及び（　・引張試験、・超音波探傷試験　）による。（標仕５．４．９）

JIS G 3112

規格番号 種類の記号 規　格　名　称適用

● 鉄筋コンクリート用棒鋼   

径（ｍｍ）（構造図参照）

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

Ｄ１０～Ｄ１６

Ｄ１９以上

◎柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、標仕表５．３．３の数値に１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

　杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

Ｂ　種

設計基準強度 粗骨材の
最大寸法

強度試験
種別
気乾単位

容積質量 適用箇所
の有無

スランプ

　１　一般事項

ＦC（Ｎ／mm2）

仕上がり

　２　コンクリートの

６
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

（ｃｍ）
 （ｍｍ） （ｔ/m3）

　３　普通コンクリート

    

　について確認をとらなければならない。

　３）安全と認められる骨材の使用

◎細骨材としてフェロニッケルスラグ使用（　・できる、・できない　）。

◎細骨材に含まれる塩化物量は、ＮａＣｌ換算で０．０４％以下とする。

◎試練りは（　・行う、・行わない　）

◎請負者は、コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制する為、次の３つの対策の中のいずれか１つ

　１）コンクリート中のアルカリ総量の抑制

　２）抑制効果のある混合セメント等の使用

　　　　JISR5211高炉セメントに適合する高炉セメント〔Ｂ種又はＣ種〕あるいはJISR5213フライアッシュセメント

　　　に適合するフライアッシュセメント〔Ｂ種又はＣ種〕、もしくは混和材をポルトランドセメントに混入した

　　　結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

　　　骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法またはモルタルバー法)の結果で無害と確認されたものを使用する。

　　　試験方法は、JISA1145骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法)またはJISA5308（レディミクスト

　　　コンクリート）の付属書７「骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法)」、JISA1146骨材のアルカリシリカ

　　　反応性試験(モルタルパー法)またはJISA5308（レディミクストコンクリート）の付属書８「骨材のアルカリ

　　　シリカ反応性試験(モルタルパー法)」による。

　４　製造工場の選定  

◎構造体コンクリートの調合強度は、設計基準強度に、３Ｎ／ｍｍ2加えた値とする。（６．４．８）

　なお、気温によるｺﾝｸﾘｰﾄ強度の補正がある場合は、この値にさらに補正値を加えるものとする。（６．４．９）

　　　　アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート１ｍ3中に含まれるアルカリ

　　　総量をＮａ2Ｏ換算で３．０Kｇ以下にする。

　補正値は、徳島県生コンクリート協同組合の最新版の徳島県地区温度補正カレンダーによる。

◎工事開始に先立ち、工場を選定し監督職員の承諾を受ける。ＪＩＳ表示許可工場とする。（6.1.1、6.5.1）

◎誘発目地の位置、形状及び寸法は図示による。

◎打放し仕上げの打ち増し厚さは２０ｍｍとする。

有２０ 基礎

有２０１８ 上部躯体

２０１５

捨てコンクリート２０１５ 無

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、標仕表６．２．２による。

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは、標仕表６．２．４による。

◎合板せき板を用いる打放し仕上げの種別は、（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種とする。

◎セメントの種類は、普通ポルトランドセメント、又は混合セメントのＡ種とする。

◎骨材は、標仕表６．３．３による。

◎コンクリート中の塩化物量は、０．３０kg/ｍ3以下とし、試験方法は、標仕表６．１０．３による。

◎所用空気量は、４．５％±１．５％とする。

◎スリーブの材種（　標仕６．９．３（ｉ）（２）、標仕表６．９．１）

◎型枠は、（　・メッシュ、・合板、・金属製、・樹脂系、・打込み型枠、・ブロック　）とする。

型枠の種別

6.9.3　(b)(2)

仕上げ種別

Ｃ　種

塗装の有無

な　し

な　し

材　質 適用箇所

6.9.3　(b)(2)

型枠用合板

6.9.3　(b)(2) 普通型枠

Ａ　種 あ　り

型枠用合板

型枠用合板

型枠用合板な　し

6.9.3　(b)(1)

　５　型　枠

◎設計基準強度

基礎、地中梁等

屋上架台等

外構小構造物等
有

土間コンクリート

地上躯体（打ち放し面）

地上躯体（タイル、モルタル仕上げ面）

７
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

（H.4.9.30住指発第　347号）を掲示すること。

　１　一般事項 ◎製作工場は、国土交通大臣の認定による（Ｊ）グレード工場とし、その証明となる資料を監督職員に提出する。

◎鉄骨製作工場には施工管理技術者を（　・置く、・置かなくともよい　）

◎工事現場には、鉄骨製作工場名等を記載した板（30～35*45cm）、（H.4.9.30住指発第　347号）を掲示すること。

　２　材料 ◎鋼材は、構造図面による。

　３　材料試験 ◎ＪＩＳ規格品は、材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

・ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄは、製品に対する製造管理方法及び品質管理試験の結果を、監督員に提出し、承諾を受けること。

・板厚方向の引張試験を（・行う・行わない）

◎床書き原寸図は作成（　・する、・しない　）。

　現場溶接となる場合は監督員の承諾を得ること。

◎鉄骨の製作精度は、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事付則６鉄骨精度検査基準」による。

◎仮設のため鉄骨に補助材等取付け及び貫通孔等を設ける場合は、工場溶接を原則とし、

・仮組を（　・実施する、・実施しない　）

　４　工作一般

◎トルシア形高力ボルトは、張力確認試験を行う。

◎高力ボルトを工事現場に搬入後、JISの高力ボルトは、トルク係数値の確認試験を行う。

◎すべり係数試験は（　・行う、・行わない　）

　６　普通ボルト接合

　５　高力ボルト接合

◎普通ボルトの戻止めは、（　・二重ナット、・ナットの溶接、・ゆるみ防止用特殊ナット　）による。

　ただし、母屋・胴縁類の取付用ボルトは、戻止めを省略する。

◎開先の形状は構造図による。

◎溶接作業は、工場作業を原則とする。ただし、やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること。

◎見隠れとなるエンドタブで疲労応力を受ける部分又は配筋上支障となる部分は、５～１０㎜を残して切除する。

◎完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を（　・行う、・行わない　）。

　試験を行う場合の平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）は（　・２．５％、・４％　）とする。

◎素地ごしらえは、標仕表18.2.2（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種とする。

◎塗料種別　　・鉄面　　　　　　標準仕様書表18.3.1の（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種

　　　　　　　・亜鉛めっき面　　標準仕様書表18.3.2の（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種

◎塗装種別　　・鉄面　　　　　　共通仕様書表18.3.3（　・Ａ、・Ｂ　）種、（工場１回、現場１回）

　　　　　　　・亜鉛めっき面　　標準仕様書表18.3.4（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種、（現場１回）

　７　溶接接合

　８　錆止め塗装

　９　工事現場施工 ◎アンカーボルトの保持及び埋込み工法は（　・Ａ、・Ｂ、・Ｃ　）種とする。

　Ａ種の場合の無収縮モルタルは、次による。メーカー名（　　　　　　　　　　）

10溶融亜鉛めっき工法 ◎形鋼、鋼板類の亜鉛めっきは、共仕表14.2.2による。

◎摩擦面の処理は、（　・ブラスト処理、・りん酸塩処理　）とする。

（構造図参照）

◎柱底均しモルタル工法は（　・Ａ、・Ｂ　）種とする。

適用箇所
断面形状 圧縮強さの

化粧内容
寸法精度 透水性

（空洞、

型枠状）

種別

(08～40)
（普通、高精度） （普通、防水）

空洞 16 普通帳壁 普通

取付工法 使用箇所

◎押出成形セメント板は、次による。

寸法(mm) 表面形状種類（外壁用、間仕切り用）

２押出成形セメント板

面台壁下地、サウナ壁下地

厚さ

１００

８
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク
　
・
　
パ
　
ネ
　
ル
　
工
　
事

◎上記以外のコンクリートは、設計基準強度Ｆ＝２１Ｎ／mm2

１コンクリートブロック

帳壁及び塀

空洞 16 普通帳壁 普通 １２０ 間仕切り壁等

・耐火性能は（　・２時間耐火　・１時間耐火　・３０分耐火）とする。

・アスベストを使用していない製品とする。

・製造所

種　類 厚さ 施工箇所 製造所 備考

（JIS　A　6008）

　確認し、工事を進めること。

　１　一般事項

種別

施工箇所 製造所 備考種別

Ｘ－２
（JIS　A　6021）

種　類

ウレタン系
塗膜防水

９
　
防
　
水
　
工
　
事

ルーフィング

シート防水

工　　法 保護層の内容

保護防水

密着工法

　屋根

施　工　箇　所 備　考

密着工法

屋内防水

　２アスファルト防水

◎保護層の伸縮調整目地は成形伸縮目地とし、成形緩衝材はルーフィング類製造所の指定する製品とする。

◎アスファルトは、JIS　K2207の規格品（　・３、・４　）種とする。

◎端部押え金物は既成アルミニウム製とし、寸法は（　　　）とする。

◎防水下地の立ち上がりコンクリートの仕上げは（　打ち放しＢ種　）とする。

密着工法、保護層無し

（断熱仕様）
露出絶縁塩ビシート防水

露出絶縁塩ビシート防水

防水端部：アルミ水切り　壁用

ステンレスビス止め後、

天端シーリング打ち。

　３　合成高分子系

　４　塗膜防水

◎防水下地の乾燥については、高周波水分計による下地水分の測定を行い、使用材料のメーカーの工法と

Ｓ－Ｍ１

　５　ＦＲＰ防水 ◎実績のある採用メーカーの仕様による。

屋根

屋根（庇）

1.5mm

２階便所、バルコニー

１　砕石地業

２　地盤改良 ◎構造図による。

２１＋（３） １８

２１＋（３）

２１

１８

・警備員法に基づく警備員を、９０人工配置すること。



工事名

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

名　称

Ｓ＝１：Ａ

特記仕様書（３）

　３

章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（引張、

簡易）幅 深さ

目地寸法(mm)シーリング材の種類

記号

備考施工箇所

接着性試験

有 8020２０ １５

主成分による
区分

　　　　：合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水（１０年）

　　　　：塗膜防水（１０年）

ＭＳ－２ 変成ｼﾘｺ-ﾝ 9030有

無 9030ＭＳ－２

無

変成ｼﾘｺ-ﾝ

9030

ＳＲ－１ シリコ－ン 9030G

ガラス押え（ｱﾙﾐｻｯｼ網入りｶﾞﾗｽ、鋼製建具）
ガラス押え（木製建具）両面

１０１５

無

外壁配管貫通部廻り、外部手摺等支持脚廻り

◎屋内については水張試験を行う。

◎外部に面するシーリング材は、施工に先立ち（　・簡易接着性試験、・引張接着性試験）を行う。 

◎防水工事完了後は、ﾒｰｶｰ、元請業者、下請業者の３者連名による防水工事性能保証書を提出すること。

※建具工事特記仕様書参照

打ち継ぎ目地

ＭＳ－２ 変成ｼﾘｺ-ﾝ 外部建具廻り　

ＭＳ－２ 変成ｼﾘｺ-ﾝ 耐震スリット（両面）

タイル伸縮目地 １０ １０

２５ ２０ 9030有

アルミ額縁召合せ、金物取付部周囲、水切等

　　　　：アスファルト防水（１０年）

　　　　：外壁吹付（５年）

◎シーリング材は、ＪＩＳＡ５７５８の規格品とする。　６　シーリング

　７　漏水試験

　８　防水保証

　　　　：ＦＲＰ防水（１０年）

ＭＳ－２ 変成ｼﾘｺ-ﾝ

　　　　：シーリング（５年）

◎石裏面処理材　　◎裏打処理材

◎混和材料　　　　◎取付け用モルタル　　　　◎目地用モルタル

◎金物固定に使用する充填材料

種別 産地、名称
金物等の種類

仕上げの種類品質 施　工　箇　所
形状 ・ 寸法

１花こう岩類の石張り

磨き御影石 外国産１等品

　２　その他

石
　
工
　
事

10

クツズリ

１　陶磁器質タイル張り

種類 形状・寸法 工　法 施工箇所
接着力試験
の有無

◎接着剤張りの場合は、下地モルタルの含水率を水分計で測定し、８％以下とすること。

磁器質　施柚

◎保水剤の製造所（　　　　　）

◎保水剤の混入量は実績などの資料を提出したうえで、監督員の承認を得ること。
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タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

◎見本焼きを（　・行う、・行わない　）

◎試験張りを（　・行う、・行わない　）

◎伸縮目地の位置は、図示の箇所及び共仕により、割付図を作成し監督員の承認を得ること。

磁器質　施柚

１５０角

５０角 無

無

（JISA5209）

モルタル張

 役物の

使用場所

無

無

１　一般事項

種類 材料の等級

檜

上小節

上小節

表面の仕上げ

　補助として、日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する。

　日本建築学会建築工事標準仕様書を適用する。

施 工 箇 所

特１等

Ｂ

Ｂ

各室：ブラインドＢＯＸ

各室：出隅見切縁

サッシ廻り：額縁

ＷＤ廻り：縦枠、戸当縁、見切縁、鴨居

◎かすがい、座金、箱金物、短ざく金物等は図示により、図示のもの以外は共仕によるが、

◎継手、仕口、取付け方法等は図示により、図示のもの以外は共仕によるが、補助として

◎設計図中の寸法は、引出し線表示部分はひきたて寸法とし、寸法線表示部分は仕上寸法を示す。

◎接着剤は、ホルムアルデヒド放散量が、規制対象外材料、（Ｆ☆☆☆☆）を使用すること。

◎含水率は（・Ａ、・Ｂ）種とする。現場搬入時：構造材20％以下、造作材18％以下とする。(標仕表12.2.1)

◎施工前に含水試験を実施し承諾を得る事。（高周波水分計使用）　　　

◎材　質

◎樹種及び等級

２　諸金物

３　工法

12

構
造
材

下
地
材

木
　
工
　
事

木製建具吊元縦枠

ＷＤ廻り：出入口敷居

造
作
材

備考

１、２階：洗面脱衣：床見切、巾木、

ＵＢ：三方枠

１００角
モルタル張

一部：接着張：有機系ﾀｲﾌﾟⅠ
無無便所内壁

１階・２階：トイレ：床

磁器質　施柚 １階玄関・ポーチ床モルタル張

米栂

米栂

◎タイルの製造所（　イナ・ＴＯＴＯ・ダントー　）

胴縁等

◎屋根葺き材、緊結金物については、下地も含め安全性を確認し、監督員の承諾を得ること。

　１　一般事項

　２　とい、ドレイン

◎共通仕様書以外の工法は、専門業者の仕様による。

◎樋と接着材は、同一製造所の製品とする。

◎ル－フドレインの製造所 （　カネソウ、長谷川鋳工、第一機材　） 

◎ル－フドレイン及びといは、取付け完了後、清掃し、通水試験を行う。

◎ドレインは縦型、横型、中継型共鋳鉄製とし各使用箇所は、仕上表及び平面図を参照とする。

◎さがり止めは図面により、図示のもの以外は，標仕13.5.3(ａ)(4)又は13.5.3(ｅ)(2)による。

◎縦樋施工は、ＮＧＬまでを建築工事に含む。地盤面には縦樋カバー設置のこと。
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と
　
い
　
工
　
事

◎硬質塩化ビニル雨どいの１本の長さは、１０ｍ以内とし、伸縮に対応する工法を選択すること。

◎とい製造所（　カネソウ、積水科学、　）

施　工　箇　所表面仕上げの種別

施　工　箇　所表面処理の種別 着色方法 表面処理の試験方法

記号又は等級

　　

種別 表面処理方法 めっきの種類

種　　類

◎製品の取付けに当たっては、受材の有無並びにアンカーの長さ、径及び本数等について、十分耐力のある

　工法を選択し、監督員の承諾を得ること。

◎あと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験を（　・行う、・行わない　）。

Ｂ－２種
二次電解着色

着色陽極酸化塗装複合皮膜

２種溶融亜鉛メッキ

施　工　箇　所

◎亜鉛めっきの試験は（　・行う、・行わない　）。試験方法（メーカーの製品検査表提出）

◎鉄鋼の亜鉛めっき（標仕表14.2.2）

◎アルミニウム及びアルミニウム合金（標仕表14.2.1）

◎ステンレス（標仕14.2.1）

Ｃ種：JISH8641

14

金
　
属
　
工
　
事

　１　一般事項

　２　表面処理

材料の種別 表面処理

スロープ手摺

◎野縁などの種類：（　・屋内19型、・屋外25型　）とし、標仕表14.4.1による。

・耐震性を考慮した補強、屋外の軒天、ピロティー天井等の補強は、図示による。

磨き＃400

◎各部の仕上げ、取り付け間隔等は別図詳細図参照のこと。

◎手すりの支柱は、コンクリートあるいはモルタルの中に入る部分であっても錆止め処置を行うこと。

◎手摺と手摺子及びｱﾝｶｰの取合いは溶接とし、ぶれ等のないよう堅牢に取り付ける。また、手摺と手摺の

◎溶接及びろう付けによる接合後は、各表面仕上げの種類の皮膜処理を行うこと。ただし、

　亜鉛めっき面については、標仕表14.2.3による。

◎鉄の溶接は、標仕「鉄骨工事」に準ずる。

◎押出形材：規格　JIS　H4100によるA6063Sとする。

　５　軽量鉄骨壁下地

　３溶接、ろう付け等

　４軽量鉄骨天井下地

　６　金属成形板張り

SUS304：詳細図参照

区　　　分

　７アルミニウム笠木

　　　　　　部材の種類（　・250形、・300形、・350形、・その他　）とする。

◎地域指定　（　・一般、・多雪　）

・曲げ材　：規格　JIS　H4000によるA1100Pとする。

　　　　　　厚さ（　　）mm　　形状　図示

◎固定金物のピッチ（１．３）ｍ以内

８手すり及びタラップ

ＨＬJISG4305：SUS304

　　　　　　付属部品の表面処理は、笠木本体製造所の仕様による。（ハンドライン：トステム）

備　考

　　　　　　本体の表面処理　標仕表14.2.1の（　・B-2種、・B-1種、・A-1種、　）とする。

ＨＤＺ５５

バルコニー手摺
（袖壁部分）

採用サッシメーカー品
アルミ製、墜落防止基準適合品

◎玄関ポーチ天井：アルミスパンドレル：不燃材料認定品：マルチスパン（フクビ科学）

シルバー

備　考使用箇所 仕上の種類 目地の材質 防水の有無 防水剤の製造所

下地下地上塗材 工法
仕上 調整

種　類 呼び名 耐候性

　　　

仕上げ
の形状

外装薄塗り材Ｅ
砂壁状薄付け仕上塗り材

　４　仕上塗材仕上げ

　２　モルタル塗り

　１　一般事項

金ごて

◎下地、塗り面等の浮いている部分は、直ちに補修する。

◎下地調整に用いる吸水調整材の使用方法は、製造所の仕様による。

◎コンクリート等面の下地及び各塗り層は、清掃のうえ適度の水湿しを行って、次の層の塗り方にかかる。

◎目地の位置及び寸法は、図示による。

◎防水モルタルに用いる防水剤の使用方法は、製造所の仕様による。

◎総塗り厚が２５mm以上となる場合は、はく落防止工法とすること。

　３　床コンクリート

直均し仕上げ

バルコニー：床防水下地

バルコニー：床排水溝、巾木

内外部：床石張り下地

床：５０角磁器タイル張り下地

外壁面：タイル下地

金ごて 成形伸縮目地

金ごて

金ごて

金ごて

木こて

木こて

木こて

複層仕上塗材

◎仕上塗材は、JISA6909（建築用仕上塗材）による。尚、下塗材、主材及び上塗材は同一製造所の製品とする。

・製造所は（　　　　　　　　）

◎コンクリート面の下地調整塗材Ｃ－２は、吹付製造所承諾の仕様とする。（下地調整２ｍｍ程度、全面金ごて）　

つやあり

標仕表15.5.1

標仕表15.5.1

下地調整塗材

　５　美粧処理、

◎防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の３者連名による防水工事性能保証書を提出すること。

◎吹付仕上げ前、美粧処理面は引張強度試験を行う。（時期、位置、箇所数、強度基準は監督員の指示による）

（既調合品）

（アクリルリシン） エマルジョン系

（吹付タイル）

合成樹脂
吹付

吹付

木こて

有

有

有

無

有

有屋根：均しモルタル厚20（シート防水下地）

屋上：均しモルタル厚20（防水下地）

無

無

無

◎サッシ枠等の周囲は全てトロ詰め充填（防水剤入）を行う。

複層塗材ＲＥ アクリル系

◎スタッド、ランナーの種類は、標準仕様書14.5.3(表14.5.1)による。

　１　一般事項

◎塗料は現場搬入時に、現場代理人が製品確認を行う事。使用前に監督員の確認、承諾の上使用すること。

◎色は全て指定色とし、監督員の指示の見本吹き板（指定サイズ）を作成し監督員の承諾を得ること。

◎屋内の壁及び天井の塗装仕上げは防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の認定表示のあるものとする。

◎塗料はホルマリン不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする。（Ｆ☆☆☆☆製品は使用可）

素地ごしらえ 備　　考
屋内 屋外

Ｂ種Ｂ種

区　分

対象室天井仕上

種　別

ケイカルボード面

◎工事写真で工程の判別ができるように、中塗りと上塗りの各層は色を変えること。

◎工法は標仕により、使用材料確認書類、ＭＳＤＳの整理を行い監督員の承諾を得ること。
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塗
　
装
　
工
　
事

素地ごしらえ区　分

木　部

備　　考種　別
（ＵＣ）

Ｂ種 着色

４ウレタン樹脂ワニス

素地ごしらえ 備　　考
屋内 屋外

区　分
種　別

（ＳＯＰ）

　２　合成樹脂調合

ペイント

エマルションペイント

塗料（ＥＰ）

　３　合成樹脂

屋外屋内

さび止め塗料

Ｂ種Ａ種鉄面

Ａ種

素地ごしらえ区　分

木　部

備　　考種　別
エナメル塗り

（ＶＥ）

　５　塩化ビニル樹脂

たてといＶＰ管 JISK5582　１種

Ａ種 Ａ種
内部：Ｂ種

外部：Ｃ種

15

左
　
官
　
工
　
事

16 　１　建具工事 ◎標仕及び建具表（１）、（２）に依る。

建
　
具
　
工
　
事

　：製材は全て、一般建築用材の市場流通品とする。

三方枠・クツズリ

９ＥＸＰ．Ｊカバー ◎ＥＸＰ．Ｊ詳細図・平面詳細図・断面図参照。

壁：１００角タイル張り下地

床：長尺シート、直張りフローリング下地

◎施工箇所（　土間コン、外階段踏面、ＰＳ床、シート防水下地　）

◎塩ビカラー堅樋　Φ５０、Φ７５

　　　

凹凸

備考

　　　　：外壁吹付（１０年）

◎ＳＧＰ堅樋　ＳＧＰＷ－５０Ａ ＵＥ塗

素地ごしらえ区　分 備　　考種　別
エナメル塗り

素地ごしらえ区　分 備　　考種　別

　６　２液型ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

（ＵＥ） 左官・鉄鋼面
JISK5657（鉄鋼面）

JISK5656（左官面）
Ａ種

　７　



工事名

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

名　称

Ｓ＝１：Ａ

章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

　１　一般事項
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内
　
装
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事

◎使用材料は全てJIS規格品とする。なお、材料（釘類共）は全て見本品提出の上、監督員の承諾を受けること。

◎使用建築材料（接着剤共）は全て規制対象外材料、ホルムアルデヒド放散量が（Ｆ☆☆☆☆）を使用すること。

◎有機溶剤系接着剤、塗料の使用は使用量を最少限に抑え十分に養生期間を設ける等の配慮をすること。

ビニル床タイル張

及びゴム床タイル張

備考

JISA5536

高さ
厚さ色柄材質

材種
接着剤

材質 厚さ記号
施工箇所

種類

巾木

仕上表参照塩ビ指定
発泡層

ｍｍ

材料JISA5705

無

品質検査下敷種別 品質（製造所） 帯電性 厚さ 工法 防火性能種　類

防災品
JISL4406

全面接着

◎タイルカーペット敷きに使用する接着材は、粘着はく離形接着材とする。

1KV以下

工法：標仕
エポキシ樹脂系

　２ビニル床シート張

　３　カーペット敷き

タイルカーペット

ビニル床シート

材種・規格品 施工
箇所

工　法
備　考

の区分
下地の

種類

せっこうボード

JIS A 6901の規格品

普　通　合　板

農林省告示第 383号

壁

不燃材等

せっこうボード

JIS A 6901の規格品

シージング

壁

JISB1125

小ねじ、釘

（JISA6914）

天井
JIS A 5430の規格品

けい酸カルシウム板 不燃

（無石綿）
6.0目透かし 軽鉄天井

床 木下地

壁

（ＰＢ）

（ＳＰＢ）

（ＫＢ）

突き付け

Ｖ目地

天井 突き付け

9.5

12.5

突き付け

Ｖ目地 （JISA6914）

軽鉄壁

軽鉄壁

軽鉄天井

天井 突き付け
（JISA6914）

9.5 軽鉄天井

軽鉄壁目透かし

（T2ラワンベニヤ）

厚さ
ｍｍ 接着剤の種類

Ｔ２

（19.7.3）

ドリリング

その他ボード及び

合板張

タッピン

ねじ

6.0

継目パテ処理

継目パテ処理

継目パテ処理

ロックウール

化粧吸音板

JIS A 6301の規格品

天井 軽鉄天井

軽鉄直張

JIS A 6901の規格品

天井 軽鉄天井

準不燃（化粧ＰＢ）

トラバーチン模様

化粧せっこうボード
軽鉄直張 9.5 カラー釘

JISB1125

ドリリング

タッピン
ねじ

　※Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆

その他

◎合板、パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド発散量

ＱＭ-****

ＮＭ-****

　４　せっこうボード

不燃

ＮＭ-****

15.0
捨て張り

タッピンねじ

ＮＭ-****
12.5

9.5 準不燃
ＱＭ-****

不燃

不燃

ＮＭ-****

12.5
不燃

ＮＭ-****

ＲＣ面

ＲＣ面

9平

ＰＢ捨張
15リブ

１階：事務室天井

9.5

ＮＭ-****

不燃

準不燃
ＱＭ-****

断熱材
吹付部

壁

接着直張り

接着直張り

梁型

壁
12.5
ＮＭ-****
不燃

製造所仕様

12.5

準不燃

ＱＭ-****

断熱材

吹付部 （JISA6914）

継目パテ処理

（JISA6914）

継目パテ処理

（JISA6914）

継目パテ処理

◎防火区画等の主要間仕切り部の仕様は、耐火認定表及び区画図参照。

備　考種　　別 補修材厚さ 工法

品質（製造所） 防火性能の級別 素地ごしらえ施工箇所
（JISA6921）

備　　考

壁、天井

　５　壁紙張り

不燃：ＮＭ-****
標仕（工法共）

◎ホルムアルデヒドの発散量：◎Ｆ☆☆☆☆

不燃張り箇所は下地共不燃

準不燃：ＱＭ-****

　６　断熱・防露

接着剤は壁紙用、防カビ剤入

（サンゲツ）

ＮＴ－７００

（原着ナイロン100％）

（抗菌加工品）
ＮＣ

　７　廻縁

ｍｍ

６．５

◎既製品、塩ビ製カラー（　製造所：フクビ、大建工業　）

種　　類

腰張り有

9平

捨張PB厚9.5は不燃材料

２.0
６０

３５０
２.0

不燃9.5は１階会議室天井下地

ｼﾝｺｰﾙ･ｻﾝｹﾞﾂ･ﾘﾘｶﾗｰ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材 24kg/m3

Ｆ☆☆☆☆（ＪＩＳ）

１００ ２階天井裏敷き詰め

　１　一般事項

天井点検口

◎部品は全て見本品、施工計画書、施工図を提出し、監督員の承諾を得ること。

室名札、サイン

◎各部品の取付位置は、事前に現場打ち合わせにより決定する。
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◎各部品は、規制対象外材料又は、ホルムアルデヒド放散量が、Ｆ☆☆☆☆製品を使用すること。

トイレブース

階段滑り止め

◎製造所（ナカ工業、アトラス）

◎取付け方法は（　・埋め込み工法、・接着工法　）とする。 

◎材種（ｽﾃﾝﾚｽ：SUS304）、形状（タイヤ無しフラット型、アンカー付）、寸法（　35　）

＜内部材料＞

＜外部材料＞

キッチンユニット

◎製造所（ナカ工業）

◎位置：天井伏図参照、アルミ製、４５０角、目地タイプ、開口補強、取付金物共

◎建具配置図、建具表、詳細図による。

◎平面図参照。

消火器（別途工事）

◎平面図参照

◎位置：１階　管理室、別図参照。

消火栓・消火器BOX

◎位置：設備図参照

及び材料

及び調査方法

◎調査に先立ち、調査内容及び方法等の計画書を作成し監督員の承諾を得ること。又、調査方法等で専門知識が

　必要な場合は、各工法・材料の専門技術者（製造所等）に依頼すること。

　１外壁改修の施工数量

◎外部足場設置後、施工数量調査を行う。（改修指針4.1.1(ｄ)による）

２外壁改修工法の種類

◎施工数量は、次の調査により監督員が承諾し確定した数量に基づき設計変更を行う。

工　法 ひび割れ部 欠損部 浮き部

樹脂注入工法

アンカーピンニング

部分エポキシ

樹脂注入工法

　改共仕4.3.4(d)

◎モルタル塗仕上げ外壁（改共仕4.1.4）

　改共仕4.4.10

◎ひび割れ部改修工法の種類は次表による。

備考・適用部分

◎塗仕上げ外壁

◎仕上げの模様、色及びつやは、見本帳又は見本塗り板を監督員に提出して、承諾をうけること。

下地 工法調整

薄付け

仕上塗材

外装薄塗材Ｅ

種　　　　類

可とう形

外装薄塗材Ｓ

防水型

外装薄塗材Ｅ

複層仕上

塗材 可とう型

外壁薄塗材Ｅ

複層塗材ＣＥ

複層塗材ＣＥ

複層塗材Ｓｉ

複層塗材ＲＥ

複層塗材ＲＳ

防火型複層塗材ＣＥ

防火型複層塗材Ｅ

防火型複層塗材ＲＳ

JISA6909

既存塗膜の除去

及び下地処理
仕上 形状

JISA6909

防水型複層塗材Ｅ

吹付砂壁状高圧水洗 4.6.4

　
　
　
外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事

図示による

図示による
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　１　一般事項

◎建具の耐風圧性、気密性、水密性等については、性能を有することを証明

◎施工に先立ち、改修範囲を確認し、設計図書との相違等が有れば、監督員

　と協議すること。

　する書類を提出し、監督員の承諾をうけること。

　帳壁の基準（昭和４６年建設省告示第１０９号）」に基づき、安全性を確認すること。

◎外部に面する建具は、建築基準法施行令及び「屋根葺き材、外装材及び屋外に面する

◎外部に面する建具の作業工程は、原則として、方立等の撤去、建具枠の取付け及びガラスのはめ込みまでを

　１日の作業とする。

 区　分

工法及び範囲 
建具周囲の補修

引抜き工法 はつり工法

撤去の範囲

新設建具の種類

既成建具の種類

ｼｰﾘﾝｸﾞの種類

養生範囲

サッシアンカー

　２　改修工法等
かぶせ工法

種　別 遮音性 断熱性 使用箇所 表面処理

（色調）

　（ステンレス製(SUS316)・ガラス繊維入り合成樹脂製・合成樹脂製）

　製作所（　　　　　　　　　　　　　）

◎建具には、ＪＩＳマーク及び製作業者名を表示すること。

　３　アルミニウム製

　　　建具

◎既存枠へ新規に建具を取り付ける場合は、原則として小ねじどめとし、

　溶接どめとする場合は、監督員と協議し、溶接部分には鉛酸ｶﾙｼｳﾑさび止　めﾍﾟｲﾝﾄ(JIS K5629)を１回塗りする。

　とめ付け間隔は、両端を押さえて、

　中間は400mm以下とする。やむをえず

◎建物内部の木製建具に使用する表面材及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ水溶液を用いた建具用でん粉接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

◎既成又はこれに準ずる建具金物は、建具製作所の仕様による。

　
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

　別図参照

　アルミ製建具

　モルタル充填　モルタル金こて　外壁仕上材

耐風圧 気密性 水密性

Ｓ５ Ａ３ Ｗ４ 建具表参照 ｼﾙﾊﾞｰ　B-1種

・防虫網の材質は、ステンレス(SUS304)線材、線系1.5mm、ピッチ15mmとする。

　４　木製建具

　５　建具金物

◎建具材の含水率の種別（・Ａ・Ｂ・Ｃ）種とする。

　※・Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆

　ＭＳ－２　シリコーン系

設置場所

　　　装置 手動開き力(N)

手動閉じ力(N)

閉じ速度の調整

制動区間

開閉繰り返し

耐衝撃性

　建具の種類

鋼　　　　　製

◎硝子とめ材の種類

アルミニウム製

材　　　　　　種

ステンレス　製

木　　　　　製

◎外部に面する網入り板硝子等の下辺小口及び縦小口下端に防錆処理を行うこと。

　６　自閉式吊り引戸

　　７　ガラス

防火設備

一般

◎防火設備のガラスとめ材は、防火設備認定品とする。

　車椅子便所

　１５以下

　１５以下

　改共仕表5.8.1

　改共仕表5.8.1

　改共仕表5.8.1

　改共仕表5.8.1

　ＳＲ－１　シリコーン系　（JIS A 5758）

　ＳＲ－１　シリコーン系　（JIS A 5758）

　ＳＲ－１　シリコーン系　（JIS A 5758）

　スチール製建具

Ｂ種

・網戸の材質

特記仕様書（４）

　４

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

屋上点検タラップ ◎ステンレス塔屋タラップ（安全ガード付き）

◎ＳＫ－３０５１ＧＳ　新協和程度
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　改標仕　5.2.5（ｂ）（２）

玄関クツズリマット 複層仕上

塗材

JISA6021

防水型複層塗材

改標仕　4.6.3

改標仕

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　(ｶﾁｵﾝ系)(ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ外壁化粧

　防水）

ｽﾀｰ状 吹付

上塗材

溶媒：水系

樹脂：ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ

外観：艶有り

備　考

製造所仕様

施工前に、既存塗膜面の引っ張り（付着）試験を行い報告し、了承後施工すること。

特記事項：：

軒天井

外壁全面

水洗い工法

◎製作所（小松ウオール・コマニー・文化シャッター）

◎マスターｷｰは、本体増築棟及び体育館棟一体で新規作成する（３本）。

◎材種：ｽﾃﾝﾚｽ　参考品番：RM15F-1800*600　ｶﾈｿｰ程度



工事名

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

名　称

Ｓ＝１：Ａ

章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

特記仕様書（５）

　５

                                                        

撤去範囲

撤　去　区　分 既存床･建具･天井取合の補修範囲及び内容

　２　撤去並びに

下地補修

②壁改修

①床　改　修

備　考

壁下地を含む全面

備　考

撤　去　区　分 既存床･建具･天井取合の補修範囲及び内容 備　考

③天井改修　改共仕6.4.2参照

◎既設床仕上げ材の除去　改共仕6.2.2(a)参照

◎木製及び軽量鉄骨間仕切り壁：改共仕6.3.2(a)(2)､(3)及び(4)参照

　１　一般事項

　報告し、指示を受けること。

　指示を受けること

◎工事に先立ち、改修部分の隠蔽部の調査を行い、設計図書と照合し、支障があった場合は、速やかに監督員に

◎各部の撤去により、下地及び構造躯体にひび割れ及び欠陥部が発見された場合は、速やかに監督員に報告し、

既存床･建具･天井取合の補修範囲及び内容 備　考

◎コンクリート間仕切り壁：改共仕6.3.2(a)参照

機械等の区分

　
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

種　類 撤去工法

ボード面まで 在来のままとなる取合い部は養生の上撤去する

在来のままとなる取合い部は養生の上撤去する

◎各改修工事の仕様は、図示による。

別図参照フローリング 下地まで全面撤去

図示による

3　鋼製床

4　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

5　廻縁 ・塩ビ製、既製品、外部;突きつけ

材種・規格品

施工

箇所

備　考

厚

さ

mm の区分

下地の

種類

不燃材等
　　　　その他ボード及び

　　　　合板張

　　6　せっこうボード

無石綿セメントけい

酸カルシウム板

天井 底目地張り不燃６ Ｗ

　又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

◎壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂

　※・Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆

　　7　接着剤

屋外屋内

さび止め塗料

屋内    屋外
区　分 備　　考

種　　別
　２　合成樹脂調合

（ＳＯＰ）

　１　一般事項 ◎屋内の壁及び天井の塗装仕上げは防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の認定表示のあるものとする。

ペイント塗り

◎塗料はﾎﾙﾏﾘﾝ不検出のもの及び有機溶剤の含有寮が少ないものとする。

◎ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた塗料の

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

下地調整

区　分 備　　考種　　別 下地調整　　　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

（ＥＰ）

区　分 備　　考種　　別 下地調整（ＵＣ）

木　部

　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

区　分 備　　考種　　別 下地調整

区　分 下地調整

木　部

（ＯＳ） 備　　　考

木部 Ａ種 改共仕7.2.2 　新設部

Ｂ種 改共仕7.2.2〃

　新設部

Ｂ種〃

鉄部
改共仕

表7.3.3

改共仕

表7.3.3

Ｂ種

改共仕

7.2.7　　　 

ボード面

モルタル面

Ｂ種 改共仕7.2.2

　※・Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆

　３　合成樹脂

　４　ｳﾚﾀﾝ樹脂ワニス

　６　ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

Ｂ種

　塗替部

　塗替部

7.2.5　

Ｂ種 菊水化学：アウロウッドステイン１６０程度　工程：２回塗り

　
　
解
　
体
　
工
　
事

　１　一般事項

◎建物の解体は順序よく行い、特に安全を期すこと。

　工事中に発生する粉塵については、散水等適当な方法により発生防止に努めること。

◎解体は全て分別解体により行い、次により工事写真を撮影すること。

◎解体の発生材の運搬計画及び通行道路の搬送計画について、関係機関と協議し、一般車両の通行に

　清掃すること。

　支障にならないようにに努めること。又、道路の汚染防止に努め、道路等を汚した場合は速やかに

　(1)分別撤去状況

　(2)積み込み状況（車のナンバープレートを写し込むこと）

　(3)捨て場状況（車のナンバープレートを写し込むこと）

◎発生材の処理等は、次により適正に行う。

　　木材については、50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

　　図書に表示のないものについては、監督員（契約書に規定する

処理推進要綱その他関係法令等に従い処理すること。

　　監督職員と読み替える、以下同じ）に報告し指示を仰ぐこと。

監督員をいい、共仕の規定による場合は

　　・コンクリート（無筋）

　　・コンクリート（有筋）

　　・アスファルト

　　・金属

　　・ガラス

　　・木材

　　・廃プラ

　　・石膏ボード

　(3)撤去物の種類ごとに分別しそれぞれの処分許可業者にて処理を行う。

　　報告及び引き渡しを要する。

　(1)工事による発生材のうち、文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については、

　　促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適正

　(2)上記以外の発生材は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資材の有効な利用の

　２　処分方法

◎空調機等の冷媒は、専門業者により改修を行い、空気中に飛散させてはならない。

　　・有価金属

２　材料試験

３　加工及び組立て

４　鉄筋のかぶり厚さ

　　　　及び間隔

５　帯　筋

JIS G 3117

JIS G 3112 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼   

JIS G 3551 溶接金網及び鉄筋格子

規格番号 種類の記号 規　格　名　称 径（㎜）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用再生棒鋼

網目の形状: 寸法: 径:

建築基準法の規定に基

づき認定を受けた鉄筋

・結束線の端部は内側に折り曲げる。

・目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。

・形の種別は構造図による。

・切取り部分の継手は、（　・圧接、・重ね継手）とする。

適用

・圧接技量資格者は、工事に相応したJIS　Z3881（ガス圧接技術検定における試験方法及び判定基準）

・材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

　１　材　料

・鉄筋の継手は、（　・重ね継手、・ガス圧接継手、・特殊継手　）とする。

　Ⅰ　鉄筋工事

・主要構造部の配筋は、ｺﾝｸﾘｰﾄ打込みに先立ち、監督員の検査を受ける。

・柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、改共仕表8.3.5の数値に１０mmを加えた数値を標準とする。

６　ガス圧接

・検査は、外観検査及び（　・引張試験、・超音波探傷試験）による。

　による技量を有するあ圧接技量資格者とする。

設計基準強度 粗骨材の
最大寸法

強度試験
種別
気乾単位
容積質量

（t/m3）

適用箇所
の有無

 （mm）

スランプ

・設計基準強度　１　一般事項

ＦC（Ｎ／mm2） （㎝）

調合強度

Ｆ28（Ｎ／mm2）

　Ⅱ　コンクリート工事

SD295A

SD345

D10～D16

２０ 有 － －

１５ ２０ － － 土間コンクリート無ＦC１８ １８＋３＋Ｔ

・コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、改共仕表8.1.2による。

・コンクリートの仕上がりの平たんさは、改共仕表8.1.4による。

・セメントの種類は、普通ポルトランドセメント、又は混合セメントのＡ種とする。

    

・請負者は、ｺﾝｸﾘｰﾄの使用にあたってｱﾙｶﾘ骨材反応を抑制する為、次の３つの対策の中のいずれか１つ

　について確認をとらなければならない。

　１）ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量の抑制

　　　　ｱﾙｶﾘ量が表示されたﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ等を使用し、ｺﾝｸﾘｰﾄ１ｍ3中に含まれるｱﾙｶﾘ総量を

　　　Ｎａ2Ｏ換算で３．０Kｇ以下にする。

　２）抑制効果のある混合ｾﾒﾝﾄ等の使用

　　　　JISR5211高炉ｾﾒﾝﾄに適合する高炉ｾﾒﾝﾄ〔Ｂ種又はＣ種〕あるいはJISR5213ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄに

　　　適合するﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ〔Ｂ種又はＣ種〕、もしくは混和材をﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄに混入した結合材で

　　　ｱﾙｶﾘ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

　３）安全と認められる骨材の使用

　　（ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）の付属書７「骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法)」、

　　　（ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）の付属書８「骨材のアルカリシリカ反応性試験(モルタルパー法)」による。

　　　２　普通コンクリート

　　　骨材のｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性試験(化学法またはﾓﾙﾀﾙﾊﾞｰ法)の結果で無害と確認された骨材を使用する。

　　　試験方法は、JISA1145骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法)またはJISA5308

　　　JISA1146骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルパー法)またはJISA5308

・細骨材に含まれる塩化物量は、ＮａＣｌ換算で０．０４％以下とする。

・構造体コンクリートの調合強度は、設計基準強度に３Ｎ／mm2加えた値とする。

・試練りは（　・行う、・行わない）

・細骨材としてフェロニッケルスラグ使用（　・できる、・できない）。

　なお、気温によるｺﾝｸﾘｰﾄ強度の補正がある場合は、この値にさらに補正値を加えるものとする。

・コンクリート中の塩化物量は、０．３０kg/m3以下とし、試験方法は改共仕8.5.4による。

・所用空気量は、４．５％±１．５％とする。

・工事開始に先立ち、工場を選定し監督職員の承諾を受ける。

・合板せき板を用いる打放し仕上げの種別は、（・Ａ・Ｂ・Ｃ）種とする。

型枠の種別 仕上げ種別

Ｂ　種

塗装の有無

な　し

材　質 適用箇所

な　し

　　　３　型　枠 ・型枠は、（　・合板、・金属製、・樹脂製、・打込み型枠、・ブロック、・ラス）とする。

Ｃ　種

Ａ　種 あ　り

普通型枠

改共仕8.2.6(b)(1)

改共仕8.2.6(b)(2)

改共仕8.2.6(b)(2)

改共仕8.2.6(b)(2)

◎誘発目地の位置、形状及び寸法は図示による。

　４　高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ

型枠用合板

・スリーブの材種（　　　）。

・打ち放し仕上げの打ち増し厚さは２０ｍｍとする。

・水セメント比の最大値は、55％とする。

・単位セメント量は、290kg/m3以上、かつ、450kg/m3以下とする。

・混和剤は、JIS A6204による高性能ＡＥ減水剤標準形又は遅延形とする。

D19

増設壁･梁等

増設壁等

22

23

24
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施工調査

　アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

　調査結果は図面により記録し、監督職員に提出する。

　（１）アスベスト成形板使用部位の確認

　（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　（３）アスベスト成形板使用数量の確認

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

材　料　名 処理を行う範囲厚さ（mm）

アスベスト成形板の

処理等

3
［9.1.3］

※図示　　・　石綿板 4.5

Ｐタイル 2.0 ※図示　　・　

建設廃材：レベル３　石綿含有建材（石綿板・Ｐタイル）

構外搬出　　施設名：株式会社　明和クリーン

所在地：三好市山城町大和川６９７

１８ＦC２１ ２１＋３＋Ｔ

材種・規格品 備　考

カバ大型積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

工法

隠し、特殊張り工法

塗装

厚21*222*1800
表層　厚6.0

下地：構造用合板　厚12

ｻﾝﾀﾞｰ掛け

水性ｳﾚﾀﾝ　4回塗り

施工場所

体育館：ｱﾘｰﾅ

体育館：ｽﾃｰｼﾞ

・既存天井塗装仕上げ面を塗替を行う。

床下換気口 床下点検口

周囲：ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｺﾞﾑ18*20

・ＪＩＳ　Ａ　６５１９品　図示による

・参考品番：ｽﾍﾟｼｬﾙﾊｲﾄﾞHP-18（北海道ﾊﾟｰｹｯﾄ工業K.K）程度

・参考品番：ダイナミックネダＤＭ２０５－１（水津濃Ｋ．Ｋ）程度　

　５　２液型ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

ｴﾅﾒﾙ塗り

（ＵＥ）

左官・鉄鋼面
JISK5656（左官面）

Ａ種
JISK5657（鉄鋼面）



工事名

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

名　称

Ｓ＝１：Ａ

章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 章 項　目 特　　記　　事　　項 

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

特記仕様書（６）

　６

　５　現場打ち鉄筋ｺﾝｸ

　　　ﾘｰﾄ壁の増設工事

　６　あと施工アンカー

　　　工事

◎あと施工アンカー作業における技能者は、あと施工アンカー工事の

　施工に関する十分な経験と技能を有するものとし、これらを証明す

　る資料を提出し、監督員の承諾を受けること。

◎埋込み配管等に当たった場合は、直ちに穿孔を中止し、監督員に報告し、指示を受けること。

◎鉄筋等に当たった場合は、穿孔を中止し、付近の位置に再穿孔を行うこと。

　中止した孔は、モルタルで充てんすること。

　　　確認強度（　　　）

SN 400 A,B,C

 490 B,C

 490 A,B,C

SNR 400 A,B

SNR 490B

STKN 400W

STKN 400B

SM 400 A,B,C

　１　鋼　材 規格番号

JIS G3136

JIS G3101

JIS G3106

JIS G3114

JIS G3350

JIS G3444

JIS G3466

JIS G3353

JIS G3138

JIS G3475

種類の記号

一般構造用圧延鋼材

規格名称等

－ －上記の他、建築基準法

に基づき指定又は認定

を受けた構造用鋼材

及び鋳鋼

溶接構造用圧延鋼材

溶接構造用耐候性

熱間圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

建築構造用圧延棒鋼

一般構造用軽量形鋼

一般構造用溶接軽量

Ｈ形鋼

一般構造用炭素鋼管

一般構造用角形鋼管

建築構造用炭素鋼管

SS 400,490,540

SM 490YA,YB

SM 520B,C

SMA 400 AW,AP,BW,BP,CW,CP

SMA 490 AW,AP,BW,BP,CW,CP

SSC 400

SWH 400

STK 400,490

STKR 400,490

STKN 490B

◎打込工法は、流し込み工法とする。

◎補強コンクリートと既存コンクリートの接触面は既存コンクリート面の目荒らしを行い、

　アクリル樹脂系吸水防止材を塗布する。

◎施工確認試験を（・行う・行わない）。

　　２　高力ボルト

　　３　材料試験等 ◎JIS規格品は、材料試験を行わない。

　ただし、規格証明書を提出し承諾を受けること。

　　４　工作 ◎鉄骨の製作精度は、(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨

　工事　付則６鉄骨精度検査基準」による。

◎仮設のため、鉄骨に補助剤を取り付け、あるいは貫通孔を設ける等

　の必要がある場合は、監督職員の承諾を得ること。

　　５　ボルト接合

  （二重ナット、ナットの溶接、ゆるみ防止用特殊ナット）

　　６　溶接接合 ◎降雨雪等で母材が濡れているとき又は風が強く吹き付けているときは、溶接を行わないこと。

◎開先の形状は、構造図による。

◎見隠れとなるエンドタブで疲労応力を受ける部分、又は配筋上支障

現場１回

下地調整

鉄　面

工場１回

錆止め塗料

屋　外
備　考

屋　内
区　分

種　　別

の A,　B,　C 種　

　　７　錆止め塗装

現場１回
の A,　B,　C 種　

改共仕表7.3.3

改共仕表7.3.4
JISK5629　鉛酸カルシウム

錆止めペイント

亜鉛めっ

き面

　　８　耐火被覆

　　　　　　耐火性能（　　　　　　　）

　　９　柱補強工事

　Ⅲ　鉄骨工作

◎板厚方向の引張試験を（・行う・行わない）。

◎仮組を（・実施する・実施しない）

・普通ボルトの戻止めは次による。

　となる部分は、５～10mmを残して切除する。

◎完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を（・行う・行わない）。

共仕表18.2.3

　　Ｃ種
JISK5622 JISK5621

・耐火被覆　材料（　　　　　　　）、工法（　　　　　　　） 

◎JIS形高力ボルトは、工事現場に搬入後、トルク係数値の確認試験を行う。

◎トルシア形高力ボルトは、工事現場に搬入後、引張確認試験を行う。

◎溶接材料は、母材の種類、寸法及び溶接条件に相応したJIS規格品とする。

◎トルシア形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルトは、建築基準法により認定された製品とする。

◎高力ボルトは、（・トルシア形高力ボルト２種(Ｓ1OＴ)、・JIS形高力

　ボルト２種(Ｆ10Ｔ)、・溶融亜鉛めっき高力ボルト１種(Ｆ８Ｔ相当)とする。

　提出する。

◎製作工場は、国土交通大臣の認定によるＲグレード以上の工場とし、その証明となる資料を監督職員に

1.適用範囲

3.圧入前の準備

2.調合

5.型枠

4.圧入

6.その他

◎圧入に先立ち、試し練りを行う。

◎コンシステンシーはＪ14ロート試験により、（8±2）秒とする。

◎既存コンクリートとの打ち継ぎ面は既存コンクリートの目荒らしを行う。

　する。

◎圧縮強度試験は材令7日、28日とし、試験回数は１日１回以上、各3本とする。

◎増設壁上部のグラウト材との打ち継ぎ面はワイヤーブラシなどを用いてレイタンスを完全に除去

◎その他、改共仕8.18.9、8.19.7、および、「耐震改修設計指針4.8グラウト工事」による。

◎グラウト材は圧入工法で打ち込む。

◎型枠はグラウト材が漏出しないように組み立てる。

　無収縮モルタルを使用する。

◎グラウト材は混和剤、砂、セメントが調合されたプレミックスタイプの早強型特殊セメント系

　圧入に適用する。

◎増設壁上部、及び、鉄骨枠付きブレースの鉄骨枠内の既存コンクリート部材との間のグラウト材

◎打ち継ぎ面は、吸水防止剤を塗布する。

　参考ﾒｰｶｰ：太平洋ﾏﾃﾘｱﾙ：ｴﾌｪｸﾄＡ

　　　　　：ABC商会：ﾉﾝｼｭﾘﾝｸｼｰﾙ＃200

　　　　　：ｴﾇｴﾑﾋﾞｰ：ﾏｽﾀｰｼｰﾙ520

◎練り混ぜ時、圧入時の水温管理を十分に行う。練り上がり時10℃～35℃（耐改指4.8（4））

◎圧入は適切な圧力で中断しないように行う。（5～10N/㎜2）（耐改指4.8（4））

　かつグラウト材の膨張圧を適切　に拘束できるものとする。（耐改指4.8（5））

◎型枠はグラウト材の圧入圧に対して十分に抵抗できる剛性を持ち、
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使　用　箇　所（構造図による）

・工法：構造図による



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

７

８

９

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ

Ｈ Ｆ’Ｇ

Ｃ Ｂ Ａ

Ｃ ＡＥ’ Ｄ Ｂ

5,425 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200

5,425 5,925 3,750 5,925 5,200 5,200 5,200

450 30,980 220

2
,
7
5
0

5
,
9
0
0

450

1,000

3
,
1
6
0

5
0
0

1
,
0
0
0

5,400

1,000

650

450 5,200

2
,
7
5
0

5
,
9
0
0

Ｈ Ｆ’Ｇ Ｃ ＡＥ’ Ｄ Ｂ

5,425 5,925 3,750 5,925 5,200 5,200 5,200

７

８

９

2
,
7
5
0

5
,
9
0
0

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

5,425 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200 5,200

450 4,750

450 20,800 4,750 5,425

5
,
9
0
0

面積表

150

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１２

１１

７

１

２

３

４

５

６

８

９

１０

１１

１２

番号 計　　算　　式

475

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

１０

５．９＊０．４５＝

１．６６２５

５．９＊０．４５＝ ２．６５５

０．５＊５．４＝ ２．７

３．１６＊０．４５－１．５＊０．２２＝ １．０９２

１．５＊０．４７５＝

０．７１２５

１階床面積

２階床面積

延べ床面積

建築面積

計　　　算　　　式 面　　　積

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９

７ ８ ９ １０ １１ １２

面　　　積

求　　積　　表

面　　積　　表

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

6
5
0
2
,
1
0
0

6
5
0
2
,
1
0
0

4,750 5,425

2
,
7
5
0

（５．９＋２．１）＊２０．８＝ １６６．４

（２．７５＋１．５）＊４．７５＝ ２０．１８７５

２．７５＊５．４２５＝ １４．９１８７５

（５．９＋２．１）＊（３０．９８＋０．２２）＝ ２４９．６

4,955 11,095

０．６５＊１１．０９５＝ ７．２１１７５

２１１．０９

（２１１．０９３）

4
,
0
2
0

1
,
4
7
5

４．０２＊０．６５－１．４７５＊０．４５＝ １．９４９２５

9,705 21,270

０．６５＊２１．２７＝ １３．８２５５

２７１．８２

（２７１．８２１７５）

２６６．０８

（２６６．０８０５）

４７７．１７

（４７７．１７３５）

　７

２階求積図　　１／１５０

１階求積図　　１／１５０
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室　　　名 床 Ｆ Ｌ下 地 造作材
木 部　

塗 装
幅　　木 Ｈ 下 地 下地 廻り縁階

[塗装記号]

ＳＯＰ

Ｅ　Ｐ

Ｌ　Ｃ

Ｏ　Ｓ

Ｌ　Ｅ

Ｖ　Ｐ

Ｕ　Ｃ

Ｍ　Ｐ

Ｐ　Ｕ

[下地記号]

合成樹脂調合ペイント

合成樹脂エマルジョンペイント

クリアラッカー

オイルステイン

塩化ビニール樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

ウレタンクリアー

多彩模様塗料

ラッカーエナメル

　Ｃ

　Ｓ

Ｃ　Ｂ

　Ｗ

ＡＬＣ 　Ｍ

Ｐ　Ｂ

木造下地

ＡＬＣ版 モルタル

プラスターボード

鉄骨造

軽鉄下地

鉄筋コンクリート造 補強コンクリートブロック造

内　部　仕　上　表

備　　　　考天　　　　井腰　 ・　 壁 Ｃ・Ｈ

Ｓ　Ｔ

玄関

ホール

廊下

管理室

会議室

倉庫

男子便所

女子便所

多目的便所

踏み込み

踏み込み

外部：女子便所

外部：男子便所

廊下

男子便所

女子便所

女子更衣室

男子更衣室

１階

２階

１５０角磁器タイル張り

下地：モルタル

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル

Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ 100
ビニールクロス張り

下地：モルタル
Ｃ 化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 2500 塩ビ

ｸﾂｽﾞﾘ：赤御影石60*30磨き

Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ 100
ビニールクロス張り

下地：モルタル・一部ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚6.0
化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 2500 塩ビ

地袋

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ 100

ビニールクロス張り

下地：モルタル・一部ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚6.0

Ｃ

Ｃ
化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 2500 塩ビ

下足入れ

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 木製 100

ビニールクロス張り

下地：モルタル・一部ＰＢ－１５

Ｃ
化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 塩ビ

流し台セット（展開図参照）

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 木製 100

ビニールクロス張り Ｃ
化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 塩ビ

カーテンボックス・カーテンレール

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ 100

ビニールクロス張り

下地：モルタル

Ｃ

ＣＢ

Ｓ

Ｓ

ＥＰ塗り

下地：PB-9.5　目透かし
Ｓ 2300 塩ビ

５０角磁器タイル張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 2500 塩ビ

床排水溝

トイレブース・隔て板・面台

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 2500 塩ビ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル

５０角磁器タイル張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 2500 塩ビ

床排水溝

トイレブース・隔て板・面台

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

塩ビ

Ｃ
ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 2500 塩ビ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

塩ビ

下地：モルタル
Ｃ 化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 2500 塩ビ

面台

５０角磁器タイル張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 塩ビ

５０角磁器タイル張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ

１００角カラータイル張り

下地：モルタル
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 塩ビ

トイレブース・面台

トイレブース

直張りフローリング

直張りフローリング

直張りフローリング

下地：モルタル

直張りフローリング

下地：モルタル

Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 木製 100

Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 木製 100

ビニールクロス張り

下地：モルタル

ビニールクロス張り

下地：モルタル

Ｃ 化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 塩ビ

化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 塩ビＣ

カーテンボックス・カーテンレール

物入れ・可動間仕切り

カーテンボックス・カーテンレール

物入れ・可動間仕切り

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル
Ｃ ０ 米栂 ＳＯＰ 塩ビ 100

ビニールクロス張り

下地：モルタル・一部ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚6.0
Ｃ 化粧石膏ボード　厚9.5 Ｓ 塩ビ

物入れ

Ｃ

Ｃ

０

０

米栂

米栂

ＳＯＰ

ＳＯＰ

塩ビ

塩ビ

100

100

下地：モルタル・一部ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚6.0

ビニールクロス張り・一部100角カラータイル張り
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 塩ビ

ｽﾃﾝﾚｽｸﾂｽﾞﾘ・ｽﾃﾝﾚｽ三方枠

下地：モルタル・一部ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚6.0
Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし
Ｓ 塩ビ

ｽﾃﾝﾚｽｸﾂｽﾞﾘ・ｽﾃﾝﾚｽ三方枠

外　部　仕　上　表

仕　　　　上　部　　位

屋根
断熱塩ビシート防水　厚1.5　断熱材　厚25

下地：均しモルタル

軒天井
ＥＰ塗り

下地：珪酸カルシウム板　厚6.0　目透かし張り

外壁
吹き付けタイル

下地：コンクリート打ち放し、美粧処理

巾木 コンクリート打ち放し、美粧処理

玄関ポーチ

外部通路
床：コンクリート金こて

壁：吹き付けタイル（ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、美粧処理）

天井：ＥＰ塗り（珪酸ｶﾙｼｳﾑ板　厚6.0　目透かし張り）

床：１５０角磁器タイル張りﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ（モルタル）

壁：吹き付けタイル（ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、美粧処理）

天井：アルミスパンドレル張り

壁：吹き付けタイル（ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、美粧処理）

天井：ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹き付け（ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、美粧処理）

雑：アルミ手摺

雑：階段ｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　ｺﾞﾑﾀｲﾔ入　W-35

小庇
下地：均しモルタル

堅樋
塩ビ製カラー　Φ75・Φ50

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ
シート防水用コーナードレイン　Φ75

中継ドレイン
シート防水用ドレイン　Φ75

ﾓﾙﾀﾙ防水用ドレイン　Φ50

仕上表

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

2500

絶縁塩ビシート防水　厚1.5

Ｓ

Ｓ

100

100

100

2450

2450

2450

2450

2450

下地：モルタル・一部ＰＢ－１５

　８

女子脱衣室

男子脱衣室

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル

塩ビ

塩ビ

ＳＯＰ

ＳＯＰ

米栂

米栂

０

０

Ｃ

Ｃ

100

100

ビニールクロス張り

ビニールクロス張り

下地：モルタル　一部KB-6

下地：モルタル　一部KB-6
Ｃ

Ｃ

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし

ＥＰ塗り

下地：KB-6.0　目透かし

Ｓ

Ｓ

2450

2450

塩ビ

塩ビ

脱衣棚

脱衣棚

2300

2300

2700

2300

カーテンレール

ビニールクロス張り　一部100角ｶﾗｰﾀｲﾙ

バルコニー
床：塗膜防水、防水モルタル金こて

→火気使用なし（ＩＨコンロ）

長尺塩ビシート張り

長尺塩ビシート張り

下地：モルタル

下地：モルタル

ビニールクロス張り
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図中、　はアルミサイン（平付型）を示す。（３箇所）ＳＫ－１７Ｆ－１５０　新協和程度
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図中、　はアルミサイン（突出型）を示す。（１箇所）ＳＫ－１７ＦＳ－１５０　新協和程度

図中、　はアルミサイン（平付型）を示す。（２箇所）ＳＫ－１７Ｆ－１５０　新協和程度

図中、　は平面型室名札を示す。（９箇所）ＳＫ－６０７　新協和程度
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図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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Ａ図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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3
,
1
6
0

1
,
0
9
0

ＥＸＰ．Ｊ　外壁コーナー

ＥＸＰ．Ｊ　内壁コーナー

バルコニー

950 1,3951,7001,495

60 6060 60 6
0
6
0

60 60

　２６

2
,
0
0
0

430 995 995 430

＋３０

＋３０

＋３０

＋３０

＋３０ ＋３０

＋３０

1,175

通路誘導標識



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-088550

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

Ａ

２階　女子便所

Ｂ Ｃ Ｄ

1
,
2
4
0

4
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２階　男子便所

1
,
2
4
0

4
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

Ａ Ｂ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

物入れ 物入れ 物入れ 物入れ

可動間仕切

可動間仕切

9
0
0

4
0

２階　女子更衣室

２階展開図１

ｽﾃﾝﾚｽ手摺

1
,
1
2
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
1
2
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
5
0

1
,
5
1
0

2
,
4
5
0

　２７

ｽﾃﾝﾚｽ面台

1
,
2
0
0
2
5



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-088550

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

２階　女子更衣室

Ｃ Ｄ

可動間仕切

可動間仕切

1
,
9
0
0

Ａ Ｂ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

物入れ物入れ物入れ物入れ

可動間仕切

可動間仕切

9
0
0

4
0

２階　男子更衣室

Ｃ Ｄ

可動間仕切

可動間仕切

1
,
9
0
0

２階展開図２

２階　男子更衣室

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

1
,
5
1
0

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

　２８



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-088550

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

２階　廊下

Ａ

1
,
9
0
0

4
0

1
,
9
0
0

4
0

1
,
9
0
0

Ｄ

Ｂ Ｃ

ＥＸＰ．Ｊ　内壁コーナー

物入れ

ＥＸＰ．Ｊ　内壁コーナー

1
,
9
0
0

9
0
0

4
0

２階展開図３

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

2
,
4
1
0

2
,
4
1
0

2
,
4
5
0

1
,
5
1
0

　２９

1
,
2
0
0



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

７

８

９

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ

Ｈ Ｇ Ｄ

5,200 5,200

2
,
7
0
0

2
,
7
5
0

Ｆ’

5,425

5,425

5,925

Ｅ’

3,750 5,925 225

5,200

5
,
9
0
0

225 4,975 5,200

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

5,200

5,200 5,200

2
,
7
5
0

5
,
9
0
0

2
,
7
0
0

31,425

2,700 2,500 3,125 3,250 1,650 5,525 2,500

8
,
6
5
0

3
,
0
0
0

2
,
9
0
0

31,425 5,200

2,200 3,000

2,700 2,500 225 3,000 2,200

100

図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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図中　　　　　は既存建物（耐震・大規模改修）を示す。
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符
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型式 法規
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形状
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硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

特記事項

（金属製建具）

１．

・カラー  （陽極酸化皮膜９μｍ、着色系塗膜７μｍ）

表面処理は、  ・シルバー（陽極酸化皮膜９μｍ、透明系塗膜７μｍ）

・塗装皮膜（２５μｍ）

２．アルミ製建具は、（・ＲＣ・面一・ＡＬＣ・鉄骨・木造）用サッシとし、

＜・ブロンズ・ホワイト・ブラック・ステンカラー＞

＜・アクリル樹脂系・ポリウレタン樹脂系・フッソ樹脂系＞

注：○印のついたものを採用する

３．アルミ製建具のガラス押えは（・ガスケット・シリコンシーリング）とし、その他特記なき限りシリコンシーリングとする。

４．網戸付きの場合、ネットは（・塩ビ・ステンレス・レックス）製とする。

５．オペレーター装置は、特記なき限り手動式埋込ハンドルボックスとし、カラー色とする。

（木製建具）

１．建具見込は特記なき限り、フラッシュ戸（３６）、框戸（４０）、ガラス窓（３０）、障子（３０）、ふすま（１８）とする。

２．建具製作にあたり、現場寸法確認の上施工図を提出し、監督員の承認を得た後製作にかかる事。

（共通）

１．

２．

建具金物は、特記なき限りステンレス製とする。

マスターキーは、（・要・不要）である。

共通略号符号の略号 法規の略号

ガラスの略号

枠の形状

沓摺の形状

ガラリの形状

金物の略号

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＨ

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

Ｐ

アルミ製扉

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

シャッター

木製扉

木製窓

木製ガラリ

ふすま

障子

パーティション

ＡＬ

Ｓ

ＳＴ

ＨＬ

ＭＬ

ＳＯＰ

ＡＥ－Ｙ

ＦＳ－Ｙ

附

オペ

ＬＣ

ＵＣ

ＬＥ

ＯＳ

ＰＲ

ＭＲ

ＳＵ

鳥

アルミ

スチール

ステンレス

ヘアライン仕上

磨き仕上

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂エナメル焼付け

フッソ樹脂塗料焼付け

附属金物一式

オペレーター装置

クリアラッカー

ウレタンクリアー

ラッカーエナメル

オイルステイン

ポリエステル化粧板

メラミン化粧板

スプルース

鳥ノ子紙

甲

乙

常開

常閉

煙

進

ＦＬ

Ｇ

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＫＦＬ

ＨＦＬ

ＴＦＬ

甲種防火戸

乙種防火戸

常時開放式

常時閉鎖式

煙感知器連動

非常用進入口

フロート板ガラス

スリガラス

型板ガラス

網入り磨き板ガラス

網入り型板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

強化ガラス

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｈ

ＰＨ

ＦＨ

ＡＨ

ＲＨ

ＤＴ

ＡＳ

Ｔ

Ｔ－Ｂ

ＦＯ

ＥＫ

ＨＫ

Ｋ

ＲＫ

ＨＩＫ

ＨＴＫ

ＨＹＫ

ＲＳ
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ＧＫ

ＢＴ

ＨＴ

ＴＴ

Ｍ

Ｌ

ＡＧ

ＴＯ

ＳＯ

ＦＴＯ

ＬＳ

ＬＴ

ＬＦ

ＳＳ

丁番

ピボットヒンジ

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ラバトリーヒンジ

ドアチェック

アームストッパー

戸当り

帽子掛け付き戸当り

フランス落し

円筒錠

本締錠

空錠

レバーハンドル錠

引戸錠

ホテル錠

表示錠

グレモン錠

ラバトリーストライク

ラバトリーラッチ

棒取手

引手

取手

二重水切

アングルピース

アルミ額縁

戸車

底車

フラッター戸車

ステンレスレール

真鍮レール

フラッターレール

敷居すべり

６．建具見込は特記なき限り、アルミ製（７０）、スチール製（９０）、ステンレス製（９０）とする。
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２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
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1
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7
6
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２階男子便所・女子便所 ２
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0
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ＴＦＬ－４
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２階男子更衣室・女子更衣室
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0
0

アルミ

ＴＦＬ－４

２階男子更衣室・女子更衣室 ２

9
0
0

アルミ

ＴＦＬ－４
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２階階段室 １ １

9
0
0
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1
0
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欄間付親子開ドア

アルミ

ＴＦＬ－４

L・M・RK・H・DT・T附属金物一式

Ｃ

820

外部男子便所・外部女子便所 ２

アルミ

AG・M・RK・DT・T・附属金物一式

Ｃ

ＴＦＬ－４

アルミパネル　厚2.0

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

片開きドア

１階廊下・２階廊下

アルミ

1
0
0 4
6
0

欄間付引き違いサッシ

2
,
4
6
0

1
,
9
0
0

Ｌ・Ｍ・ＨＫ・附属金物一式

Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 ＬＧ・Ｍ・網戸・附属金物一式 ＬＧ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 ＬＧ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式

Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式 Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式

アルミ製建具は、耐風圧性 Ｓ－４、気密性  Ａ－３、水密性  Ｗ－４とし、枠見込は特記なき限り ７０mmとする。
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１

１階多目的便所 １
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0
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ハンガー戸

外付ﾀｲﾌﾟ戸袋なし三方枠付
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把手・表示錠・附
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２階廊下 １
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0
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１階玄関 １

ＡＬ　見込100

Ｌ･ｴﾝｼﾞﾝ装置･ＨＫ･注意表示ﾏｰｸ･自動検出方式(光線ｽｲｯﾁ)・附

ﾗﾝﾏ･袖FIX付き引分自動ﾄﾞｱ

F F F F

F

FF

F

ＴＦＬ－４・ランマＦＬ－３

建具表１
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２連引き違いサッシ 引き違いサッシ 引き違いサッシ

引き違いサッシ 引き違いサッシ ２連引き違いサッシ
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3
0
0
1
,
6
0
0

ＳＤ

２

１階　ＰＳ

片開戸

化粧鋼板　厚0.6

枠：ＳＯＰ

Ｓ－厚0.6フラッシュ　　ＳＯＰ

Ｃ　S-1.6　SOP Ｃ　S-1.6　SOP

１

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

１階管理室

引き違いサッシ

１

アルミ

Ｌ・Ｍ・網戸・附属金物一式
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ＴＦＬ－４
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ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

硝子

ガラリ
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型式 法規

符

号
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材質・仕上
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型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

材質・仕上

ＷＤ ＷＤ ＷＤ ＷＤ ＷＤ

１ ２ ３ ４ ５

1
,
9
0
0

1,200

１階会議室･管理室･２階更衣室 ８

親子開戸

ポリ合板フラッシュ

Ｆ－４

Ｈ・ＤＴ・Ｔ・ＦＯ・ＲＫ

Ａ

スプルース　ＳＯＰ　　　Ａ
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1
,
9
0
0

ポリ合板フラッシュ

Ｆ－４

Ａ

スプルース　ＳＯＰ　　　Ａ

Ｈ・ＤＴ・Ｔ・ＲＫ

片開戸

１階会議室 １

1
,
9
0
0

1,200

ポリ合板フラッシュ

Ａ

スプルース　ＳＯＰ　　　Ａ

１階倉庫

親子開戸

１

Ｈ・ＤＴ・Ｔ・ＦＯ・ＲＫ
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,
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0
0

ポリ合板フラッシュ

Ｆ－４

Ａ
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片開戸

２階男子便所・女子便所 ２

1
,
9
0
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ポリ合板フラッシュ

Ｆ－４

Ａ

スプルース　ＳＯＰ　　　Ａ

Ｈ・ＤＴ・Ｔ・ＲＫ

片開戸

２２階男子脱衣室・女子脱衣室

700

ＰＰ

１ ２

5,680

枠：ｱﾙﾐ押出型材、ﾊﾟﾈﾙ：MDF　4mm、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ 見込＝５０ｍｍ

接床装置：ｱﾙﾐ押出型材、ﾀｲﾄｺﾞﾑ　　フランス落し　　ハンガーレール：アルミクロスレール

アルミ縦枠　　附属金物一式

5,680

枠：ｱﾙﾐ押出型材、ﾊﾟﾈﾙ：MDF　4mm、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾊﾆｶﾑ 見込＝５０ｍｍ

接床装置：ｱﾙﾐ押出型材、ﾀｲﾄｺﾞﾑ　　フランス落し　　ハンガーレール：アルミクロスレール

アルミ縦枠　　附属金物一式

２階男子更衣室・女子更衣室 ２階男子更衣室・女子更衣室２ ２

アルミスライディングウｵール アルミスライディングウｵール

ＨＳ－５０ＶＢ　小松ウｵール程度 ＨＳ－５０ＶＢ　小松ウｵール程度

ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ ＴＢ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

建具表２
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

1
,
9
0
0

600 600 530 545

645

1
,
9
0
0
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1
,
9
0
0

600 600

１階女子便所 １

トイレブース トイレブース トイレブース

１ １１階男子便所 １階男子便所 外部女子便所

トイレブース

1,145

1
,
9
0
0

600

１ 外部女子便所 １

トイレブース

1
,
9
0
0

2,290

1
,
9
0
0

2,290

600 700600 600

トイレブース

外部男子便所

1,180

1
,
9
0
0

600

２階女子便所

トイレブース

１ １ ＴＢ

1,180

1
,
9
0
0

600

トイレブース

１

８

２階男子便所

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

TB-ADRﾀｲﾌﾟ

小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

TB-ADRﾀｲﾌﾟ
小松ｳｵｰﾙ程度

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　厚28／高圧ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

ｱﾙﾐ押出し型材 巾木：ステンレス

附属金物一式
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アルミパネル　厚2.0加工

ジュラクロン焼き付け

力骨：L-30*30*3

既存柱－ＥＸＰ．Ｊ詳細図　　　１／１０

柱廻り詳細図
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部材リスト

品　　名 仕　　　　様　　　　品　　　　番

Ｓシンク ASIE180　MALH

ｼﾝｸｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

Ｓシンク

F-RY105LN5（ENIW）

コンロ用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

扉

扉 F-KT75R5（ENIW）
水栓 ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ FA238T

HTB-TS40A電気加熱機器

2

3

4

5

6

7

1

ｳｵｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Ｗ-Ｍ60L(ENIW）
ｳｵｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ横タイプ Ｗ-Ｍ45LZ(ENIW）

9

10

8
前幕板 H70cmタイプ ﾏｴﾏｸｲﾀ75SA350K

レンジフード本体 VUS-753ADシロッコファン

ﾏﾙﾀﾞｸﾄｶﾅｸﾞ（Ｕ）シロッコファン用排気金具 上方排気接続用
エンドパネル 下台用 EP-XN-85(ENI）
エンドキャップ 奥行65cm用 EPｷｬｯﾌﾟLT(S）
エンドパネル ｳｵｰﾙｷｬﾋﾞﾐﾄﾞﾙ．電動昇降．VUSVDS用 EP-WM(ENI）

逆止弁 ｷﾞｬｸｼﾍﾞﾝFA737H水栓別売部品

・電気、ガス、給排水、換気等設備工事別途
特記事項

水切棚（１段）

11
12
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ＭＳ－９０Ｎ
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システムキッチン（参考図）
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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＞
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＞

　３５

ＩＨヒーター（ｸﾞﾘﾙ無し）



△大梁下端ライン
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縦断面詳細図 S=1:5 横断面詳細図 S=1:5

▽床仕上天
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吊リ材 L-30×30×3

@1000(収納部 @300)

アンカーボルトM10（躯体工事）

@1000（収納部 @300）

受ケネコ L=300

L-50x50x4

@1000（収納部 @300）

振レ止メ L-30x30x3

@2000

アルミレール

C-100x50x20x2.3 通し物

戸当り スチール t1.6

（SOP塗装：塗装工事）

戸当り スチール t1.6

（SOP塗装：塗装工事）

アルミレール(アルマイト)

消音型水平2段スライド走行輪

召合せゴム

(PVC)

召合せ型材

（アルマイト）
エンドゴム(PVC)

目隠しゴム(PVC)

笠木型材(アルマイト)

表面材：中質繊維板　4mm

    (MDF)

ペーパーハニカム

表面仕上:クロス貼り

（内装工事）

巾木型材（アルマイト）

シール型材（アルマイト)

シールゴム(PVC)

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885
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注

9通りの梁下フトコロ寸法不足の為
CHを20mm下げています(Min100)
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SLW

スライディングウォール

厚み50ｍｍ

3

SLW

スライディングウォール

厚み50ｍｍ

4

SLW

スライディングウォール

厚み50ｍｍ
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2

SLW

スライディングウォール

厚み50ｍｍ

スライディングウォール厚み50mm

パネル重量約35kg／枚SLW

4

2階平面図 S=1:50

展開図 S=1:50

＜スライディングウォール 厚み50mm＞（HS-50VB）

SLW

4
～

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上 クロス貼り(内装工事)

フレーム

骨組

召合せ

SLW

1

M 14

コーナー部 直角レール

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

スライディングウオール 厚み50mm(HS-50VB)

(一般仕様)

木枠(LVL)

アルミ押出形材（アルマイト処理)

固定ゴム嵌合

小口及び表面丸落としにて固定固定方法

下部シールド

消音型水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

ペーパーコア

中質繊維板 4mm(MDF)

接床装置(プッシュロッド式)

CDE'

8

9

9

8

H G F'

スチール戸当り

スチール戸当り スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り

天井点検口

(天井工事)

天井点検口

(天井工事)

天井点検口

(天井工事)

小口丸落し

天井点検口

(天井工事)

引き手

(ケースハンドル)
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ 50･20

各部詳細図（可動間仕切）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

WL

WL

FL

部材・金物名 材質・仕上規格

表面材 高圧メラミン樹脂化粧板 JISK6903

芯材 パーティクルボード t28 18MタイプＦ☆☆☆☆ JISA5908

接着剤 酢酸ビニル樹脂エマルジョン系Ｆ☆☆☆☆

パネル小口処理 防水処理仕上（扉：上・下部、パネル：下部）

パネル厚み ３０mm

グレビティヒンジ（中心吊） ステンレス

戸当り帽子掛 ステンレス／合成ゴム

外開きストッパー ステンレス／合成ゴム

表示付ボルト ステンレス

スライドボルト ステンレス

取手（物入等用） ステンレス

Ｄ型ストライク ステンレス／ＰＡ黒色

Ｆ型ストライク ＰＡ６黒つや消し

戸当りゴム ＥＰＤＭ

カチットシステム クリップ：冷間圧延鋼板１．２mm

ショルダースクリュー：ユニクロめっき

Ｒ目板キャップ ポリエチレン

Ｒ目板 アルミ押出形材 電解着色ステンカラー仕上 JISH4100

笠木 アルミ押出形材 電解着色ステンカラー仕上 JISH4100

ヘキメンレール・コーナージョイント アルミ押出形材 電解着色ステンカラー仕上 JISH4100

Ｒポール アルミ押出形材 電解着色ステンカラー仕上 JISH4100

巾木・床レール ステンレス０．８ｔ JISH4305

巾木用アジャスター 冷間圧延鋼板２．０ｍｍ ユニクロめっき仕上 JISG3141

Ｔ型金具 ステンレス １．５ｍｍ JISG4305

Ｌ型固定金具 ステンレス ２．０ｍｍ JISG4305

壁面笠木固定金具 ステンレス ２．０ｍｍ JISG4305

Ｒコーナーキャップ ＰＡ６

Ｒコーナー下部キャップ ＡＢＳ

笠木エンドキャップ ＰＡ６

目地カバー ＡＢＳ

規格

※エコマーク認定商品とする

材料仕様

ドア部　縦断面図パネル部　縦断面図

戸当り帽子掛け詳細図

ＳＫ・物入れ用両開き扉　横断面詳細図内開き扉外開き扉

スクリーンエンド納まり

Ｔバ―２枚パネル納まり

表示付スライドボルト(外)

コーナージョイント

アルミ押出形材(ステンカラー)

表示付スライドボルト(内)

壁面レール

アルミ押出形材

(ステンカラー)

カールプラグ

Ｄ型ストライク スペーサー

Ｒ目板

アルミ押出形材(ステンカラー)

小口防水処理

戸当りゴム

Ｆ型ストライク

巾木 

ステンレス 0.8t

床レール

ステンレス 0.8t

笠木 

アルミ押出形材

(ステンカラー)

アジャスター

Ｒポール

アルミ押出形材

(ステンカラー)

Ｒ目板

目地カバー
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表面材

高圧メラミン樹脂化粧板

芯材：パーチクルボード

　　　t28 18Mタイフ゜

30

中心吊

グレビティヒンジ

戸当り帽子掛け

扉

100

外開き用ストッパ－

4 DW2 4 DW2 4

DW

25

R目板；アルミ押出形材

（ステンカラー）

中心吊

グレビティヒンジ

3
0

取　手

Ｔバー;アルミ押出形材

   （ステンカラ－）

スペーサー

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

各部詳細図４（トイレブース）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ 　３８

各部詳細図５（屋外名称板）

光源

グローブ

灯具

人体検出ｾﾝｻｰ内蔵・調光点灯方式

標準色塗装

照明ｺﾝﾄﾛｰﾗ内蔵

３．アンカーボルト・ﾅｯﾄは溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

４．標準塗装色はS23-255（5YR2/1.5）とする。（ｺｰﾋｰﾌﾞﾗｳﾝ）

１．太陽電池設置方位は「真 南」とする。
※注記

５ 自立ポール
耐風速：60ｍ

標準色塗装

４

消費電力

製品仕様図

仕　様

鳥避け

太陽電池

部　品　名

２

１

番号 備　　考

シリコン太陽電池

３

密閉型 サイクルバッテリー

標準色塗装

SUS304

制御部

鋼製(溶融亜鉛ﾒｯｷ) 標準色塗装

鋼製(溶融亜鉛ﾒｯｷ）

２．日没後の点灯時間は最長１４時間、無日照保証日数は５日間とする。

１７.４Ｖ・４３Ｗ　360度方向自在

STKR

STKR

鳥避け金具

ソーラー部

点検扉

3
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1
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0

2
8
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5

2
0
0

1
2

A A’

A-A’断面図

Ａ

Ａ　矢視図

ソーラー部

街路灯の照明方向の確認

をして下さい。

基礎を施工する場合は、
注意！！

出来ません。
照明の方向を向けることは

基礎ﾌﾟﾚｰﾄの４面以外に

P

G.L

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

砕石又は栗石

G.L

1
2

200

□200X200X6

3
0
ﾟ

320

アクリル・透明プリズム

日亜化学工業製：5φ砲弾型 

定格時　　８Ｗ
省エネ時　４Ｗ

250

300

3
0
0

2
5
0

60

２４Ah（２４Hr率）×２台

日没後点灯・設定時間消灯

1
0
0

526

4
0
ﾟ

P部　詳細図　

M12　ﾜｯｼｬ ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ﾎﾞﾙﾄｷｬｯﾌﾟ
M12　ﾅｯﾄ

ｱﾝｶｰﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ

L形基礎ﾎﾞﾙﾄ　M12X500L

□60X60X2.3

7
4
5 8
6
5

期待寿命：１０年

L形基礎ﾎﾞﾙﾄ
M12X500L

SS400（鍍金）

230

150

3
0
5
0

9
0
0

800

800

8
0
0

型 式：NSPW-500CS　120個

蛍光灯４０Ｗ相当の明るさ

蛍光灯２０Ｗ相当の明るさ

652

526

株式会社　ダイセン　ＤＬ４００Ｘ　程度

ソーラーＬＥＤ防災・防犯灯　全体図

設置位置は打ち合わせによる。
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885
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屋 上 E X P - J  詳 細 図 屋 上 E X P - J  詳 細 図
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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ＥＸＰ．Ｊ各詳細図
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( 耐火１時間 )

25

耐火帯１時間 耐火帯１時間

25

( 耐火１時間 )

( 耐火１時間 )

耐火帯１時間

耐火帯１時間

( 耐火１時間 )

( 耐火１時間 )( 耐火１時間 )

　　　　柱１時間耐火FP060CN-0250

　　　　（アルミパネル部）

1
0
0

鉄骨柱：ケイカライト２０mm張り

部：鉄骨柱　ケイカライト２０mm張り



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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家具詳細図（１）

自動ロック取手（耐震仕様）
巾木　メラミン化粧板貼

天板　メラミンポストフォーム　t20

556.5 20 556.5 20 556 20 55620 20

2,325

見付　レノプラスホットメルト機械貼

扉　両面メラミン　t20

縦見付　ソフトコーナー　20mm

本体　両面メラミン　t20

横見付　レノプラスホットメルト機械貼
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天板　メラミンポストフォーム　t20
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485204852020
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縦見付　ソフトコーナー  20mm

本体　両面メラミン　t20

20

230

20

230

20

230

770

20

1,260

228 228 228 228 228

20 20 20 20 20 20

1,260

228 228 228 228 228

20 20 20 20 20 20

1,260

228 228 228 228 228

20 20 20 20 20 20

4,550

横見付　レノプラスホットメルト機械貼

2
0

1
0
0

棚板　両面メラミン　t20

2
4
4
.
5

2
02
4
4
.
5

2
02
4
4

2
02
4
4

2
02
4
4

2
0
2
0

450

300 150

20

2
4
4

4 10

1
,
7
2
5

2
0

巾木　メラミン化粧板貼

縦見付　ソフトコーナー  20mm

本体　両面メラミン　t20

20

226

20

226

20

226

758

20 20

227

20

227

20

227

20

227

1,008

20 20

227

20

227 227

1,008

20

227

20 20 20

227

20

227 227

1,008

20

227

20 20 20

227

20

227 227

1,008

20

227

20 20

4,790

横見付　レノプラスホットメルト機械貼

天板　メラミンポストフォーム　t20

　１階ホール　地袋　１箇所　１／３０ 　２階　男女更衣室　物入れ　各２箇所　１／３０

　１階廊下　下足入れ（９０人用）　１箇所　１／３０ 　１階ホール　下足入れ（１１４人用）　１箇所　１／３０

　４０



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ 30

家具詳細図（２）

25 2525

260 4,425 4,400

25

4,4004,425260

800

800 800

800

アルミ押出成型粉体塗装仕上

レール取手

安全デザインキャップ付

4,400

4,400

5,200

ＳＵＳパイプ φ25.4（Ｓカン５ヶ付）

本体　ポリ合板フラッシュ　t25

扉　ポリ合板フラッシュ　t20

耐震ラッチ付

通気孔

巾木　メラミン化粧板貼

2
,
4
5
0

6
0
0

1
,
8
2
0

1
,
4
0
5

2
4
0

2
5
2
5

2
5

1
0
0

2
53
0

20 10

695

20 20

2
,
4
5
0

6
0
0

1
,
8
2
0

1
,
4
0
5

2
4
0

2
5
2
5

2
5

1
0
0

2
53
0

695

20 20

ＳＵＳ雑巾掛け

水受け皿

20 10

450

350

6
5

開口開口

5
5
0

2
5

5
5
0

2
5

15,885

SUS製

1,050 25

1,100

25 1,050 25

1,100

25 1,050 25

1,100

25 1,050 25

1,100

5,200

1,075

1,125

25 25 1,050 25

1,100

25 1,050 25

1,100

25 1,050 25

1,100

5,200

800

800

耐震ラッチ付

（※全ての扉）

背板

背板

可動棚　t25

ダボ＠50ｘ3段

Ｆｉｘパネル

795

10

795

R2
00

4
3
0 2
0
0

74525 25

10

2
5

3
3
7
.
5

3
3
7
.
5

2
5

1
0
0

2
5

8
5
0

20

430

10

430

8
5
0

200

巾木　メラミン化粧板貼

天板　メラミン化粧板貼　t25

（見付共）

天板　メラミン化粧板貼　t25

（見付共）

背板
（見付共）

固定棚　メラミン化粧板貼　t25

（見付共）

本体　メラミン化粧板貼　t25

　２階廊下　物入れ・掃除具入れ　１箇所　１／３０

　脱衣棚　２箇所　１／３０

　４１



Ｎ

Ｓ

工事名

名　称

図　番 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ｓ＝１：

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ

ＷＣ

500

付近見取図

鮎川

谷内川

延野局

相生小相生中
延野幼稚園

町役場相生庁舎

延野

雄

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

BM±0

+335

+260
+40

+340

+340

+290

-165

-119

プール

武道館

相生
中学
校校
舎

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

運
　
　
動
　
　
場

倉庫

植込

植込

植込

植込

植込

道　　
路

前面道路

体育館

道
　
　
路

構
内
道
路

小屋

前
面
道
路

７

１

3
6
,
5
0
0

Ａ

5,095 26,000

駐車場

7,300 2,550

1,800

2
,
4
1
5

2
,
0
6
0

1
0
,
2
0
0

敷
地
境
界
線

敷地境
界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

配置図（改修前）・付近見取図

配置図（改修前）１／５００

　４２



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

番号 計　　算　　式

１階床面積

２階床面積

延べ床面積

建築面積

計　　　算　　　式 面　　　積

面　　　積

求　　積　　表

面　　積　　表

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

Ａ

面積表（既存部分）

250

増築棟

１

36,500

７

Ａ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

増築棟

１

36,500

７

Ａ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

2
9
,
0
0
0

１

２
増築棟

１

36,500

７

Ａ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

2
9
,
0
0
0

3,600 30,200 2,700

6
,
0
0
0

1
7
,
0
0
0

6
,
0
0
0

建築面積求積図　　１／２５０２階求積図　　１／２５０

１階求積図　　１／２５０

1,000

5
4
5

330

5
0
0

5
0
0

500
1,0001,550

4
,
9
0
0

3
9
5

240

１

２

３

４

５

６

７

３６．５０×２６．００＝

３．６０×６．００＝

２

３

４

４

５

６

７

２．７０×２９．００＝

０．３３×０．５４５×１／２＝

３６．５０×２９．００＝ １０５８．５０

　　　０．０８９９２５

　　７８．３０

　　２１．６０

　９４９．００

０．２４×０．３９５×１／２＝ 　　　０．０４７４

１．５５×４．９０＝ 　　　７．５９５

４ × ２ ＋ ５ ＋ ６ ＋ ７ １０６６．３２㎡
（１０６６．３２２２５）

１ 　９４９．００

× ２ ＋２ ３ 　１２１．５０

１０７０．５０

　４３



床 下 地 Ｈ 下 地 下地階

内　部　仕　上　表

Ｆ Ｌ 巾　木 廻縁

[塗装記号]

ＳＯＰ

Ｅ　Ｐ

Ｏ　Ｓ Ｕ　Ｃ

Ｐ　Ｕ

合成樹脂調合ペイント

クリアラッカー

オイルステイン

塩化ビニール樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

ウレタンクリアー 　Ｃ

　Ｓ

Ｃ　Ｂ

　Ｗ

ＡＬＣ

Ｐ　Ｂ

ＡＬＣ版

プラスターボード

鉄骨造

軽鉄下地

鉄筋コンクリート造 補強コンクリートブロック造

Ｓ　Ｔ　Ｗ ワックス 珪酸ｶﾙｼｳﾑ板
（無石綿）

木製下地

[下地・仕上記号]

（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

ＳＰＢ ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

Ｆ　Ｅ フタル酸樹脂塗料

多彩模様塗料EP-M

Ｃ　Ｌ

Ｒ　Ｂ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

Ｍ　Ｅ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

（JIS A 6301）

Ｖ　Ｅ

改修前

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

（ＧＬ～）

天井高室　名 天　　井 備　　考腰　・　壁

Ｋ　Ｂ

１

合成樹脂エマルションペイント

ホール

１００

外　部　仕　上　表

部　　位 仕　　　　　　　　　上

Ｃ
玄関

人造石研出し　真鍮目地入り(ﾓﾙﾀﾙ下地)

Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地)
+850

人研
ﾓﾙﾀﾙ

小口タイル
Ｃ 米松フローリング厚9　ＣＬ塗 Ｗ 木製

下駄箱
2850

改修前

改修後

Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地) Ｃ +1000 １００杉　ＯＰ Ｃ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製
物入れ＋カウンター

2400

改修前

改修後

Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地) Ｃ Ｃ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製
2400

控室 畳敷(木下地)

+1000

～

+1150 2550

～

改修前 Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地) Ｃ +1000 １００杉　ＯＰ Ｃ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製洗面所 2300

便所 改修前 Ｃ +1000ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地)
壁：プラスター(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＺＣ吹付(ﾓﾙﾀﾙ下地)

Ｃ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製2300

改修前

改修後

Ｃ +1000 １００ Ｃ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製モルタル目地切 モルタル金こて 2700

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

屋内

運動場

改修前 +1000ナラフローリング厚15
杉板厚21

Ｗ １００杉　ＯＰ
Ｃ
Ｗ

ＶＰ塗(モルタル下地)
米松フローリング厚15　ＣＬ塗(木下地) 鉄骨あらわし木毛ｾﾒﾝﾄ板　ＡＥＰ吹付 Ｓ タラップ

改修後

改修前 ナラフローリング厚15
杉板厚21

Ｗ １００杉　ＯＰ
Ｃ
Ｗ

ＶＰ塗(モルタル下地)

改修後

ｽﾃｰｼﾞ

+1900 シナベニヤ厚6　ＯＰ塗(木下地)
ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗

Ｗ

木製

木製
床下物入

改修前 Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地) Ｃ １００ ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 木製ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地) Ｗモルタル

モルタル

ロッカーﾛｯｶｰ室

(別棟)

改修前 Ｃ １００ 木製Ｗ
(別棟)

ｼｬﾜｰ室

+800

+800

Ｃ

Ｃ

2400

2400
人造石研出し　真鍮目地入り
(ﾓﾙﾀﾙ下地) 人造石研出 人造石研出し　ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地) 石綿板厚4.5　ＶＰ塗

シャワーブース

改修前 Ｃ 木製Ｗ
(別棟)

+800 Ｃ 2400
男女便所

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地) ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗
トイレブース腰：１００角カラータイル(ﾓﾙﾀﾙ下地)

壁：プラスター(ﾓﾙﾀﾙ下地)

改修前 Ｃ １００ Ｗ
(別棟)

Ｃ 2400
倉庫

モルタル +150 モルタル モルタル金こて 木毛セメント板厚18　打込

仕上表（１）

モルタル刷毛引　リシン吹付

巾木

改修前

改修前

改修後

改修後

モルタル刷毛引　リシン吹付

改修前

改修後

外壁

庇見付：ﾍﾞﾆﾔ型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し小はつり仕上
正面玄関：小口･二丁掛ﾀｲﾙ　袖：寒水石入ﾓﾙﾀﾙ

改修前

改修後

庇見付：モルタル刷毛引　リシン吹付
豆砂利入りモルタル洗い出し

モルタル刷毛引　リシン吹付

改修前

改修後

軒裏

改修前

改修後

屋根

改修前

改修後

ドレン

ルーフドレン堅型　125Φ・75Φ

樋

別棟(便所)外壁

アクリルリシン吹付（下地処理）

アクリルリシン吹付（下地処理）

薄肉ＧＰ　114.3×4.5　OP塗り

床下換気孔

改修前

改修後

鋼製　260×650　20箇所

管理室
↓

Ｃ +1000 １００ Ｃ 化粧ＰＢ厚9.5 2400Ｓ 塩ビ製

↓
倉庫(2)

倉庫(3)

Ｃ +1000 １００ Ｃ 化粧ＰＢ厚9.5 2400Ｓ 塩ビ製

倉庫
↓
倉庫
(1)(4) Ｃ +1000

ﾓﾙﾀﾙ金こて

１００ Ｃ 化粧ＰＢ厚9.5 2400Ｓ 塩ビ製

Ｃ複合フローリング厚18
構造用合板厚12・鋼製床下地

+1000 １００木製
ＳＯＰ塗

Ｃ
Ｗ Ｓ 木製

ＳＯＰ
タラップ
防球ネット吊パイプ

窓鉄格子・床換気口

窓鉄格子・床換気口

Ｃ構造用合板厚12・鋼製床下地 +1900 １００木製
ＳＯＰ塗

Ｃ
Ｗ 有孔ラワン合板厚5.5　ＳＯＰ塗

スノコ板張り　ＯＰ塗（ブドウ棚）

Ｗ 木製
ＳＯＰ

収納台車

改修前
倉庫

ｽﾃｰｼﾞ下 防水モルタル
スノコ板敷

Ｃ
モルタル塗　※一部ラス張り

Ｃ
Ｗ Ｗ床組あらわし

地袋
Ｓ 塩ビ製Ｃ 化粧ＰＢ厚9.5１００Ｃ +1000改修後

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

ＳＯＰ塗替え　躯体との取り合い部：モルタル補修

SUS防虫網新設(ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ止め)　20箇所

シナベニヤ厚6　ＳＯＰ塗(木下地)

改修用ルーフドレン堅型　125Φ

RC部ｼｰﾄ防水(立上り塗防水)　　廊下一部ルーフデッキ

折板かぶせ工法　@400
(下地)長尺ｶﾗｰ鉄板瓦棒葺　厚0.4@364　真木なし通し吊子
　　　木毛セメント板厚25　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ17kg敷

かぶせ工法(下地補修共)
　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.4葺き

防球ネット吊パイプ　暗幕撤去

2500

吹付タイル（下地処理共）
庇見付：吹付タイル・庇天端：塗膜防水
小梁側面型枠打放し部：高圧水洗

米松フローリング厚15　ＣＬ塗(木下地) 既設鉄部（トラス・母屋）ＳＯＰ塗替え
既設木毛ｾﾒﾝﾄ板　ＥＰ塗替え

複合フローリング厚21

Ｕ　Ｅ ２液形ポリウレタンエナメル

ＵＥ塗替

ＵＥ塗

ＵＥ塗替

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

RC部ｼｰﾄ防水既存のまま 一部撤去補修(屋根伏図参照)

塩ビ ビニールクロス張り（下地処理）

一部　長尺塩ビシート厚2.3(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

　４４

長尺塩ビシート(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

長尺塩ビシート(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

長尺塩ビシート(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

長尺塩ビシート(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

腰：モザイクタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地)



床 下 地 Ｈ 下 地 下地階

内　部　仕　上　表

Ｆ Ｌ 巾　木 廻縁

[塗装記号]

ＳＯＰ

Ｅ　Ｐ

Ｏ　Ｓ Ｕ　Ｃ

Ｐ　Ｕ

合成樹脂調合ペイント

クリアラッカー

オイルステイン

塩化ビニール樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

ウレタンクリアー 　Ｃ

　Ｓ

Ｃ　Ｂ

　Ｗ

ＡＬＣ

Ｐ　Ｂ

ＡＬＣ版

プラスターボード

鉄骨造

軽鉄下地

鉄筋コンクリート造 補強コンクリートブロック造

Ｓ　Ｔ　Ｗ ワックス 珪酸ｶﾙｼｳﾑ板
（無石綿）

木製下地

[下地・仕上記号]

（石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

ＳＰＢ ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

Ｆ　Ｅ フタル酸樹脂塗料

多彩模様塗料EP-M

Ｃ　Ｌ

Ｒ　Ｂ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

Ｍ　Ｅ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

（JIS A 6301）

Ｖ　Ｅ

改修前

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

（ＧＬ～）

天井高室　名 天　　井 備　　考腰　・　壁

Ｋ　Ｂ

合成樹脂エマルションペイント

１００Ｃ Ｃ

改修前

改修後

Ｃ Ｃ 木製

Ｐタイル(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＶＰ塗(ﾓﾙﾀﾙ下地)

ＺＣ吹付(ﾓﾙﾀﾙ下地)

Ｗ

仕上表（２）

２

改修後

階段室

±0

ﾓﾙﾀﾙ　VP塗

(ｷﾞｬﾗﾘｰ)

ｷﾞｬﾗﾘｰ

モルタル目地切り １００ﾓﾙﾀﾙ　VP塗 有孔ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚5.5　ＯＰ塗(木下地)
　　　　　　　　　　　　(ﾋﾞﾆｰﾙｻﾗﾝ・ﾌｪｻﾞｰｸﾞﾗｽ厚25張り)

有孔ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗

改修前 Ｗ １００杉　ＯＰ
Ｃ
Ｗ

ＶＰ塗(モルタル下地)

改修後

木製アピトンフローリング厚15 ±0 シナベニヤ厚6　ＯＰ塗(木下地) ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 Ｗ 2300
のぞき窓

改修前 Ｗ １００杉　ＯＰ
Ｃ
Ｗ

ＶＰ塗(モルタル下地)

改修後

木製アピトンフローリング厚15 ±0 シナベニヤ厚6　ＯＰ塗(木下地) ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 Ｗ 2300
のぞき窓

畳敷(木下地)

改修前

改修後

階段室
Ｗラワン １００杉　ＯＰ

Ｃ
Ｗ

ＶＰ塗(モルタル下地)
シナベニヤ厚6　ＯＰ塗(木下地) 木製ＰＢ厚9　ＡＥＰ塗 Ｗ

長尺塩ビシート厚2.3（下地処理） Ｃ １００ Ｃ
手摺ＳＯＰ塗替え

鋼製手摺
ノンスリップ

ＳＵＳノンスリップ

Ｃ ±0ひび割れ補修 １００ 有孔ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ厚5.5　ＳＯＰ塗(木下地)
　　　　　　　　　　　　(防湿ｼｰﾄ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ厚25張り)

Ｃ 木製Ｓ
ＳＯＰ

鋼製手摺

フローリング厚15（木下地） Ｗ １００±0
ＳＯＰ塗
木製

Ｃ
Ｗ 2300

のぞき窓

のぞき窓
フローリング厚15（木下地） Ｗ １００±0

ＳＯＰ塗
木製

Ｃ
Ｗ 2300

Ｗ １００木製
Ｃ
Ｗ 木製

ＳＯＰ

木製
ＳＯＰ

木製
ＳＯＰ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

シナベニヤ厚6　ＳＯＰ塗(木下地)

シナベニヤ厚6　ＳＯＰ塗(木下地)

シナベニヤ厚6　ＳＯＰ塗(木下地)

化粧ＰＢ厚9.5

化粧ＰＢ厚9.5

化粧ＰＢ厚9.5

↓

鉄はしご

鉄はしご

↓
放送室

倉庫(6)

倉庫(5)

控室

(ｽﾃｰｼﾞ)
米栂踏み板

ＵＣ塗

Ｕ　Ｅ ２液形ポリウレタンエナメル

ＵＥ塗替

ﾓﾙﾀﾙ　ＵＥ塗

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

物入れ

物入れ

手摺ＳＯＰ塗替え・一部新設
有孔ＰＢ厚9.5　ＥＰ塗

　４５



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

８ ９７６５４３２１

倉庫

洗面

150

UP

物入

管理室

1
5
0

倉庫

控室

玄関ホール

180

UP

UPｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

UP
UP

DN

ステージ 屋内運動場

１０

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

Ｄ’

Ｅ’

Ｆ’

Ｇ’

ロッカー室

女子ｼｬﾜｰ室

女子便所

ロッカー室

男子ｼｬﾜｰ室

男子便所

倉庫

倉庫
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0
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0
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0

5
,
2
0
0
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,
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0
0
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,
5
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0

5
,
9
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0

7
,
4
0
0

3
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

2
,
5
0
0
3
,
0
0
0
2
,
5
0
0
2
,
5
0
0
3
,
0
0
0
2
,
5
0
0

Ｇ’

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250 3,000 4,000 2,000

3,600 2,650 3,550 2,700

1,000

UP

UP

UP

150

150

150

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

UP

UP

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

１階平面図（改修前）

１階平面図（改修前）１／２００

床下倉庫撤去

ステージ撤去

木製階段撤去

床 下地仕上共撤去

床換気口撤去

床 仕上撤去

木造床組撤去

床 仕上撤去

既存土間撤去

既存土間撤去

玄関躯体撤去

ＲＣ造２階建

別棟撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

周囲ｶｯﾀｰ入れ

開口周囲はつり

上部建具撤去後

開口周囲はつり

上部建具撤去後

床 下地仕上共撤去

増築棟接続部・階段共

増築棟接続部・階段共

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

1
1
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

UP

UP

防球ネット撤去

(取付金物共)
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

２階平面図（改修前）１／２００

２階平面図（改修前）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

８ ９７６５４３２１ １０

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

36,500 3,000 6,000

3,600 2,650

4,000 2,0006,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

Ｇ’

DN

放送室

DN

控室

DN

6
,
0
0
0

4
,
4
0
0

1
,
5
0
0

1,000 2,600

1
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4
,
4
0
0

3,550 2,700

吹き抜け

ギャラリー

ギャラリー

ギャラリー

6,250 30,250 3,000 4,000 2,000

3,600 2,650 27,550 2,700

1
,
5
0
0

2
6
,
0
0
0

1
,
5
0
0

床 仕上撤去

木造床組撤去

ＲＣ造２階建

別棟撤去

ブドウ棚撤去

床 仕上撤去

木造床組撤去

ブレース設置部

床仕上撤去

周囲カッター入れ

ブレース設置部

床仕上撤去

周囲カッター入れ

躯体撤去

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ撤去

境界ｶｯﾀｰ入れ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

9
,
5
0
0

9
,
5
0
0

1
1
,
0
0
0

　　　　　　 支柱・横桟は既存のまま

手摺：⑦通側 天端 50A のみ撤去

天吊ロープ４本撤去
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

屋根図（改修前）１／２００

屋根伏図（改修前）

Ａ

Ｆ

７１

36,500

2
6
,
0
0
0

36,500

2
6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

（柱頭改修範囲）

屋根 仕上下地共撤去

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

鉄骨PL位置

500

RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

屋根 仕上下地共撤去

鉄骨PL位置

500 RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

屋根 仕上下地共撤去

鉄骨PL位置

500

RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

屋根 仕上下地共撤去

鉄骨PL位置

500RC立上り壁共

RC立上り壁撤去

柱頭改修範囲撤去図

1007
1
5

パラペット撤去
250

1,400

屋根 既存折板・瓦棒・木毛ｾﾒﾝﾄ板厚25撤去

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

既存折板（かぶせ工法）撤去

取付金物共
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Ｅ

Ｆ
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ステージ 屋内運動場

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

36,500 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

3
,
0
0
0
1
,
5
0
0

5
,
9
0
0

7
,
4
0
0

3
,
0
0
0

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

UP

UP

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

（全て）

１階平面図（改修後）１／２００

１階平面図（改修後）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

増築棟

上部開口閉塞

(RC壁新設)

上部開口閉塞

(RC壁新設)

添柱補強

（①・⑦通）

床 下地仕上共新設

床換気口新設

床ｺｰﾄ表示新設

倉庫(1)

倉庫(2)
床仕上新設

床仕上新設

床 下地仕上共新設

倉庫(3)

倉庫(4)

ステージ新設

木製階段新設

ステージ下部

土間新設

台車新設

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

堅樋SOP塗替

階段部床ひび割れ

モルタル充填補修

UP

UP

地袋

扉新設

屋内消火栓

(設備工事)

屋内消火栓

(設備工事)

消

消

図中　　は消火器位置を示す。消

誘

誘

誘

誘

消

図中　　は誘導標識（蓄光型）位置を示す。
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名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

８ ９７６５４３２１ １０
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1
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1
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,
0
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6
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4
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3,550 2,700

吹き抜け

ギャラリー

ギャラリー

ギャラリー

6,250 30,250 3,000 4,000 2,000

3,600 2,650 27,550 2,700

1
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5
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2
6
,
0
0
0

1
,
5
0
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1
1
,
0
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（全て）

２階平面図（改修後）１／２００

２階平面図（改修後）

増築棟

添柱補強

（①・⑦通）

ブレース設置

鉄部SOP塗

ブレース設置

鉄部SOP塗

ブドウ棚新設

床 仕上新設

木造床組共

木造床組共

床 仕上新設

工事名 相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

堅樋SOP塗替

扉新設

下屋新設
倉庫(6)

倉庫(5)

手摺：⑦通側 上部新設

扉新設

扉新設
屋内消火栓

(設備工事)

屋内消火栓

(設備工事)

図中　　は消火器位置を示す。消

誘

消

消

誘

消

屋内消火栓

(設備工事)

ふかし壁新設

図中　　は誘導標識（蓄光型）位置を示す。

物入れ

物入れ

　５０



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885200

Ａ

Ｆ

７１

36,500

2
6
,
0
0
0

36,500

2
6
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

屋根図（改修後）１／２００

屋根伏図（改修後）

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（柱頭改修範囲）

500

RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

500 RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

500

RC立上り壁共

（柱頭改修範囲）

500RC立上り壁共

屋根 仕上下地共新設屋根 仕上下地共新設

屋根 仕上下地共新設屋根 仕上下地共新設

100

柱頭改修範囲復旧図

7
1
5

RC立上り壁新設

D10-@200縦横共･端部差し筋ｱﾝｶｰD10

1-D13

ﾓﾙﾀﾙ金こて

250

RC立上り壁新設 厚120

6
3
0

120

ﾓﾙﾀﾙ金こて

1-D13

D10-@200縦横共

端部差し筋ｱﾝｶｰD10

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1,400

屋根 木毛ｾﾒﾝﾄ板厚25新設・屋根かぶせ工法新設

屋根かぶせ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.4葺き

既存シート防水端部補修
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

立面図（１）（改修前）

100

南立面図（改修前）１／１００

西立面図（改修前）１／１００

玄関躯体撤去既存土間撤去

増築棟接続部・階段共

既存土間撤去

増築棟接続部・階段共

玄関躯体撤去

開口周囲はつり

建具撤去後

庇　撤去

庇　撤去

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

既存屋根撤去

既存屋根撤去

増築棟接続部

壁タイル撤去壁タイル撤去

既存折板（かぶせ工法）撤去

取付金物共
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

東立面図（改修前）１／１００

北立面図（改修前）１／１００

立面図（２）（改修前）

開口周囲はつり

建具撤去後

玄関躯体撤去

開口周囲はつり

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ撤去後

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

既存折板（かぶせ工法）撤去

取付金物共
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

（全て）

（全て）

添柱補強

添柱補強

ＲＣ壁新設

ﾓﾙﾀﾙ金こて･周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

西立面図（改修後）１／１００

南立面図（改修後）１／１００

立面図（１）（改修後）

増築棟

増築棟 ※増築棟接続部は外壁塗装なし

屋根 かぶせ工法　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.4葺き

外壁

庇

軒天 アクリルリシン吹付（下地処理）

アクリルリシン吹付（下地処理）巾木

改修リスト

鉄部見掛り：ＳＯＰ塗

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

堅樋SOP塗替

SUS防虫網新設

既存床下換気口

下屋新設

吹付仕上(ﾓﾙﾀﾙ金こて目地切り)

RC腰壁厚120新設

開口閉塞開口閉塞
開口閉塞

見付：吹付タイル・天端：塗膜防水

吹付タイル（下地処理）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

（全て）

東立面図（改修後）１／１００

北立面図（改修後）１／１００

立面図（２）（改修後）

屋根 かぶせ工法　ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.4葺き

外壁

庇

軒天 アクリルリシン吹付（下地処理）

アクリルリシン吹付（下地処理）巾木

改修リスト

鉄部見掛り：ＳＯＰ塗

ＲＣ壁新設

ﾓﾙﾀﾙ金こて･周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

ＲＣ壁新設

ﾓﾙﾀﾙ金こて･周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

添柱補強

添柱補強増築棟

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

堅樋SOP塗替

（全て）

SUS防虫網新設

既存床下換気口

吹付タイル（下地処理）

見付：吹付タイル・天端：塗膜防水
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

断面詳細図（１）（改修前）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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断面詳細図（２）（改修前）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-088550
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FAX     088-622-0885Ａ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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図中　　はシーリングを示す。

特記なき限り、鉄部及び木部見え掛りはＳＯＰ塗（既存部はＳＯＰ塗替）とする。
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1
5

1
,
7
8
5

枠・額縁撤去

木製建具撤去

Ｂ’

モルタル下地撤去
タイル撤去

便所 便所 洗面 洗面

Ｃ ＤＢ’

ＯＰＥＮ

モルタル下地撤去

面台撤去

タイル撤去

タイル撤去

モルタル下地撤去

2
,
3
0
0

7
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

壁：モルタル撤去

壁：モルタル撤去

（モルタル金こて）

壁：モルタル撤去

カッター切り

1
5

1
,
8
8
5

枠・額縁撤去

木製建具撤去

展開図（２）（改修前）（改修後）

150

150

150

カッター切り カッター切り

カッター切り

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ解体撤去　t=150（ﾓﾙﾀﾙ共）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ解体撤去　t=150（ﾓﾙﾀﾙ共）

開口塞ぎ壁

150

周囲モルタル撤去
カッター切り

95

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

付鴨居30×40

モルタルひび割れ補修

（各共通）

枠・額縁撤去

木製建具撤去

1
5
0

1
,
5
4
0

3
6
0

1
,
9
0
0枠・額縁新設

金属製建具新設

カウンター撤去

1
,
3
0
0

6
0
0

金属製建具新設

木製額縁新設

金属製建具新設
枠・額縁新設

1
,
9
0
0

木製建具新設

枠・額縁新設

1
,
8
0
0

ｶｳﾝﾀｰ撤去

ＲＣ腰壁撤去

（ＰＢ厚15　目透し張り）

（ＬＧＳスタッド65）

巾木：塩ビ製

ＵＥ塗（モルタル金こて）

壁：ＵＥ塗（下地処理）

巾木：ＵＥ塗（モルタル金こて） ＵＥ塗（モルタル金こて） ＵＥ塗（モルタル金こて）
既設巾木：ＵＥ塗（下地処理）

壁：ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗

ＵＥ塗（モルタル金こて）

壁：ＵＥ塗（下地処理）

壁：ＵＥ塗（モルタル金こて）

壁：ＵＥ塗

壁：ＵＥ塗（下地処理）

巾木：ＵＥ塗（モルタル金こて） 壁：ＵＥ塗（モルタル金こて）

1,655 150

モルタルひび割れ補修

（各共通）

モルタルカッター切り

50　７０



ステージ撤去

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（改修前）
屋内運動場

ＦＥＤＣＢＡ

ＯＰＥＮ

校歌額縁

仮撤去復旧

枠・額縁撤去
木製建具撤去

枠・額縁撤去
木製建具撤去

壁：米松フローリング厚15撤去

胴縁共撤去

木製階段撤去

木製枠撤去

木製建具撤去

木製格子撤去

9
0
0

5
,
0
0
0

1
5

枠・額縁撤去
木製建具撤去

1
,
8
8
5

枠・額縁撤去
木製建具撤去

1
1
5
1
,
7
8
5

壁：米松フローリング厚15撤去

胴縁共撤去

（２箇所）

（２箇所）

（２箇所）

巾木：木製巾木撤去

枠撤去

展開図（3）（改修前）（改修後）

屋内運動場

ＦＥＤＣＢＡ

ＯＰＥＮ

校歌額縁

仮撤去復旧

9
0
0

5
,
0
0
0

（２箇所）

（２箇所）

（２箇所）

（改修後）

胴縁共新設

胴縁共新設

胴縁共新設

木製枠新設

ステージ新設

木製建具新設
枠・額縁新設

木製建具新設
枠・額縁新設

木製建具新設
枠・額縁新設

木製建具新設
枠・額縁新設

1
,
9
0
0

1
0
0
1
,
8
0
0

木製階段新設

木製建具新設

枠新設

木製格子新設

バスケットゴール撤去
仕上撤去
胴縁共撤去

巾木：木製巾木新設
壁：杉羽目板　厚12張り　OS塗

胴縁共新設

消火栓 消火栓

壁：フローリング厚15張り　CL塗

壁：フローリング厚15張り　CL塗

フローリング厚15張り　CL塗

　７１



カッター切り

周囲モルタル撤去

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（改修前）
屋内運動場

枠・額縁撤去
木製建具撤去

枠・額縁撤去
木製建具撤去

壁：有孔ラワンベニア厚5.5撤去

仮撤去復旧

ホワイトボード

巾木：木製巾木撤去

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

1
5
1
,
8
8
5

1
5
1
,
8
8
5

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

暗幕共
カーテンレール撤去

壁：既設モルタル面

バスケットゴール撤去

柱・梁：既設モルタル面

展開図（4）（改修前）（改修後）

壁：既設モルタル面壁：既設モルタル面

（ﾋﾞﾆｰﾙｻﾗﾝ・ﾌｪｻﾞｰｸﾞﾗｽ厚25張り)撤去

胴縁共撤去

150 150

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ解体撤去　t=150（ﾓﾙﾀﾙ共）
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ解体撤去　t=150（ﾓﾙﾀﾙ共）

防球ネット撤去

周囲モルタル撤去

カッター切り

設備

設備設備

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

屋内運動場

仮撤去復旧

ホワイトボード

設備

（改修後）

（防湿ｼｰﾄ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ厚25張り)

壁：有孔ラワンベニア厚5.5　目透し張り 胴縁共

木製額縁新設
金属製建具新設

木製額縁新設
金属製建具新設

1
,
2
0
0
8
0
0

2
,
0
0
0

木製額縁新設
金属製建具新設

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

木製額縁新設
金属製建具新設

木製額縁新設
金属製建具新設

1
,
9
0
0

姿見

消火栓

手摺り増設（詳細図参照）

ｻｰｼﾞｬﾝﾄﾒｰﾀｰ

開き戸新設
（詳細図参照）

撤去

開口塞ぎ壁

設備 設備

開口塞ぎ壁

姿見
新設

新設

巾木：木製巾木新設

ｻｰｼﾞｬﾝﾄﾒｰﾀｰ

撤去

1
,
8
9
5
3
0
0

壁：ＵＥ塗（下地処理） 壁：ＵＥ塗（下地処理）

柱・梁：ＵＥ塗（下地処理）

壁：ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（モルタル金こて） ＵＥ塗（モルタル金こて）

　７２



枠・額縁撤去
金属製建具撤去

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（改修前）
屋内運動場

２ ３ ４ ５ ６ ７

枠・額縁撤去
金属製建具撤去巾木：木製巾木撤去

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共
カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

バスケットゴール撤去 バスケットゴール撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

展開図（5）（改修前）（改修後）

カッター切り

周囲モルタル撤去

防球ネット撤去
柱・梁：既設モルタル面

壁：既設モルタル面

屋内運動場

２ ３ ４ ５ ６ ７

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

（改修後）

金属製建具新設
額縁新設

カーテンＢＯＸ新設

巾木：木製巾木新設タラップ：ＳＯＰ塗替え

カーテンＢＯＸ新設 カーテンＢＯＸ新設

金属製建具新設
木製額縁新設 木製額縁新設

金属製建具新設

カーテンＢＯＸ新設

バスケットゴール新設 バスケットゴール新設

立上り壁：ＥＰ塗（下地処理）

肋木撤去

手摺り：ＳＯＰ塗替え

ＵＥ塗（モルタル金こて） 壁：ＵＥ塗（下地処理）

柱・梁：ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（モルタル金こて）

開口閉塞

鉄部ＳＯＰ塗

　７３



金属製建具新設
額縁新設

カーテンＢＯＸ新設

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

（改修前）
屋内運動場

屋内運動場
（改修後）

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

２３４５６７

枠・額縁撤去
金属製建具撤去 巾木：木製巾木撤去

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共
カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

カーテンレール撤去
暗幕共

バスケットゴール撤去バスケットゴール撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

カッター切り

周囲モルタル撤去

防球ネット撤去
柱・梁：既設モルタル面

壁：既設モルタル面

２３４５６７

枠・額縁撤去
金属製建具撤去

巾木：木製巾木新設

カーテンＢＯＸ新設カーテンＢＯＸ新設

金属製建具新設
木製額縁新設木製額縁新設

金属製建具新設

カーテンＢＯＸ新設

バスケットゴール新設バスケットゴール新設

展開図（6）（改修前）（改修後）

立上り壁：ＥＰ塗（下地処理）

手摺り：ＳＯＰ塗替え

壁：ＵＥ塗（下地処理） ＵＥ塗（モルタル金こて）

柱・梁：ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（モルタル金こて）

開口閉塞

鉄部ＳＯＰ塗

　７４



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

（各面共通）（胴縁共）

壁：シナベニア厚6撤去

木製廻縁ＳＯＰ塗共

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

（各面共通）

150

150

壁：シナベニア厚6撤去

木製巾木撤去
（各面共通）

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

周囲モルタル撤去
カッター切り

9
0
0

2
,
2
5
0

1
,
1
0
02
,
3
0
0
5
0
0
2
,
3
0
0

2
,
2
5
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

1
,
7
0
0

（各面共通）
ブドウ棚撤去

6
,
5
0
0

木製巾木撤去 （各面共通）

ステージ

壁：既設モルタル面
壁：既設モルタル面壁：既設モルタル面

壁：既設モルタル面

天井撤去
木製廻縁撤去（各面共通）

天井撤去
木製廻縁撤去（各面共通）

木製廻縁撤去

木製階段撤去

倉庫

木製階段撤去

ＦＥＤＣＢＡ

カッター切り
周囲モルタル撤去

ガラスブロック撤去（3箇所）

（各面共通）
木製巾木撤去

ＯＰＥＮ

金属製建具撤去
木製額縁撤去

ＯＰＥＮ

金属製建具撤去
木製額縁撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

150

1
,
8
8
5

1
5

周囲モルタル撤去
カッター切り

木製階段撤去

木製巾木撤去

150

150

9
0
0

2
,
2
5
0

1
,
1
0
02
,
3
0
0
5
0
0
2
,
3
0
0

2
,
2
5
0

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

（各面共通）

6
,
5
0
0

ステージ

（各面共通） （各面共通）

ＦＥＤＣＢＡ

ＯＰＥＮＯＰＥＮ
150

ブドウ棚新設

壁：既設モルタル面

木製巾木新設　ＳＯＰ塗
（各面共通）

木製階段新設

天井新設
木製廻縁共

天井新設
木製廻縁共

木製階段新設

木製廻縁撤去
天井ＰＢ厚9撤去

開口塞ぎ壁 （3箇所）

モルタル金こて

（各面共通）
カーテンＢＯＸ新設

金属製建具新設
木製額縁新設

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

（各面共通）
目透し張り

（各面共通）
木製巾木新設　ＳＯＰ塗

カーテンＢＯＸ新設

木製額縁新設
金属製建具新設

木製建具撤去
枠・額縁撤去

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

カーテンレール撤去

モルタルひび割れ補修

（各共通）

（胴縁共）

天井ＰＢ厚9撤去
（木下地共）

（木下地共）

木製廻縁撤去

天井ＰＢ厚9撤去
（木下地共）

壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗
（胴縁共）

（木下地共）
木製廻縁ＳＯＰ塗共
（木下地共）

木製廻縁ＳＯＰ塗共
（木下地共）

（各面共通）
目透し張り

壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗
（胴縁共）

1
,
9
0
0

展開図（７）（改修前）（改修後）

ａｂ

部展開図ａ 部展開図ｂ

ａ ｂ

部展開図ａ

（改修前）
ステージ

部展開図ｂ

ステージ
（改修後）

ａｂ

部展開図ａ 部展開図ｂ

ａ ｂ

部展開図ａ部展開図ｂ

倉庫

天井：化粧ＰＢ厚9.5　 天井：化粧ＰＢ厚9.5　 天井：化粧ＰＢ厚9.5

壁：既設モルタル面

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

ＵＥ塗（モルタル金こて）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理） ＵＥ塗（下地処理） ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（モルタル金こて）

100　７５

壁：GL張り 壁：GL張り



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

1
,
8
8
5

（改修前）
ステージ

倉庫

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

2
,
3
0
0

5
0
0

2
,
3
0
0

2
,
2
5
0

6
,
5
0
0

木製廻縁撤去
天井ＰＢ厚9撤去

木製廻縁撤去
天井ＰＢ厚9撤去

壁：シナベニア厚6撤去

壁：シナベニア厚6撤去木製巾木撤去 壁：シナベニア厚6撤去

2
,
3
0
0

木製巾木撤去

木製階段撤去

木製建具撤去
枠・額縁撤去

ＯＰＥＮ

ステージ

ステージ

Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

2
,
3
0
0

5
0
0

2
,
3
0
0

2
,
2
5
0

6
,
5
0
0

2
,
3
0
0

ＯＰＥＮ

ステージ

（改修後）

木製建具新設
枠・額縁新設

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

展開図（8）（改修前）（改修後）

5
,
0
0
0

目透し張り
壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗

（胴縁共） 目透し張り
壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗
（胴縁共）

（胴縁共）目透し張り
壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗

木製廻縁ＳＯＰ塗共
（木下地共）

木製廻縁ＳＯＰ塗共
（木下地共）

1
5

枠・額縁撤去
木製建具撤去

（胴縁共）
（胴縁共）

（木下地共） （木下地共）

1
,
9
0
0

枠・額縁撤去
木製建具撤去

天井：化粧ＰＢ厚9.5　 天井：化粧ＰＢ厚9.5　

5
,
0
0
0

（胴縁共）

（各面共通）
木製巾木新設　ＳＯＰ塗木製階段新設

控室（別図参照） 放送室（別図参照）

倉庫（6）（別図参照）倉庫（5）（別図参照）

100　７６



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

Ａ

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

20×30

枠・額縁撤去

木製建具撤去

40×100

枠・額縁撤去

木製建具撤去

枠・額縁撤去

木製建具撤去

25×50

枠・額縁撤去

木製建具撤去

（各面共通）

巾木：木製巾木撤去

FIX FIX

FIX FIX

Ａ（改修前）

金属製建具撤去

2
,
2
5
0

FIXFIX

FIXFIX

1
1
51
5

FIX FIX

2Ｆ控室

ギャラリ－

2
,
3
5
0

FIX FIX

1
,
7
8
5

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

Ｂ

20×30
40×100

1
,
3
0
0

3
0
0

1
5

1
,
7
8
5

枠・額縁撤去

木製建具撤去

枠・額縁撤去

木製建具撤去

25×50

枠・額縁撤去

木製建具撤去

Ｃ Ｄ

1
5

1
,
7
8
5

枠・額縁撤去

木製建具撤去

2
,
3
0
0

（各面共通）

壁：シナベニア厚6撤去

（各面共通）

天井撤去

木製廻縁撤去（各面共通）

FIX FIX

FIX FIX

Ａ

2
,
2
5
0

FIXFIX

FIXFIX FIX FIX

ギャラリ－

2
,
3
5
0

FIX FIX

Ｂ

1
,
3
0
0

3
0
0

Ｃ Ｄ（改修後）

金属製建具新設

カーテンＢＯＸ新設
天井新設

木製廻縁新設　ＳＯＰ塗
（各面共通）

（各面共通）

（改修前） Ｄ

2
,
3
0
0

枠・額縁撤去

木製建具撤去

巾木：木製巾木撤去

（各面共通）

（各面共通）

壁：シナベニア厚6撤去

20×30
40×100

枠・額縁撤去

木製建具撤去

25×50

9
0
0

9
0
0 1
,
3
0
0

3
0
0

1
5

1
,
7
8
5

Ａ Ｂ

木製間仕切撤去

FIXFIX

FIXFIXFIX FIX

FIX FIX

1
5

FIXFIX

ギャラリ－

FIXFIX

2
,
3
5
0

1
,
7
8
5

1
1
5

Ｃ

金属製建具撤去

カーテンレール撤去
カーテンＢＯＸ撤去

暗幕共

2Ｆ放送室

枠・額縁撤去

木製建具撤去

1
,
7
8
5

1
5

木製間仕切撤去

Ｄ

2
,
3
0
0

20×30
40×100

25×50

9
0
0

9
0
0 1
,
3
0
0

3
0
0

Ａ Ｂ

FIXFIX

FIXFIXFIX FIX

FIX FIXFIXFIX

ギャラリ－

FIXFIX

2
,
3
5
0

Ｃ（改修後）

木製建具新設

枠・額縁新設

枠・額縁新設

木製建具新設

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

（各面共通）

木製巾木新設　ＳＯＰ塗

木製建具新設

枠・額縁新設

木製建具新設

枠・額縁新設

金属製建具新設

カーテンＢＯＸ新設

木製建具新設

枠・額縁新設

既設モルタル面：

既設モルタル面：

カーテンレール撤去
木製廻縁撤去

天井撤去
（各面共通） 暗幕共

（各面共通）
天井新設

木製廻縁新設

既設モルタル面を示す。

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

カーテン共

一部梁型モルタル補修

梯子仮撤去復旧

梯子：ＳＯＰ塗替え

既設竪樋

既設竪樋：
ＳＯＰ塗替え

既設竪樋

既設竪樋：
ＳＯＰ塗替え

（胴縁共） 9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

1
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

目透し張り
壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗

（胴縁共）

1
,
8
0
0

（胴縁共）

1
,
8
0
0

1
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

目透し張り （胴縁共）
壁：シナベニア　厚6張り　ＳＯＰ塗

（各面共通）

展開図（9）（改修前）（改修後）

消火栓

2
,
3
0
0

消火栓

2Ｆ倉庫（5）

2Ｆ倉庫（6）

ＵＥ塗（下地処理）

ＵＥ塗（下地処理）

物入れ新設

物入れ新設

50　７７



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ 100,200

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

８７６５４３２１

150

1
5
0

180

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

36,500 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

根太掛 60×120

大引 105×105

根太 50×60@350

下張板　杉厚21

巾100内外　斜張

ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15

根太掛 57×175

土台 120×120

柱 115×115

大引 115×235

根太掛 57×175

AB13Φ1.0M内

40×130@350

１

3,600

105×360

105×210

105×360

根太45×45

大引90×60

90×90

60×90

36×105

105×150

135×210

105×210

105×360

6
,
0
0
0

1
4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

１

3,600

105×150

105×210

6
,
0
0
0

1
4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

釣木受　末口120丸太

105×210

ｽﾉｺ板18×100

ｽｷﾏ30

根太 35×100@400

大引115×175

釣りﾎﾞﾙﾄΦ16@1800

105×105

根太掛 57×175

ABΦ13@1200

ステージ正面軸組図　　１／１００

Ａ

8
2
0

6,550450

1
,
0
0
0

間柱受105×105
Ａ部

箱金物FB5×50

135×135

13Φ

C-100×50×20×2.3

2C-120×60×20×3.2

2PL-6.0

米松115×145

36×120

AB13Φ@1500AB16Φ@1500

135×135 120×120

36×135

135×135

60×135

135×210

135×210

１

ステージ側面軸組図　　１／１００

105×360

105×150

105×210

箱金物FB5×50

箱金物FB5×50

羽子板16Φ

60×105

105×105

36×105

AB13Φ

Ａ部取付詳細図　　１／２０

140

60

120

ﾎﾞﾙﾄ13Φ

PL3.2

900 900

16Φ

2PL-6 2PL-3.2

2C-100×50×20×3.2

2C-120×60×20×3.2

ステージ上鉄骨梁及び反射板受鉄骨詳細図　　１／５０

9
0
0

反射板受1600@　９箇所

PL-4.5
B-2×13Φ

1,380

4
5
0

L-60×60×6

L-60×60×6

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

床伏図・軸組図（改修前）

※既存のままとする

※既存のままとする
※壁軸組は既存のままとする ※壁軸組は既存のままとする

※木造床組を撤去する

※木造床組を撤去する ※木造床組を撤去する

１階床伏図(改修前)　1/200 ２階床伏図(改修前)　1/200 ブドウ棚床伏図(改修前)　1/200

　７９



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100,200Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

８７６５４３２１

150

1
5
0

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

36,500 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

１

3,600

105×360

105×210

105×360

根太45×45

大引90×60

90×90

60×90

36×105

105×150

135×210

105×210

105×360

6
,
0
0
0

1
4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

１

3,600

6
,
0
0
0

1
4
,
0
0
0

6
,
0
0
0

大引115×175

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

床伏図（改修後）

１階床伏図（改修後）1/200 ２階床伏図（改修後）1/200 ブドウ棚床伏図（改修後）　1/200

150350

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ厚120

天端GL+1000

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ厚120

天端GL+100

根太掛 115×175

ABΦ13@900

米松30×300

135×135

釣りﾎﾞﾙﾄΦ16@1200

根太 105×105 @450

ﾓﾙﾀﾙ塗部分

ﾓﾙﾀﾙ塗部分

　８０



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ 200

あ

い

う

え

お

か

き

く

天井仕上リスト

ＣＰＢ　ＡＥＰ塗

米松フローリング　ＣＬ塗

石綿板厚4.5　ＶＰ塗

木毛セメント板厚18

有孔ＰＢ　ＡＥＰ塗

モルタル金こて　ＶＰ塗

ベニヤ型枠コンクリート打放し

モルタル刷毛引き　リシン吹付

カーテンボックス

天井伏図（改修前）

木下地共撤去

木下地共撤去

木下地共撤去

撤去

７６５４３２１

36,500

3,600 2,650

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

ｽﾉｺ板18×100

ｽｷﾏ30

い

あ

あ

あ

あ

お

お

お

お

か

か

か

く

Ｃ

Ｃ

２階天井伏図（改修前）　　１／２００

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

８７６５４３２１

150

1
5
0

180

36,500 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

3
,
0
0
0
1
,
5
0
0

5
,
9
0
0

7
,
4
0
0

3
,
0
0
0

９ １０

Ａ’

Ｂ’

Ｃ’

Ｄ’

Ｅ’

Ｆ’

Ｇ’
ロッカー室

女子ｼｬﾜｰ室

女子便所

ロッカー室

男子ｼｬﾜｰ室

男子便所

倉庫

倉庫

6,000

4,000 2,000

1
6
,
0
0
0

2
,
5
0
0
3
,
0
0
0
2
,
5
0
0
2
,
5
0
0
3
,
0
0
0
2
,
5
0
0

4,000 2,000 1,000

150

150

150

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

ﾓﾙﾀﾙ

い

う

う

う

う

う

う

え

え

き

く

Ｃ

Ｃ

１階天井伏図（改修前）　　１／２００

撤去

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

1
1
,
0
0
0

木下地共撤去

ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ OP塗　解体撤去

　８１



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ 200

あ

い

う

え

お

か

き

く

天井仕上リスト

Ｃ カーテンボックス

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

８７６５４３２１

150

1
5
0

36,500 3,000

3,600 2,650 3,550 2,700

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

あ

あ

あ

あ

あ

あ

き

く

Ｃ

Ｃ

増築棟

１階天井伏図（改修後）　　１／２００

天井伏図（改修後）

７６５４３２１

36,500

3,600 2,650

6,250 6,000 6,000 6,000 6,000 6,250

い

あ

あ

あ

あ

お

お

お

か

か

か

く

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

3
,
0
0
0
1
,
5
0
0

5
,
9
0
0

7
,
4
0
0

3
,
0
0
0

増築棟

２階天井伏図（改修後）　　１／２００

化粧ＰＢ厚9.5 Ｓ下地

Ｓ下地

アクリルリシン吹付（下地処理）

－

－

－

新設

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

木下地

有孔ＰＢ厚9.5　ＥＰ塗

け 弾性系吹付タイル（下地処理）

け

け

既設のまま

き

くけ

Ｃ

Ｃ
お

断面詳細参照

く く

ブレース設置

ブレース設置

モルタル補修

新設450各天井点検口

あ

天井見切縁：木製100*30　ＳＯＰ塗

ＵＥ塗（下地処理）

フローリング　厚15張り　ＣＬ塗
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号
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符

号
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材質・仕上

硝子
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枠 沓摺
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特記事項 注：○印のついたものを採用する 共通略号符号の略号 法規の略号

ガラスの略号

枠の形状

沓摺の形状

金物の略号

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＨ

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

Ｐ

アルミ製扉

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

シャッター

木製扉

木製窓

木製ガラリ

ふすま

障子

パーティション

ＡＬ

Ｓ

ＳＴ

ＨＬ

ＭＬ

ＳＯＰ

ＡＥ－Ｙ

ＦＳ－Ｙ

附

オペ

ＬＣ

ＵＣ

ＬＥ

ＯＳ

ＰＲ

ＭＲ

ＳＵ

アルミ

スチール

ステンレス

ヘアライン仕上

磨き仕上

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂エナメル焼付け

フッソ樹脂塗料焼付け

附属金物一式

オペレーター装置

クリアラッカー

ウレタンクリアー

ラッカーエナメル

オイルステイン

ポリエステル化粧板

メラミン化粧板

スプルース

常開

常閉

煙

進

ＦＬ

Ｇ

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＫＦＬ

ＨＦＬ

ＴＦＬ

常時開放式

常時閉鎖式

煙感知器連動

非常用進入口

フロート板ガラス

スリガラス

型板ガラス

網入り磨き板ガラス

網入り型板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ｈ
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ＡＨ
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Ｔ

Ｔ－Ｂ

ＦＯ

ＥＫ
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Ｋ
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ＨＴＫ

ＨＹＫ
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Ｌ

ＡＧ

ＴＯ

ＳＯ

ＦＴＯ

ＬＳ

ＬＴ

ＬＦ

ＳＳ

丁番

ピボットヒンジ

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ラバトリーヒンジ

ドアチェック

アームストッパー

戸当り

帽子掛け付き戸当り

フランス落し

円筒錠

本締錠

空錠

レバーハンドル錠

引戸錠

ホテル錠

表示錠

グレモン錠

ラバトリーラッチ

棒取手

引手

取手

二重水切

アングルピース

アルミ額縁

戸車

底車

フラッター戸車

ステンレスレール

真鍮レール

フラッターレール

Ｆ Ｇ

Ｆ

ＫＨ

ＢＫ

敷居すべり

分電盤錠

ＭＫ マグネットキャッチ

アルミ型材レールＬＡ

ケースハンドル錠

ＬＨ

非 非常開放装置

ＲＨ レバーハンドル

新鳥 新鳥ノ子紙

雲花 雲花紙

ガラリの形状

Ａ Ｂ Ｃ

特定

防 防火設備

特定防火設備

強化ガラス
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建具表（１）（改修前）

１

ＳＷ 運動場他 ４

引違い窓
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9
0
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ＦＬ－３

引手・クレセント

ＳＷ
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ＳＴＷ
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ＷＤ
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ＷＧ

Ｆ

Ｓ

Ｐ

アルミ製扉

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

シャッター

木製扉

木製窓

木製ガラリ

ふすま

障子

パーティション

ＡＬ

Ｓ

ＳＴ

ＨＬ

ＭＬ

ＳＯＰ

ＡＥ－Ｙ

ＦＳ－Ｙ

附

オペ

ＬＣ

ＵＣ

ＬＥ

ＯＳ

ＰＲ

ＭＲ

ＳＵ

アルミ

スチール

ステンレス

ヘアライン仕上

磨き仕上

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂エナメル焼付け

フッソ樹脂塗料焼付け

附属金物一式

オペレーター装置

クリアラッカー

ウレタンクリアー

ラッカーエナメル

オイルステイン

ポリエステル化粧板

メラミン化粧板

スプルース

常開

常閉

煙

進

ＦＬ

Ｇ

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＫＦＬ

ＨＦＬ

ＴＦＬ

常時開放式

常時閉鎖式

煙感知器連動

非常用進入口

フロート板ガラス

スリガラス

型板ガラス

網入り磨き板ガラス

網入り型板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ｈ

ＰＨ

ＦＨ
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ＤＴ

ＡＳ

Ｔ
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ＥＫ
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Ｋ

ＲＫ

ＨＩＫ
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ＨＹＫ
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Ｍ

Ｌ

ＡＧ

ＴＯ

ＳＯ

ＦＴＯ

ＬＳ

ＬＴ

ＬＦ

ＳＳ

丁番

ピボットヒンジ

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ラバトリーヒンジ

ドアチェック

アームストッパー

戸当り

帽子掛け付き戸当り

フランス落し

円筒錠

本締錠

空錠

レバーハンドル錠

引戸錠

ホテル錠

表示錠

グレモン錠

ラバトリーラッチ

棒取手

引手

取手

二重水切

アングルピース

アルミ額縁

戸車

底車

フラッター戸車

ステンレスレール

真鍮レール

フラッターレール

Ｆ Ｇ

Ｆ

ＫＨ

ＢＫ

敷居すべり

分電盤錠

ＭＫ マグネットキャッチ

アルミ型材レールＬＡ

ケースハンドル錠

ＬＨ

非 非常開放装置

ＲＨ レバーハンドル

新鳥 新鳥ノ子紙

雲花 雲花紙

ガラリの形状

Ａ Ｂ Ｃ

特定

防 防火設備

特定防火設備

強化ガラス

ヶ所 ヶ所 ヶ所

100Ａ

１

建具表（２）（改修前）

ＷＤ 運動場 ４

片開きフラッシュ戸

800

1
,
8
8
5

シナベニヤ厚６　オイルペンキ塗

ＰＨ・ロック錠

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

ＰＨ・ロック錠

２

管理室 １

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

Ｆ－３

700

1
,
7
9
0

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

ＰＨ・ロック錠

１

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

Ｆ－３

３

便所

1
,
7
5
0

600

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

800

ＰＨ・ロック錠

４

管理室 １

シナベニヤ厚４・ラワンベニヤ　片面ｵｲﾙﾍﾟﾝｷ塗

1
,
7
8
5

ＷＤ 運動場

1
,
8
8
5

シナベニヤ厚６　オイルペンキ塗

５

２

1,200

ＰＨ・ロック錠・ＦＯ・ドアチェック

ＷＤ

両開きフラッシュ戸６

ステージ

ラワンベニヤ　オイルペンキ塗

イ双100　2枚吊・ロック錠・ＦＯ

１

親子開きフラッシュ戸

1,120

1
,
7
0
0

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

Ｆ－３

７

控室 ２

ＰＨ・ロック錠・アームストッパー

1
,
7
8
5

800

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

２

ＰＨ・ロック錠・アームストッパー

1
,
7
8
5

800

８

２階ギャラリー

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

１

シナベニヤ厚４・ラワンベニヤ　片面ｵｲﾙﾍﾟﾝｷ塗

９

ステージ

650

9
0
0

イ双75　２枚吊・フランス取手

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

２

800

１０

外部便所

1
,
7
8
0

Ｔ１･２シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

ＰＨ・ロック錠・ドアチェック

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

外部便所

１１

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ・ﾗﾊﾞﾄﾘｰｽﾄﾗｲｸ・ロック錠・表示器

６

600

1
,
8
0
0

ＷＷ

１

ステージ ２

引違い窓

杉　オイルペンキ塗

ＦＬ－３

レール・戸車

1,500

9
0
0

ＷＤ ステージ １ ＷＤ

シナベニヤ厚４　オイルペンキ塗

Ｆ－３

控室

800

６’ 片開きフラッシュ戸

800

8
0
0

シナベニヤ厚４・ラワンベニヤ　片面ｵｲﾙﾍﾟﾝｷ塗

丸面取手

７’

１

ＰＨ・ロック錠・ドアチェック

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

1
,
8
0
0
3
5
4
4
0

35 733 35 733

2
,
3
0
0

片開きフラッシュ戸付木製間仕切

FIX

FIX

FIX

FIX

FIXFIXFIX
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

１ １ ４

２

３

２２

３３

１ １ ４

２

３

２２

３３

２

ＷＤ

５

ＷＤ

５

Ｋ

２

Ｋ Ｋ Ｋ

２

Ｋ

４４４

Ｋ Ｋ

３ ５

Ｋ

２

Ｋ Ｋ Ｋ

２

Ｋ

４４４

Ｋ Ｋ

３ ５

ＷＤ

４

Ｋ

Ｋ

１

１

ＳＤ

２

ＷＤ
ＷＤ

ＷＷ

１

７
８

ＷＷ

１

ＷＤ

９

ＷＤ

７

ＷＤ

８

９

９

UP

物入

ホール

UP

UP

ステージ 屋内運動場

UP

UP

倉庫(2)

倉庫(3)

DN

DN

DN

吹き抜け

ギャラリー

ギャラリー

ギャラリー

１階建具配置図（改修後）１／２００ ２階建具配置図（改修後）１／２００

１．２階建具配置図（改修後）

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

６

ＡＷ

ＡＷ

倉庫(4)

倉庫(1)

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷＡＷ

ＡＷＡＷ ＡＷ

ＡＷ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

ＳＤＳＤ

ＳＤＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

４

５

ＳＤ

４

ＳＤ

５

７

ＡＷ

５

ＡＷ

５

ＳＤ

６

ＡＷ

８

ＷＷ

２

ＷＷ

２

倉庫（5）

倉庫（6）

200Ａ 　８６



小窓　200φ

ＦＬ－５

工事名

名　称

図　番

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ｓ：１／ 年 月

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

特記事項 注：○印のついたものを採用する 共通略号符号の略号 法規の略号

ガラスの略号

枠の形状

沓摺の形状

金物の略号

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＨ

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

Ｐ

アルミ製扉

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

シャッター

木製扉

木製窓

木製ガラリ

ふすま

障子

パーティション

ＡＬ

Ｓ

ＳＴ

ＨＬ

ＭＬ

ＳＯＰ

ＡＥ－Ｙ

ＦＳ－Ｙ

附

オペ

ＬＣ

ＵＣ

ＬＥ

ＯＳ

ＰＲ

ＭＲ

ＳＵ

アルミ

スチール

ステンレス

ヘアライン仕上

磨き仕上

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂エナメル焼付け

フッソ樹脂塗料焼付け

附属金物一式

オペレーター装置

クリアラッカー

ウレタンクリアー

ラッカーエナメル

オイルステイン

ポリエステル化粧板

メラミン化粧板

スプルース

常開

常閉

煙

進

ＦＬ

Ｇ

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＫＦＬ

ＨＦＬ

ＴＦＬ

常時開放式

常時閉鎖式

煙感知器連動

非常用進入口

フロート板ガラス

スリガラス

型板ガラス

網入り磨き板ガラス

網入り型板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ｈ

ＰＨ

ＦＨ

ＡＨ

ＤＴ

ＡＳ

Ｔ

Ｔ－Ｂ

ＦＯ

ＥＫ

ＨＫ

Ｋ

ＲＫ

ＨＩＫ

ＨＴＫ

ＨＹＫ

ＲＲ

ＧＫ

ＢＴ

ＨＴ

ＴＴ

Ｍ

Ｌ

ＡＧ

ＴＯ

ＳＯ

ＦＴＯ

ＬＳ

ＬＴ

ＬＦ

ＳＳ

丁番

ピボットヒンジ

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ラバトリーヒンジ

ドアチェック

アームストッパー

戸当り

帽子掛け付き戸当り

フランス落し

円筒錠

本締錠

空錠

レバーハンドル錠

引戸錠

ホテル錠

表示錠

グレモン錠

ラバトリーラッチ

棒取手

引手

取手

二重水切

アングルピース

アルミ額縁

戸車

底車

フラッター戸車

ステンレスレール

真鍮レール

フラッターレール

Ｆ Ｇ

Ｆ

ＫＨ

ＢＫ

敷居すべり

分電盤錠

ＭＫ マグネットキャッチ

アルミ型材レールＬＡ

ケースハンドル錠

ＬＨ

非 非常開放装置

ＲＨ レバーハンドル

新鳥 新鳥ノ子紙

雲花 雲花紙

ガラリの形状

Ａ Ｂ Ｃ

特定

防 防火設備

特定防火設備

100Ａ

強化ガラス

１ヶ所ＳＤ

１

ＳＤ

２

4,100
1,000 50 2,000 50 1,000

ＳＤ

4,100
1,000 50 2,000 50 1,000

３

運動場 ４ ヶ所

６

２階ギャラリー ヶ所

１

運動場他 ４

引違い窓

1,800

9
0
0

引違い窓

1,800

２

運動場

4
0
0

9
0
0

３ ２連引違い窓

運動場

1,800 70 1,800
3,670

引違い窓４

２

1,200

9
0
0

５ ６ ８

２２階ギャラリー

９

6
8
0
6
8
0
2
,
2
0
0

２４連引違い窓

２Ｋ

１

運動場

鉄格子

1,045

1
,
9
1
5

FB32×6

Ｋ 運動場

鉄格子

Ｋ 運動場

鉄格子

Ｋ 運動場

鉄格子

２Ｋ 運動場

鉄格子２ ３ ４ ５

６４

※部材はＫ１に同じ ※部材はＫ１に同じ ※部材はＫ１に同じ ※部材はＫ１に同じ

3,700

9
3
0

9
3
0

1
,
9
8
5 2
,
9
1
5

1,045 5 5 1,0452,050
1,830

4
3
0

1,830

9
3
0

建具表（１）（改修後）

ＡＷ

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

ＡＷ

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

ＦＬ－５

ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

２ １ 1

1
,
1
0
0

1,500 70 1,500
3,070

２連引違い窓

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

Ｆ－４

倉庫（3） 倉庫（2）

ＡＷ

FIX FIX

FIX FIX

アルミ

ＦＬ－５

Ｓ　　　ＳＯＰ塗 Ｓ　　　ＳＯＰ塗 Ｓ　　　ＳＯＰ塗 Ｓ　　　ＳＯＰ塗 Ｓ　　　ＳＯＰ塗

２

×２４（参考図参照）

（金属製建具）

１．

・カラー  （陽極酸化皮膜９μｍ、着色系塗膜７μｍ）

表面処理は、  ・シルバー（陽極酸化皮膜９μｍ、透明系塗膜７μｍ）

・塗装皮膜（２５μｍ）

２．アルミ製建具は、（・ＲＣ・面一・ＡＬＣ・鉄骨・木造）用サッシとし、

＜・ブロンズ・ホワイト・ブラック・ステンカラー＞

＜・アクリル樹脂系・ポリウレタン樹脂系・フッソ樹脂系＞

３．アルミ製建具のガラス押えは（・ガスケット・シリコンシーリング）とし、その他特記なき限りシリコンシーリングとする。

４．網戸付きの場合、ネットは（・塩ビ・ステンレス・レックス）製とする。

５．オペレーター装置は、特記なき限り手動式埋込ハンドルボックスとし、カラー色とする。

（木製建具）

１．

２．建具製作にあたり、現場寸法確認の上施工図を提出し、監督員の承認を得た後製作にかかる事。

（共通）

１．

２．

建具金物は、特記なき限りステンレス製とする。

マスターキーは、（・要・不要）である。

６．建具見込は特記なき限り、アルミ製（７０）、スチール製（９０）、ステンレス製（９０）とする。

建具見込は特記なき限り、フラッシュ戸（３６）、ＳＰ（８０）、ガラス窓（３０）、障子（３０）、ふすま（１８）とする。

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

ホール ＳＤ

４

２倉庫（1）（4）

800

1
,
9
0
0

片開きフラッシュ戸

Ｓ　　　　ＳＯＰ塗

Ｈ・ＤＴ・ＲＫ

Ｂ-ＳＯＰ塗

ＳＤ

1
,
9
0
0

Ｓ　　　　ＳＯＰ塗

Ｂ-ＳＯＰ塗

２

５

倉庫（2）（3）

両開きフラッシュ戸

1,600

Ｈ・ＤＴ・ＲＫ・ＦＯ

1

ハンガー戸

2
0
0

外付ﾀｲﾌﾟ戸袋なし三方枠付

化粧鋼板　厚0.6

Ｆ－４

2
,
0
0
0

把手・ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・附

枠：ＳＯＰ

ＳＤ

120

150

7
5
0

800

Ｆ－４

600

6
0
0

すべり出し窓

２倉庫（3）（4）

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

Ｆ－４

倉庫（1）（4）

７

1,500 70 1,500
3,070

アルミ

Ｆ－４

２連引違い窓

3
6
0

附・Ｌ

アルミ

附・Ｍ・Ｌ

1２階ギャラリー

8
0
0

940

1,400100 100

1
0
0

1
0
0

6
6
0

附・Ｍ・ＡＧ

アルミ製建具は、耐風圧性Ｓ－４．気密性Ａ－３．水密性Ｗ－４とし、枠見込は特記なき限り７０ mmとする。

9Φ

FB25×6

控え室はＦ－４

引分け錠・引手

Ｆ－ＦＥ塗 Ａ-ＳＴ（ＨＬ） Ａ-ＳＴ（ＨＬ） Ａ-ＳＴ（ＨＬ）

袖FIX付引分けハンガー戸

ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ・ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ・戸当り・ｽﾄｯﾊﾟ-・ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ-・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　一式

化粧ｶﾊﾞｰ：焼付塗装

Ｓ　ﾌﾗｯｼｭ扉及びﾊﾟﾈﾙ部-ﾒﾗﾐﾝ焼付塗装

ﾗﾝﾏ袖FIX付引分けハンガー戸

Ｓ　ﾌﾗｯｼｭ扉及びﾊﾟﾈﾙ部-ﾒﾗﾐﾝ焼付塗装

Ｆ－ＦＥ塗

ﾄﾞｱﾊﾝｶﾞｰ・ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ・戸当り・ｽﾄｯﾊﾟ-・ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ-・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　一式

ﾊﾟﾈﾙt=3

ﾊﾟﾈﾙt=3 ﾊﾟﾈﾙt=3

ﾊﾟﾈﾙt=3

FIX FIX FIX FIX

見込み（100） 見込み（100）

1
5
0

引分け錠（ｻﾑﾀｰﾝ+ｼﾘﾝﾀﾞｰ）・引手

外部面可動蓋有り

アルミパネル－3

換気扇穴加工

ＦＩＸ窓

1
,
9
0
0
1
5
0
8
5
0

2
,
9
0
0

1
,
9
0
0

Ｆ－４Ｆ－４

FIX

FIX FIX

FIX

６＋１

パネルt=3(運動場６箇所)　ＦＬ－５(倉庫6)

※ＡＬＣ用

　８７



工事名

名　称

図　番

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ｓ：１／ 年 月

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所 ヶ所場所 数量

型式 法規

符

号

形状

材質・仕上

硝子

ガラリ

枠 沓摺

金物

特記事項 注：○印のついたものを採用する 共通略号符号の略号 法規の略号

ガラスの略号

枠の形状

沓摺の形状

金物の略号

ＡＤ

ＡＷ

ＡＧ

ＳＤ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＴＤ

ＳＴＷ

ＳＴＧ

ＳＨ

ＷＤ

ＷＷ

ＷＧ

Ｆ

Ｓ

Ｐ

アルミ製扉

アルミ製窓

アルミ製ガラリ

スチール製扉

スチール製窓

スチール製ガラリ

ステンレス製扉

ステンレス製窓

ステンレス製ガラリ

シャッター

木製扉

木製窓

木製ガラリ

ふすま

障子

パーティション

ＡＬ

Ｓ

ＳＴ

ＨＬ

ＭＬ

ＳＯＰ

ＡＥ－Ｙ

ＦＳ－Ｙ

附

オペ

ＬＣ

ＵＣ

ＬＥ

ＯＳ

ＰＲ

ＭＲ

ＳＵ

アルミ

スチール

ステンレス

ヘアライン仕上

磨き仕上

合成樹脂調合ペイント

アクリル樹脂エナメル焼付け

フッソ樹脂塗料焼付け

附属金物一式

オペレーター装置

クリアラッカー

ウレタンクリアー

ラッカーエナメル

オイルステイン

ポリエステル化粧板

メラミン化粧板

スプルース

常開

常閉

煙

進

ＦＬ

Ｇ

Ｆ

ＰＷ

ＦＷ

ＫＦＬ

ＨＦＬ

ＴＦＬ

常時開放式

常時閉鎖式

煙感知器連動

非常用進入口

フロート板ガラス

スリガラス

型板ガラス

網入り磨き板ガラス

網入り型板ガラス

熱線吸収ガラス

熱線反射ガラス

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ Ｅ

Ｈ

ＰＨ

ＦＨ

ＡＨ

ＤＴ

ＡＳ

Ｔ

Ｔ－Ｂ

ＦＯ

ＥＫ

ＨＫ

Ｋ

ＲＫ

ＨＩＫ

ＨＴＫ

ＨＹＫ

ＲＲ

ＧＫ

ＢＴ

ＨＴ

ＴＴ

Ｍ

Ｌ

ＡＧ

ＴＯ

ＳＯ

ＦＴＯ

ＬＳ

ＬＴ

ＬＦ

ＳＳ

丁番

ピボットヒンジ

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ラバトリーヒンジ

ドアチェック

アームストッパー

戸当り

帽子掛け付き戸当り

フランス落し

円筒錠

本締錠

空錠

レバーハンドル錠

引戸錠

ホテル錠

表示錠

グレモン錠

ラバトリーラッチ

棒取手

引手

取手

二重水切

アングルピース

アルミ額縁

戸車

底車

フラッター戸車

ステンレスレール

真鍮レール

フラッターレール

Ｆ Ｇ

Ｆ

ＫＨ

ＢＫ

敷居すべり

分電盤錠

ＭＫ マグネットキャッチ

アルミ型材レールＬＡ

ケースハンドル錠

ＬＨ

非 非常開放装置

ＲＨ レバーハンドル

新鳥 新鳥ノ子紙

雲花 雲花紙

ガラリの形状

Ａ Ｂ Ｃ

特定

防 防火設備

特定防火設備

100Ａ

強化ガラス

ヶ所

１

ヶ所 ヶ所ＷＤ ＷＤ

２

ＷＤ

３

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

800

４

１ ＷＤ 運動場

５

２

1,200

ＷＤ

６親子開きフラッシュ戸

ＷＤ

片開きフラッシュ戸７

２

800

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

２

800

８

２階ギャラリー

ＷＤ

片開きフラッシュ戸

１

９

ステージ

650

9
0
0

ＷＤ

１０

ＷＷ

１

２

引違い窓

ＦＬ－３

1,500

9
0
0

建具表（２）（改修後）

ＳＯＰ塗5.5mmｼﾅ合板　ﾌﾗｯｼｭ

物入

ＳＯＰ塗 5.5mmｼﾅ合板　ﾌﾗｯｼｭ ＳＯＰ塗

600

7
0
0

5.5mmｼﾅ合板　ﾌﾗｯｼｭ ＳＯＰ塗

片面ＳＯＰ塗 杉　 ＳＯＰ塗

ＮＮ 中折れ本締まり

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

1
,
8
0
0

Ｈ・ＤＴ・ＲＫ Ｈ・ＤＴ・ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ・ＦＯ

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

Ｆ－４

Ｈ・ＤＴ・ＲＫ

1
,
8
0
0

Ｈ・ＤＴ・ＲＫ

Ｈ・ＴＴ・ﾛｰﾗｰｷｬｯﾁ ＨＴ・ＬＦ・ＦＴＯ

ＷＷ ２

２ のぞき窓

3
0
0

500

ＦＬ－３

杉　 ＳＯＰ塗

倉庫（5.6）

倉庫（5.6） 倉庫（5.6）

ＦＩＸ　（平面詳細参照）

5.5mmｼﾅ合板　ﾌﾗｯｼｭ

体育側：9mmｼﾅ合板　ﾌﾗｯｼｭ
控室側:5.5mmｼﾅ合板

　８８



1
5

1
0
2
5

7
0

7
0

7
0

E
D

D

B

A

E

C

B

A

C

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIXFIX

FIX FIX

E 断面図D 断面図

C 断面図

B 断面図

A 断面図
×２４連窓

３段窓（引き違い窓１部、FIX２部） 

モルタル補修

モルタル補修

工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100 1,400 100

2
,
2
0
0
6
6
0

1
0
0

6
8
0

1
0
0

6
6
0

1500

100 100サッシW 1400

1500

100 100サッシW 1400

1500

100 100サッシW 1400

6
8
0

2
,
2
0
0

15

2
5
4
5

200

70

40

55

1
0
0

6
6
0

7
0

木製カーテンＢＯＸ115 20

1
2
0

145

3
5
3
5

4
0
0

1
0
0

70

5
5

3
3

6
8
0

6
6
0

2
5

2
0
5
0

1
3
0

9
0

100

72 45

45

4
5

7
2

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

10Ａ

建具廻り詳細図

　２階ＡＷ９詳細図（改修後）　１／１０

45 80 55

40 40

25 25120

60 60

木製額縁25×55撤去

2
5 1
5

9
0
0

1
5

鉄格子撤去

鋼製建具撤去

木製ｶｰﾃﾝBOX撤去

引き抜き工法

既存モルタル撤去

6
0

ｶｯﾀｰ入れ
ｶｯﾀｰ入れ

1
5
0

150

ｶｯﾀｰ入れ

既存モルタル撤去

既存モルタル撤去

ｶｯﾀｰ入れ

改修前

ﾗﾜﾝ　20×145

補強金物　FBｰ4×25

55

40

25 25120

60 60

2
5 1
5

9
0
0

1
5

1
5
0

補強金物　FBｰ4×25

改修後

木製額縁25×55新設　SOP塗

ｱﾙﾐ製建具新設

図中　　はシーリングを示す。

鉄格子新設

木製ｶｰﾃﾝBOX新設　SOP塗

杉　20×145

モルタル金こて

吹付タイル

モルタル金こて

吹付タイル

UE塗(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

UE塗(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

30

7055

160

6 24 135 24 15

ステージ 屋内運動場

12 12

128 100

25×128 40×100

40×100

改修前

1
5

2
52
5

1
5

既
存
建
具
Ｈ

ｼﾅﾍﾞﾆﾔ厚6 OP

(木胴縁) (木胴縁)

　金属製建具詳細図（ＳＷ３→ＡＷ３）　１／１０ 　木製建具詳細図（ＷＤ６）　１／１０

6 24 135 24 15

ステージ 屋内運動場

12 12

128 100

2
52
5

1
5

(木胴縁) (木胴縁)

改修後

40×100　UC

新
設
建
具
Ｈ

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15張り ｼﾅﾍﾞﾆﾔ厚6 SOP ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ厚15張り

40×100　SOP25×128　SOP
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

10

4
3

(発泡ポリエチレン　t=4.0ウラ貼）

500 200

1
5
0

2
5
0

既存野地板：木毛セメント板t=25mm

既存母屋：Cｰ100×50×20×1.6＠606

桟カバー：屋根同材

＠364364364280

既存屋根：瓦棒葺＠364

既存ｺｰｷﾝｸﾞ詰
撤去

新設屋根葺き後新設シーリング(防水工事)

下地ﾌﾚｰﾑ:亜鉛鋼板t=2.3mm×W=100＠606

新設屋根:スフィンクスルーフ3型(カバー工法)カラーＧＬ鋼板t=0.4mm

ゴムアスルーフィング

新設笠木屋根:カラーＧＬ鋼板t=0.4mm平葺き＠455

軒先唐草:屋根同材加工

新雨押え水切り:屋根同材加工

ゴムアスルーフィンングt=1.0mm 吊子：アルミ押出材

桟と桟の間の溝板の部分に敷き込む

　けらば詳細図　１／１０

既存母屋C型鋼:そのまま
既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま
既存瓦棒:そのまま

364＠364 364 364

桟カバー：屋根同材

364 ＠364

上図による割り付け断面：基準図Ｓ＝１／１０
4
3

2
5

3
0

48

1
0
2
0

7 7

上記既存瓦棒寸法図

119.6

80.5

既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま
既存瓦棒:そのまま

既存母屋C型鋼:そのまま

桟カバー：屋根同材

スフィンクスルーフ3型(カバー工法)

ﾋﾞｽ:Φ5×45､ﾋﾞｽ頭変性ｼﾘｺﾝｼｰﾙ打ち

既存パイプトラス

既存屋根：瓦棒葺

(発泡ポリエチレン　t=4.0ウラ貼）

既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま

＠364 ＠364

吊子：アルミ押出材

吊子：アルミ押出材

桟と桟の間の溝板の部分に敷き込む

新設ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0mm

改修用カン合式瓦棒＠364

（発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ裏貼t=4mm）

ｽﾌｨﾝｸｽﾙｰﾌ3型

溝板:ｶﾗｰ塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4mm

吊子：アルミ押出材

桟と桟の間の溝板の部分に敷き込む

新設ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0mm

溝板:ｶﾗｰ塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4mm

　中央部詳細図　１／１０ 　軒先詳細図　１／１０

Ａ

現況屋根断面図

軒先伸縮唐草：屋根同材加工

桧60×150(既存)
100

モルタル防水(既存)

軒先水切り：屋根同材加工

既存パイプトラス

柱頭改修範囲:既存野地板撤去

柱頭改修工事完了後新設野地板木毛セメント板貼りt=25mm

既存屋根：瓦棒葺撤去

柱頭改修範囲

柱
頭
改
修
範
囲
既
存
屋
根
仕
上
げ
､下
地
共
撤
去

(既
存
唐
草
・
水
切
り
撤
去
）

既存母屋＠606

119.6

80.5

既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま
既存瓦棒:そのまま

既存母屋C型鋼:そのまま

桟カバー：屋根同材

ﾋﾞｽ:Φ5×45､ﾋﾞｽ頭変性ｼﾘｺﾝｼｰﾙ打ち

既存瓦棒:そのまま

既存母屋C型鋼:そのまま

既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま

＠364

4
3

2
5

＠364364

スフィンクスルーフ3型(カバー工法)

既存瓦棒:そのまま

既存母屋C型鋼:そのまま

既存木毛ｾﾒﾝﾄ板t=25mm:そのまま

2
6

6
6

@420420@420

4
4
.
2
6
6

90

35裏貼材

L-30X40X3.2(撤去）

改修用フレーム 66ハゼ(撤去)

既存改修屋根ヨドルーフ66ハゼ(撤去)

L-30X40X3.2(撤去）

取付ボルト(撤去)

＠364 ＠364364

既存改修屋根ヨドルーフ66ハゼ(撤去）

吊子(撤去)

改修用フレーム 66ハゼ(撤去)

1
5
3
0

2
6

新築工事時点の屋根断面図

今回改修屋根断面図

既存改修屋根を撤去し、新築時点の屋根を表す。

今回屋根改修屋根工事を行う。

新設屋根:スフィンクスルーフ3型(カバー工法)カラーＧＬ鋼板t=0.4mm

(発泡ポリエチレン　t=4.0ウラ貼）

三者による施工保証書(保証期間工事完了後10年間）提出の事

元請負人、屋根工事施工業者、屋根材製造メーカー

吊子：アルミ押出材

新設ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0mm

桟と桟の間の溝板の部分に敷き込む

溝板:ｶﾗｰ塗装ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4mm

※今回改修屋根工事の施工保証については、

　　　　　カラーＧＬ鋼板t=0.4mm

新設屋根：スフィンクスルーフ3型(カバー工法)

屋根改修詳細図（参考図）
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

20

ステージ側木製廻縁詳細図　1/5

1
2
8

10 15

別途工事

生地仕様

モーター仕様

電    源

重　　量

オプション

スクリーン仕様一覧

スクリーンボックス

電気配線配管工事（１次、２次側共）、アウトレットボックス

材質：アルミ製

止

昇

降

スクリーン

１連フルカラー埋め込み型スイッチ

23

φ
1
.
6
ｘ
4

24V制御仕様、ワイヤレスリモコン

ローラー仕様

入
力
　
A
C
1
0
0
V
／
1
0
A
　
φ
1
.
6
ｘ
2

ギアードモーターＢ付　出力100W  モーター定格電流 3.2/2.8A

AC100V 50/60Hz

使用生地：ホワイト

ﾎﾜｲﾄｽｸﾘｰﾝ特性 ｹﾞｲﾝ特性

ﾝ

ｲ
ｹﾞ

1

2

3

4

5

角度

605040302010

ｽｸﾘｰﾝ反射面

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂

基布（ｶﾞﾗｽ繊維）

ﾊﾞｯｸｺｰﾃｨﾝｸﾞ

ｴﾝﾎﾞｽ

止

降

COM

昇

Ｕ

Ｖ

Ｘ

Ｙ

スイッチ

Ｕ

Ｖ

Ｘ

Ｙ

モーター

AC100V制御結線図

入力　AC100V

源

電

φ1.6ｘ4

100

1
0
0

5
0

100

100kg

1
2
0

70

6
9

リレーボックス

φ
15
0

モーター

200

230

300

3
0
0

2
3
5

75

450 190 200

300

3
0
0

750

端子台

モーター

端子台

リレーボックス

リミット

190 450

750

6516

7796

黒マスク

φ28.6スチールパイプ

6296

6096

生地継目 4
5
7
2

1
7
0
0

6
2
7
2

　大型電動巻上スクリーン　１／６０

ＳＯＰ塗

縦見付　ソフトコーナー　20mm

巾木　メラミン化粧板貼
横見付　レノプラスホットメルト機械貼

4 101
0
0
2
0

棚板　両面メラミン　t20

背板

2
0

3
4
0

2
0

3
4
0

20

本体　両面メラミン　t20

20420 20420 420 20

1,340

天板　メラミンポストフォーム　t20
450

20

2
0

2
0

1
,
2
2
0

3
4
0

天板　メラミンポストフォーム　t20

２階倉庫（５）（６）　物入れ　各１箇所　１／３０

各部詳細図

Ａ 　９１



工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885100Ａ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

鋼製床伏図（改修後）

(H=900)
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工事名

名　称

図　番 Ｓ＝１： 　　年　　月

剛特　　記　：

徳島市新蔵町１丁目51-1　　 １級建築士登録

株式会社      建築事務所     速 水　可 次

TEL     088-622-0883         第 102935 号

FAX     088-622-0885Ａ

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

2・5

鋼製床詳細図（改修後）

9
0
0

8
3
7

フローリング

フローリング
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ステージ

記号 数 量品 名 仕 様

体育施設明細

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

張
ポリエチレンネット １００ｍｍ目

防球ネット（電動式）ＧＦ－５０７５

バレーコート　９Ｍ×１８Ｍ

バスケットコート　　１２Ｍ×２２Ｍ

バレーコート　９Ｍ×１８Ｍ

バスケットコート　　１２Ｍ×２２Ｍ

バドミントンコート

６.１Ｍ×１３.４Ｍ

バドミントンコート

６.１Ｍ×１３.４Ｍ

バドミントンコート

６.１Ｍ×１３.４Ｍ

Ｄ

剣道コート　１０Ｍ×１０Ｍ 剣道コート　１０Ｍ×１０Ｍ

剣道コート　１０Ｍ×１０Ｍ剣道コート　１０Ｍ×１０Ｍ

＜バドミントンコートセンター＞

＜バスケット、バレーコートセンター＞

＜剣道コートセンター＞

＜
剣
道
コ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
＞

４３２１

UP

36,500

3,600 2,650

6,250 6,000 6,000 6,000

Ａ

5
,
2
0
0

７６５

倉庫

3,550 2,700

6,000 6,250

150

倉庫

Ｂ
UP

倉庫

UP

Ｆ

5
,
2
0
0

Ｅ

5
,
2
0
0

UP

UP

物入

1
5
0

倉庫

ホール

Ｄ

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

Ｃ

Ｅ Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

２ 対ジャバラ式バスケット
日本バスケットボール協会検定品手動ハンドル式

ＢＡ－４００４
プラスチック板ｔ１５　　上下調節装置付

３

２ 組
板張用アップタ－ン式　亜鉛合金製

ソケットダクロ仕上
バレ－・テニスポスト用床金具ＶＴ－６０５８

バドミントンポスト用床金具 組
板張用アップタ－ン式　亜鉛合金製

ソケットダクロ仕上
ＶＴ－７０６０

姿見鏡

１ 台　　サ－ジャントジャンプメ－タ－

台　　

壁面固定式　　　　　　　　　

ＧＦ－７０８７ ＮＳ型椅子運搬車　　　　　
スチ－ル製　車輪　レ－ル付

１Ｍ×４Ｍ　飾り板付

１ 台　　壁面固定式　　　　　　　　　

張
ポリエチレンネット １００ｍｍ目

防球ネット（電動式）ＧＦ－５０７５

張
ポリエチレンネット １００ｍｍ目

防球ネット（電動式）ＧＦ－５０７５

Ｅ

Ｆ

１

１

１

ワイヤロ－プ張り　両開式　ステージ側

ワイヤロ－プ張り　両開式　中央

ワイヤロ－プ張り　両開式　妻側

張
ポリエチレンネット １００ｍｍ目

Ｇ

Ｈ

Ｉ

防球ネット（手引式）ＧＦ－５０７６

硬鋼線張り　両開式　サイド
２

Ｊ

２

２

優先順 記号 コート名 コート寸法 仕様 色 数量

ライン引き明細

バスケットコート
全線

ライン巾５０ｍｍ

バレーコート（６人制） ９Ｍ×１８Ｍ

６.１Ｍ×１３.４Ｍ
全線

ライン巾４０ｍｍ

１２Ｍ×２２Ｍ

バドミントンコート

（ソフトバレーコート）
３

４

全線（ＦＩＶＢ仕様）

ライン巾５０ｍｍ

面

剣道ライン　　　　　　　 １０Ｍ×１０Ｍ
コーナー４ケ所

ライン巾５０ｍｍ

面

面

面

※ライン引きの優先順、色等は現場監督員の指示により決定とする

１０

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１０００

２
６
０
０
２
６
０
０

１０００ ２２００２００

１２００１２００

２７００ ２７００

２０００ ３０５０ ３０５０ ２０００

１
５
０
０
１
５
０
０

１５００ １５００

８１００ ８１００

７２００ ７２００

６５００ ６５００

６
５
０
０

６
５
０
０

体育器具配置図　　１／１５０
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

体育器具配置図

150

参考品番

ミズノ程度
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150

体育器具　床下基礎配置図

４

６

記号 名 称 数 量

床下基礎明細

バレ－ポスト用 ケ所

バドミントンポスト用 ケ所

合 計 ケ所１０

４３２１

UP

36,500

3,600 2,650

6,250 6,000 6,000 6,000

Ａ

5
,
2
0
0

７６５

倉庫

3,550 2,700

6,000 6,250

150

倉庫

Ｂ
UP

倉庫

UP

Ｆ

5
,
2
0
0

Ｅ

5
,
2
0
0

UP

UP

物入

1
5
0

倉庫

ホール

Ｄ

2
6
,
0
0
0

5
,
2
0
0

5
,
2
0
0

Ｃ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｂ

Ｃ

１０００

２
６
０
０
２
６
０
０

１０００

６０６０ ２０４０ ３０３０ ３０３０ ２０４０ ６０６０

１１０７６ １６６２１６６２ １１０７６

７２００ ７２００

バスケット用立上り壁　４ヶ所

建築本体工事二含ム

防球ネット用電源　３ヶ所

AC100Vコンセント　

電気設備工事二含ム

２００

空 洞

ＦＬ

空 洞

床下基礎詳細図　S=1/20

（建築本体工事ニ含ム）

中心目印ツケルコト

タテ筋８－Ｄ１３

ヨコ筋Ｄ１０＠１５０

（
　
　
　
　
）

（
　
　
）

４
０
０

ス
キ
マ
１
５

１
５
０

２
５
０

１
５
０

１５０ ２５０ １５０

５５０

５
５
０

体育器具　床下基礎配置図　１／１５０

1400
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体育器具姿図（１）
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1 4
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0
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0
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0

ＦＬ，ＧＬは、同レベルのこと

ＦＬ▼

1
0
0
0

9
6
0

（
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効
内
寸
9
2
0
）

1
8

2 9 7 6

1
2
5
0

1
2
5
0

1
2
1
0

1
2
1
0

4
0

4
0

4
0

5
8
0

3898

85510281005 1010

10

11
12

13

30 970 30 955

4000

30 955 97030 30

400400 400 400

105

▼ＦＬ

1 ２

580

台車　1000

台車最大　1080

束内有効　1145

束芯　1250

主　要　構　成　部　品　仕　様　書　　低　床　式

材　料　・　加　工　等

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）２，３ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）２，３ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）２，３ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）２，３ｔ曲げ加工

ポリエスチレンシ－ト

亜鉛メッキ鋼板１．０ｔ

熱間圧延軟鋼材（ＳＰＨＣ）４．５ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）１，６ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）１，６ｔ曲げ加工

熱間圧延軟鋼板（ＳＰＨＣ）１，６ｔ絞り加工

一般構造用圧延材料(SS41)低床　%%c17

球状黒鉛鋳鉄品（ＦＣＤ－５０）

車輪外径・低床型　　

Ｍ８－５０Ｌ　　市販品

%%c１００，軸部に%%c１７ボールベアーリング組込み

ＮＳトラック専用車輪，本体は冷間圧延鋼板

ジェーンラバーモールド一体成型車輪

一般構造用角形鋼管（ＳＴＫＭ４１）　30*20*12

一般構造用角形鋼管（ＳＴＫＭ４１）　30*20*12

一般構造用角形鋼管（ＳＴＫＲ４１）　30*20*12

寸法　Ｗ１０００ｘＬ４０００ＸＨ５９０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８ 飾　　り　　板

オ－ルアンカ－

車　　　　輪

軸　　　　受

車　　　　軸

車輪ｶﾞｲﾄﾞﾍﾞｰｽ

ガイドレール

レールサポート

ストッパー

床　　板

椅子滑り止め

補強サポート

車輪サポート

ｾﾝﾀｰ　ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｺｰﾅｰ　ｶﾞｾﾞｯﾄ

サ　イ　ド枠

椅子倒れ止め

品　　　名品番

押　　　　手

鋼鈑加工　ポリエステル化粧板貼り
アルミブロンズ巻き　四コーナー黒保護ゴム付き

レール下地　モルタル金ゴテ仕上げ　別途工事

亜鉛メッキ

表　面　処　理

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

黒　色　焼　付

黒　色　焼　付

黒　色　焼　付

黒　色　焼　付

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

黒　色　焼　付

本体は亜鉛メッキ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

ステージ

１

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

121020 1210 1210 1210 1210 1210 1210 121040 40 40 40 40 40 40

飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板 飾り板

2
0

4
0

1250 1250 1250 1250 1250 1250 1250 1250 12501250

12500

台車収納時配置図　S=1/80

20

飾り板

121040

飾り板

121040

9

鋼鈑１．２加工

1,210

黒保護ゴム

塩ビ鋼鈑1.5

１
３
０

▼フロアより

Ｎ，Ｓトラック扉詳細図

アルミ縁ブロンズ色四方回し

飾り板

表面　ポリエステル化粧板，

３
８
５

２
０

＊

＊

飾り板表側

２．０板加工

８Ｘ６０ボルト止め

ＳＰＨＣ２．３ｔ加工
扉取付金具

台車～扉表面まで

７
０

アルミ縁

ピット内

２－%%c９長穴

コーナーゴム 表側 裏側

裏側アルミ縁 表側

６
０

9
5

3
510

51.8

1.2ｔ鋼鈑加工

塩ビ鋼鈑1.5

1.2鋼鈑加工

1
5

4
5

1
5

35.1

1
5

2
0

31.5

31

10

2
0

２－%%c９キリ

１４

１６
１５

１１

１７

車輪詳細図　S=1/10

1
3
0

%
%
c
1
7

100

飾り板　１０ピット　１０枚　

椅子台車断面詳細図　S=1/30

12500

椅子収納台車　S=1/30
＊１００以上必要

＊

２
０

＊
４
０
＊

２
０

＊
４
０ ＊

＊

２６００ ２６００

仕　　　様　※ＮＳトラック　程度

椅子収納台車　１０ピット　１０台　　

9
5
0

1
5
0

7
4
0

1
6

4
5

1
5

16

4
0

40 40
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体育器具姿図（２）

リモコン発信器

ポリエチレンネット（グリーン）

Ｇ－０７５　防球ネット（電動式）　　　　３張

中央、ステージ、妻側ギャラリー　　両開式

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
　
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

６
３５５０

Ａ

収納方向

収納方向

ネット重なり

＜１張＞

（収納用）（繰出用）

２
２６５０

両サイド　　両開式

ＢＡ－４００４　ジャバラ式バスケット　　　２対

（上下調節式）

ＧＦ－５０７６　防球ネット（手引式）　２張

ポリエチレンネット（グリーン）１００ｍｍ目

１００ｍｍ目

＜２張＞

ＦＬ

防護パッド

（
　
　
　
）

（
　
　
　
）

（
　
　
　
）

ターンバックル

φ５ワイヤロープ

移動環

φ２.６硬鋼線

φ７雑チェーン

プレートカバー

２０００バスケットコート　２２０００

減速機

□４０Ｐ

φ１３

６
０
０

１
０
０

操作ハンドル

プラスチック板ｔ１５

バスケット協会検定品

上下調節装置

１２００ ５０

２
６
０
０

４
５
０

３
０
５
０

（
　
　
　
　
）

（
　
　
　
　
）

２００

滑車付金具

１８００

７
５
０

Ｆ
Ｌ
＋
３
１
０
０ ７０７０ ７０ ７０

Ｍ１２アンカーボルト

ポリモルタル接着剤使用

Ｆ
Ｌ
＋
４
１
０
０

バスケット用立上り壁　４ヶ所

建築本体工事二含ム

１
０
５
０

４
５
０

２
４
５
０

３
９
５
０

外部リミット金具

AC100V電源コンセント

電気設備工事二含ム

３２００

１５０

Ｍ１２アンカーボルト

ポリモルタル接着剤使用

外部リミット金具

φ５ワイヤロ－プ

≒３０００

妻側ギャラリー用

３０２００

１５０
ターンバックル

６２５６２５

１８００

φ２.６　硬鋼線 移動環

中央、ステージ用

１
５
０
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体育器具姿図（３）

15・30

30 5 20 30 15

100

1040

木枠
30＊100

3
0

3
0

1
2
9
0

押さえｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ

ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰ

L金具　45＊60＊30

合板　t=5.5

鏡　t=5

30
3180

取手兼用ｱﾙﾐ枠あたりゴム

鏡　t=5

30 30
795

1530765

取付金具＠900以内

枠取付断面図　S=1/4

t=2

※表面材割付は打合せの上。

戸当たり兼用取手

アルミ製
５
０
０

１
２
９
０

鏡・５

Ｈ１２００×Ｗ１５００

フラッシュ戸

３１８０

１５９０ 堅木材　１００×３０ＣＬ

１
５
６

フロアープレート

亜鉛合金製

φ８５.０Ｐ

皿木ネジ

１９７.５

５
０

２
７
０

フロアープレート

亜鉛合金製

皿木ネジ

φ４８.６Ｐ

２
７
０

１
１
０

１４８

９
５
０

８
１
４

８
１
４

１
０
０

１
０
０

リセットレバー

　　アタッチメント

　１００ｍｍ・２００ｍｍ

クロスバー

φ３４.０Ｐ

スライドパイプ

φ４２.７Ｐ

１００

参
考
寸
法
　
Ｆ
Ｌ
＋
１
９
０
０

測
定
基
準
　
Ｆ
Ｌ
＋
１
６
０
０
～
２
２
８
４

サージャントジャンプメーター　　　１台　S=1/15

バレーポスト用床金具　　２組　S=1/6 バドミントンポスト用床金具　　３組　S=1/6 固定式鏡（埋込型）　１組　Ｓ＝1/30

フローリング厚15　ＣＬ

表面材

表面材

表面材

表面材

フローリング厚15　ＣＬ

表面材
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図中　　はシーリングを示す。 相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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下屋詳細図

ＡＢ

5,200 1,500 500

７

８

3
,
0
0
0

1
0
0

1,91090

２階平面詳細図（改修前）　1/50

ギャラリー

斜線部撤去

ＡＢ

5,200 1,500 500

７

８

3
,
0
0
0

1
0
0

1,91090

ギャラリー

２階平面詳細図（改修後）　1/50

増築棟

増築棟ﾊﾞﾙｺﾆｰ

後打ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り

Ａ

ﾓﾙﾀﾙ撤去

防水ﾓﾙﾀﾙ金こて

防水形吹付材

Ａ Ａ'

Ａ－Ａ'断面図

後打ｺﾝｸﾘｰﾄW300×H70

300

Ａ Ａ'

増築棟ﾊﾞﾙｺﾆｰ

Ｂ

既存梁下

ｺﾝｸﾘｰﾄ飾り撤去
水抜穴設置

自在ﾄﾞﾚｲﾝ VP75¢用

塩ﾋﾞ軒樋：（ｶﾗｰ）H90×W120　吊金物

竪樋：VP-75（ｶﾗｰ）

掴み金物:SUS製-1,200@内

折板葺き：山高88　ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ　

300×90×9

2
,
5
5
0

390 5,000

190

柱

７ ８

1
5
0

水切

400

増築棟ﾊﾞﾙｺﾆｰ

@600

300×90×9

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ M12-150×2
8
0
0

3
,
0
9
0

3
0
0

2
,
7
9
0

柱：□125×125×4.5

　　小口ふさぎ板溶接

85 2,465 125

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ止め･天端ｼｰﾘﾝｸﾞ

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ止め･天端ｼｰﾘﾝｸﾞ

PL-6 100×250

HTB M16

柱梁接合部

柱天端 PL-6

柱脚部

90×90×7

差し筋ｱﾝｶｰD13

(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

1
7
5

吹付ﾀｲﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ金こて

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.6　（JIS0920）

鉄部見え掛りはＦＥ塗とする。

後打ｺﾝｸﾘｰﾄ

W350×D350×H300

ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板厚0.35　糸尺25-185-100

C-100×50×2.3

@800 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ溶接

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板厚0.35　糸尺25-185-215-100

300×90×9

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ M16-210@450

Ａ 　９９
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剛特　　記　：
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株式会社      建築事務所     速 水　可 次
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図中　　はシーリングを示す。 相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

プール棟改修図

便所棟

プール

足洗場消毒槽

1
,
8
0
0

300

30 120 30

901,310

48.6Φ×2.4 OP

平面詳細図（改修前）1/50

1,300

9
5
0

鋼製片開き戸

鋼管50Φ

13Φ

1
2
0
2
0
0

7
0
0

1
,
2
0
0

断面詳細図（改修前）1/50

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ磨き

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ磨き

100角ﾀｲﾙ張り
100角ﾀｲﾙ張り

消毒槽

金物：ﾋｼﾞﾂﾎﾞ・施錠付掛金・丁番

プール

足洗場消毒槽

1
,
8
0
0

3
0
1
2
0
3
0

消毒槽

平面詳細図（改修後）1/50

断面詳細図（改修後）1/50

増築棟

7
0
0

1
,
2
0
0

1
2
0
2
0
0

1-D13

D10-@200縦横共･端部差し筋ｱﾝｶｰD10

30 120 30

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

(ﾓﾙﾀﾙ金こて)

100角ｶﾗｰﾀｲﾙ張り

1,300

9
0

300 300 300 3002,300

ﾓﾙﾀﾙ金こて

7
0
0

1
,
2
0
0

2,3001,200(300×4)

7
0
0
(
1
4
0
×
5
)

25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

1-D13段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　　　A型ﾒｯｼｭ50 朝日ｽﾁｰﾙ程度

足洗いｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ

(設備工事)

両開き扉：UNﾌｪﾝｽ扉 H1000×W1500 錠付

2
0
0

足洗いｼｬﾜｰﾊﾟｲﾌﾟ撤去

RC壁撤去：ﾌﾟｰﾙFL+1200の部分

鋼製片開き戸撤去

　　　　　境界部ｶｯﾀｰ入れ

RC壁撤去 RC壁撤去
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

RC壁新設

美粧処理

樹木撤去

W3500×H2.0m

1
0
0

1,9001,550

D10-@200

Ａ

Ａ’ Ａ’

Ａ

Ａ－Ａ’
Ａ－Ａ’

Ｂ－Ｂ’ Ｂ－Ｂ’

Ｂ

Ｂ’

Ｂ

Ｂ’

長辺方向：D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

短辺方向：D10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

端部差し筋ｱﾝｶｰD10

Ｃ’

Ｃ

7
0
0

Ｃ－Ｃ’

1,890

ﾓﾙﾀﾙ金こて厚20

5
5
0
1
3
0
2
0 1-D13

端部差し筋ｱﾝｶｰD10

ﾓﾙﾀﾙ金こて厚20

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ厚130

Ａ 　100
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相生体育館耐震補強・改修及び増築工事
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1
2
3
4
5
6

1
0
0

3
,
6
6
0

2
,
7
2
0

3
0
0

3,805 5,100 3,032

1
0
0

2
,
8
5
0

2
,
6
0
0

7
0
0

1
0
0

170 170

8
8

200

1
,
0
4
5

5
0

1,460

柱：Ｈ-100*100*6*8

梁：Ｈ-200*100*5.5*8

床：モルタル塗
デッキコン　

梁：Ｈ-200*100*5.5*8

屋根：折版葺き

横板：塩ﾋﾞボード　ｔ＝4

手摺子：□-32.5*32.5*2.3

手摺：□-75*45*1.6

1,900

50

ａ

ａ　部断面詳細図 １／５０ １／５０ｂ　部断面詳細図

デッキコン　
階段：モルタル塗

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

850

柱：B.PL-12

外部渡り廊下詳細図

既存便所棟
相生中学校公舎

１／５０平面図

工事概要

既存渡り廊下の屋根及び床（デッキ共）・手摺を撤去する。

図面表示部分

　101

鉄骨柱・梁及び基礎を撤去する。
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2
,
7
0
0

Ａ（改修前）

相生体育館耐震補強・改修及び増築工事

50

展開図（10）（改修前）（改修後）

ホール

ＯＰＥＮ

Ｂ

枠・額縁撤去

木製建具撤去

Ｃ Ｄ

下足入撤去

　木下地共
ラスモルタル撤去　

階段詳細参照

Ａ
ホール

ＯＰＥＮ

Ｂ Ｃ Ｄ

天井撤去

木製廻縁撤去

2
,
5
0
0

消火器ﾎﾞｯｸｽ：全埋込型：SK-FEB-3D

階段詳細参照

（各面共通）

金属製建具新設

木製額縁新設

1
,
8
9
5

1
,
9
0
0

1
5
0

3
0
0

150

カッター切り
周囲モルタル撤去

金属製建具撤去

木製額縁撤去上部コンクリートはつり

2
1
0

地袋新設 8
0
0

1
,
7
0
0

垂れ壁コンクリート撤去

ＲＣ腰壁撤去

小口タイル撤去

（各面共通）

木製額縁30×100

　　　　SOP塗
（改修後）

ビニールクロス張り

（下地処理）

壁：ビニールクロス張り（下地処理）

ビニールクロス張り（モルタル金こて）

（ＣＢ厚120積み）

塩ビ製巾木

塩ビ製巾木（モルタル金こて）

ビニールクロス張り（モルタル金こて）

ビニールクロス張り 壁：ビニールクロス張り塗（下地処理）

　７８

（下地　LGS-65)


